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序
章

このガイドについて

このガイドを使用して、ストレージ・エリア・ネットワーク上
で
Xsanボリュームを設定および管理する方法を学習できます。
このガイドでは、
Xsan を使用して
Xserve
RAIDアレイおよびスライスを結合して大規模で拡張
の容易なストレージボリュームを構築する方法を示します。クライアントは、このストレージボ

リュームをローカルディスクのように使用できますが、実際には高速のファイバーチャネル・

ファブリックを介して共有されています。

第
1 章では、
Xsanの概要および
Xsanを使用して
RAIDアレイをストレージの共有ボリュームに
編成する方法について説明します。

第
2 章では、ハードウェアとソフトウェアの要件、
SANの計画のガイドライン、および
Xsan ボ
リュームの基本的な設定手順について説明します。

第
3 章では、ストレージの拡張、アフィニティのあるフォルダの作成、ボリュームとストレージ
プールの設定変更、および
 SAN ボリュームの確認、デフラグメント、修復を行う方法について
説明します。

第
4 章では、クライアントコンピュータの
SAN への追加、ボリュームのクライアントへのマウ
ント、
SAN ファイルへのクライアントアクセスやユーザアクセスの制御、およびクオータを使用
したユーザ領域の制御方法について説明します。

第
5 章では、ボリューム・メタデータ・コントローラの管理に関する情報を提供します。
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第
6 章では、
SANの状態を監視したりレポートを自動作成したりする手順について説明します。

第
7 章では、起こる可能性のある一般的な問題の解決方法について説明します。

付録
A では、
Xsan コントローラまたはクライアントを、同一
SAN 上の
ADIC
StorNextコント
ローラまたはクライアントと組み合わせるのに役立つ情報を提供します。

付録
Bでは、「ターミナル」を使って
Xsan
SAN を管理する際に使用可能なコマンドラインユー
ティリティおよび設定ファイルについて説明します。


Xsan
1.4の新機能

Xsan
1.4 で提供される新機能は、次の通りです：
Â アクセス制御リスト（
ACL）を使用して、
Xsanボリュームへのユーザアクセスを管理できます。

Â




Intelベースの 
Macintosh コンピュータで
Xsanを実行できます。

バージョンの互換性
次の表に、同一の
SAN上で使用可能な 
Xsanと
StorNext コントローラ、およびクライアントの
各バージョンの組み合わせを示します。

重要：
2TB（テラバイト）よりも大きい
LUN を設定する場合は、古いクライアント（
Mac

OS

X
10.3
Pantherで
Xsanを実行するクライアント、または
Mac

OS

X
10.4
Tigerで
Xsan
1.2以前を
実行するクライアント）でそうした大きいサイズの
 LUN を読み取れないことに注意してくださ
い。これらの古いクライアントでは、
LUN を読み取れないことを示すダイアログが表示されま
す。このダイアログは、「無視」をクリックして閉じてください。「フォーマット」はクリックし

ないでください。クリックすると、対応する
Xsanボリューム上の情報が失われます。
2
TBより
も大きい
LUN を使用する場合は、すべての
SANクライアントを、
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Server
v10.4で
Xsan
1.3以降を実行するようにアップグレードしてください。
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コントローラ クライアント 互換性

Xsan
1.4




Xsan
1.4 あり


Xsan
1.3（
Mac

OS

X
v10.4） あり


Xsan
1.3（
Mac

OS

X
v10.3） あり（
LUN が
2
TB よりも小さい
場合）


Xsan
1.2以前 なし


StorNext
2.8 なし


StorNext
FX
1.3または
1.4 あり


StorNext
2.6または
2.7 あり


StorNext
2.5以前 なし


Xsan
1.3（
Mac

OS

X
v10.4）
 Xsan
1.4 なし


Xsan
1.3（
Mac

OS

X
v10.4） あり


Xsan
1.3（
Mac

OS

X
v10.3） あり


StorNext
FX
1.3または
1.4 あり


StorNext
2.6または
2.7 あり


StorNext
2.5以前 なし


StorNext
2.8




Xsan
1.4または
1.3 あり


StorNext
2.7




Xsan
1.4または
1.3 あり


StorNext
2.6以前
 Xsan
1.4または
1.3 なし
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以前のバージョンの
Xsanからアップグレードする

SANストレージを以前のバージョンの
Xsanから 
Xsan
1.4に移行する際の詳しい方法（既存のス
トレージに及ぼす影響を最小限に抑えてアップグレードするためのヒントなど）については、

「Xsan移行ガイド」（
www.apple.com/jp/server/documentation/ で配布）を参照してください。

その他の情報

Xsanに関するその他の情報については、以下を参照してください：

添付書類ファイル（Read Me 書類）
—重要なアップデート情報と特記事項が記載されています。

これらの書類は、
Xsanのインストールディスクに収録されています。

Xsan Webサイト（
www.apple.com/jp/xsan/）
— 製品と技術に関する幅広い情報を参照でき

ます。

Xsan サポートWebサイト（
www.apple.com/jp/support/xsan/）
—アップルのサポートチー

ムが提供する
Xsanに関する記事にアクセスできます。

アップルのカスタマートレーニング（
train.apple.co.jp/）
—Xsan の管理スキルを向上するため
に、インストラクタ主導のクラスまたはマイペースで学ぶクラスを受講できます。

アップルのディスカッションフォーラム（
discussions.info.apple.co.jp/）
—ほかの
Xsan管理者
同士で質問をしたり、知識を共有したり、アドバイスしたりできます。

アップルのメーリング・リスト・ディレクトリ（
www.lists.apple.com/）
— メーリングリストに

登録して、メールを介してほかの
Xsan管理者と情報交換できます。
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表記規則
このガイドでは、シェルコマンドやその他のコマンドラインユーティリティについて説明する場

合に、以下の規則が使用されます。

表記 意味

等幅フォント（ font） コマンド、または「ターミナル」で使用されるほかのテキスト 

$ シェルプロンプト 

[角かっこ内のテキスト ] オプションパラメータ 

(一方 |他方 ) 代替パラメータ（どちらか一方を入力します）

下線 値を指定する必要のあるパラメータ 

[...] 繰り返される可能性のあるパラメータ 

<山かっこ >
 SANの設定に応じて表示される値








1
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Xsanの概要

この章では、
Xsanおよびストレージ・エリア・ネットワークの
概要について説明します。

この章では、
Xsan の概要、および高速な共有ストレージを実現するストレージ・エリア・ネッ
トワーク（
SAN）を
Xsanで設定する方法について説明します。


Xsanとは

Xsan は、ストレージ・エリア・ネットワークのファイルシステムおよび管理アプリケーション
（「
Xsan
Admin」）です。
Xsan を使用すると、クライアントコンピュータ上のユーザおよびアプ
リケーションに拡張可能なストレージへの高速な共有アクセスを提供できます。












18 第
1章   
Xsanの概要

「Xsan」を使用して RAID
アレイをボリュームに

統合すると、クライアント

はこのボリュームを

ローカルディスクの

ように使用できます。

ファイルデータを

ファイバーチャネルに

移動します。

San Volume

Mac OS X

RAIDアレイ
（LUN）

ストレージ

プール
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Xsanストレージ・エリア・ネットワーク
ストレージ・エリア・ネットワークとは、コンピュータをストレージ装置に接続する方法のこと

であり、複数のユーザがファイルにすばやくアクセスしたり、管理者がユーザの操作を中断せず

に必要に応じてストレージ装置の容量を拡張したりすることを可能にします。


Xsanは次の要素で構成されます：
Â



Xserve
RAID システムに保存される共有ストレージのボリューム。クライアントでは、マウン
トしているボリュームとしてローカルディスクと同じように使用できます

Â 共有ボリュームへのアクセスを調整するメタデータコントローラとしての役割を果たす、 
1 台
以上のコンピュータ

Â 確立されたアクセス権とクオータに従ってストレージにアクセスするクライアント

コンピュータ

Â 基になるファイバーチャネル・ネットワークと
Ethernetネットワーク

次の図に、一般的な
Xsan
SANの物理コンポーネントの例を示します。
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共有
SANボリューム
ユーザおよびアプリケーションには、共有
SAN ストレージはローカルボリュームとして表示さ
れます。
Xsan ボリュームは、
RAID アレイのグループで構成される論理ディスクです。
Xsan ボ
リュームの作成時に組み合わせる要素については、
23
ページの「 
Xsanストレージの構成」を参
照してください。

コントローラとクライアント

Xsan
SAN にコンピュータを追加するときに、そのコンピュータが果たす役割（クライアント、
コントローラ、またはその両方）を指定します。

コントローラ

Xsan
SAN を設定するときに、
1 台以上のコンピュータにコントローラとしての役割を割り当て
ます。コントローラは、
SANボリュームのメタデータを管理したり、ファイルシステムのジャー
ナルを維持したり、ファイルへの同時アクセスを制御したりします。メタデータには、ファイル

の実際の保存場所や、使用可能なストレージのどの部分が新しいファイルに割り当てられるかな

どの情報が含まれています。


20
ページの図に示すように、高可用性が必要な場合は、複数のコントローラを
SANに追加する
ことをお勧めします。プライマリコントローラに障害が発生した場合は、スタンバイサーバがそ

の役割を代行します。コントローラはクライアントの役割も果たすことができるので、プライマ

リコントローラの動作中にスタンバイコントローラを作業クライアントとして使用できます（た

だし、パフォーマンスが重要な場合はお勧めしません）。

クライアント

ユーザまたはアプリケーションが
 SAN ボリュームへのアクセスに使用するコンピュータは、ク
ライアントと呼ばれます。クライアントは、
Ethernetネットワークを介してコントローラと通信
します。ただし、ボリュームのストレージ機能を提供する
RAIDシステムとの間でファイルデー
タを送受信するときには、ファイバーチャネルを使用します。
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SANの接続

Xsan では、ストレージ装置、メタデータコントローラ、およびクライアントコンピュータに接
続するときに独立したネットワークを使用します。このネットワークは、
1 つのファイバーチャ
ネル・ネットワークと
1つまたは 
2つの
Ethernetネットワークで構成されます。

ファイバーチャネルを介するユーザデータ

ユーザデータは、高速なファイバーチャネル接続を介して転送されます。コントローラは、ボ

リュームとの間でメタデータを送受信する場合にもファイバーチャネル接続を使用します。


Ethernetを介するメタデータ
ファイバーチャネル接続上の不要なトラフィックを排除するために、コントローラおよびクライ

アントでは
Ethernetネットワークを使用してファイルシステムのメタデータを交換します。（コ
ントローラは、ボリューム上でメタデータを読み書きする際にファイバーチャネルを使用しま

す。）また、「
Xsan
Admin」アプリケーションでは、ユーザが
SANを管理できるようにするため
に
Ethernet 接続を使用します。

インターネットまたはイントラネットのトラフィックがメタデータの転送を干渉するのを防ぐ

ため、
20
ページの図に示すように別々の
Ethernetネットワークを設定することをお勧めします。

ファイバーチャネルのマルチパス

Xsan では、クライアントとストレージの間で複数のファイバーチャネル接続を利用できます。

Xsan では、読み出しおよび書き込みのための接続を交互に切り替えたり、ボリュームをマウン
トするときにボリューム内の各
LUNをいずれかの接続に割り当てたりできます。
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Xsanストレージの構成
ユーザは、ローカルディスクの場合と同じ方法で
Xsan ボリュームを使用します。
SAN ボリュー
ムが実際には
RAID 技術を使用して複数のレベルで結合した多数の物理ディスクによって構成さ
れていることは、ユーザには分かりません。

次の図に、複数の
Xserve
RAIDシステム内の個々のドライブモジュールから提供されるディスク
容量が、ユーザからは
1つの大きなローカルディスクに見えるボリュームとして結合される例を
示します。

速い

安全

ストレージプール

（ストライピング）

RAID 0
アレイ

RAID 0
アレイ

LUN LUN

RAID 0
アレイ

RAID 0
アレイ

LUN LUN

共有 SAN
ボリューム

アフィニティ アフィニティ

RAID 5
アレイ

RAID 5
アレイ

LUN LUN

RAID 5
アレイ

RAID 5
アレイ

LUN LUN

ストレージプール

（ストライピング）
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ここからは、これらのストレージ要素と、これらの要素を構成して共有 
Xsan ボリュームを作成
する方法について説明します。


LUN




Xsan で使用する最も小さいストレージ要素は、
LUN（
SCSI 論理ユニット番号）と呼ばれる論理
ストレージ装置です。ほとんどのストレージ・エリア・ネットワークでは、
LUNは
RAIDアレイ
や
 JBOD（ディスクの房）装置などの装置のグループを表します。
Xsan では、
LUN は
 Xserve
RAIDアレイまたはスライスです。

「
RAID
Admin」アプリケーションを使って
Xserve
RAID アレイを作成するときに、
LUNを作成
します。
Xserve
RAIDシステム内のコントローラハードウェアおよびソフトウェアによって、
個々のドライブモジュールが、選択した
RAID 方式に基づいて
1つのアレイに結合されます。ネッ
トワーク上では、各アレイが独立した
 LUN として表示されます。アレイをスライスすると、各
スライスは
LUNとして表示されます。


SAN ボリュームの設定時に最初に行う作業の
 1 つとして、
LUN を準備します。新しい
 Xserve
RAID上にある 
2 つの
RAID
5アレイがアプリケーションに合わない場合は、「
RAID
Admin」を
使用して別の
RAID方式に基づいてアレイを作成できます。
LUNの方式の選択については、 
44
ペー
ジの「
LUNの
RAID 方式を選択する」を参照してください。


23
ページの図に、それぞれが 
2つのアレイを管理する
4 つの
Xserve
RAID システムの例を示し
ます。半数のアレイでは速度を得るために
RAID
0 方式（ストライピングのみ）を使用し、残り
のアレイではデータの消失に対処できるように
 RAID
5（分散型パリティ）を使用します。
Xsan
では、アレイはボリュームを作成するために結合可能な
LUN として認識されます。


Xserve
RAID の
LUN を設定した後で、これらの
LUNを「 
Xsan
Admin」でラベル設定および初
期化して、
Xsan ファイルシステムで使用できるようにします。
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ストレージプール
複数の
LUN を結合すると、ストレージプールが形成されます。小さいボリュームではストレー
ジプールが
1つの
RAIDアレイで構成されることもありますが、多くのボリュームではストレー
ジプールは複数のアレイで構成されます。


Xsanでは、
RAID

0（ストライピング）方式を使用して、ストレージプール内の
LUN全体にファ
イルデータを並列して分散させます。このため、ストレージプール内の複数の
 LUN に対して使
用可能なストレージを分散させることで、クライアントのアクセス速度を向上させることができ

ます。

パフォーマンスや復元可能性の特性が異なる複数のストレージプールを設定したり、アフィニ

ティを使用してストレージプールにフォルダを割り当てたりできます。ファイルの保存場所は、

速度または安全に関する必要に応じて選択できます。詳しくは、
28
ページの「アフィニティのあ
るフォルダ」を参照してください。


23
ページの図では、
8 つの
LUNが
2 つのストレージプールに結合されていて、
1つのプールは

RAID
0（高速だが復元できない）アレイで構成され、もう
1つのプールは
RAID
5（高速ではな
いが復元可能）アレイで構成されています。
Xsanでは、各ストレージプールで
4つの 
LUN全体
にデータをストライプします。

使用可能な
LUNを特定のストレージプールに追加するには、「
Xsan
Admin」を使用します。
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ボリューム
ストレージプールを結合すると、ユーザに表示されるボリュームが作成されます。ユーザには、

SANボリュームの表示および動作は、次の点を除いて、大きなローカルディスクとまったく同じ
ように見えます：

Â 基になるアレイまたはストレージプールを追加すると、ボリュームのサイズを増やすことがで

きます

Â




SANのほかのユーザが同じボリューム上のファイルに同時にアクセスできます


23
ページの図では、
2つのストレージプールを結合して
1つの共有ボリュームを作成しています。

「
Xsan
Admin」アプリケーションを使用してボリュームを作成し、クライアントコンピュータに
マウントします。
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次の画面イメージは、「
Xsan
Admin」で
LUN、ストレージプール、およびボリュームが編成され
た状態を示しています。この例では、「
Editing
SAN」という名前の
SAN に「
SanVol」という名
前の共有ボリュームが
1つ含まれています。ボリュームのストレージは「
Meta」および「
Data」
という
2つのストレージプールによって提供されており、前者は 
1つの 
LUNに、後者は
2つの

LUN にそれぞれ基づいています。各
LUN は、
115
GB のドライブモジュールを使用する
Xserve
RAID上の
3つのディスクによる 
RAID
5アレイです。

ボリューム


LUN

ストレージプール 


SAN
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アフィニティのあるフォルダ
特定のファイルの保存に使用するストレージプールを制御するために（たとえば、複数のユーザ

またはアプリケーションにそれぞれ異なるレベルのサービスを提供するために）、
Xsan ボリュー
ム上のフォルダを、そのボリュームを構成するいずれかのストレージプールに関連付けることが

できます。

たとえば、パフォーマンスとデータ冗長性のバランスが異なる複数のストレージプールを設定す

る場合、適切なフォルダにファイルを入れることで、速度または安全性のいずれかに優れたスト

レージを選択できます。


23
ページの図では、定義済みのフォルダに
RAID
0アレイに基づく高速なストレージプールのア
フィニティが設定されています。ユーザによってこのフォルダにコピーされたファイルは、速度

に優れたアレイに自動的に保存されます。もう
1 つのフォルダは、セキュリティに優れた
RAID
5ストレージに関連付けられています。


Xsanが使用可能なストレージを利用する方法

Xsanでは、ユーザファイルとファイルシステムのデータの両方を
SAN ボリュームに保存し、ボ
リューム内の
LUN全体にデータをストライプしてパフォーマンスを向上させます。

メタデータとジャーナルデータ

Xsan では、メタデータファイルとファイルシステムのジャーナルを使用して、ファイルに関す
る情報を
Xsan ボリュームに記録します。ファイルシステムのメタデータには、特定のファイル
の保存に使用されるディスクの具体的な部分、そのファイルがアクセス中かどうかなどに関する

情報が含まれています。ジャーナルデータには、ファイルシステムのトランザクションの記録が

含まれています。これは、障害が発生した場合にファイルの整合性を確認するのに役立つことが

あります。
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これらのファイルは
Xsan メタデータコントローラによって管理されますが、ファイルはコント
ローラ自体ではなく
 SAN のボリュームに保存されます。デフォルトでは、メタデータおよび
ジャーナルデータは、ボリュームに最初に追加されたストレージプールに保存されます。新しい

ボリュームにストレージプールを追加する場合、これらのファイルの保存場所は「
Xsan
Admin」
を使って選択できます。

上位レベルでのストライピング

RAID
0（ストライピング）を使用して
RAIDアレイにファイルを書き込むとき、ファイルはアレ
イ内の個々のディスクドライブ全体に分散する複数のセグメントに分割されます。これにより、

ファイルの断片が（一度に
1つずつではなく）アレイ内の個々のディスクに並列で書き込まれる
ため、パフォーマンスが向上します。
Xsan では、ストレージ階層の
2 番目の上位レベルにこの
技術を適用しています。ボリューム内の各ストレージプールで、
Xsan はストレージプールを構
成する個々の
LUN 全体にファイルデータをストライプします。このときも、データが並列で書
き込まれるのでパフォーマンスが向上します。

重要なアプリケーションの要件を満たすように、ストレージプール内の各
 LUN に書き込まれる
データの量（ストライプ幅）を調節することで、
SANのパフォーマンスを調整できます。
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セキュリティ

SAN管理者は、共有ボリュームへのアクセスをいくつかの方法で制御できます。

まず、ユーザは
SAN ボリュームをブラウズまたはマウントできません。
SAN管理者だけが、ど
のクライアントコンピュータにどのボリュームをマウントするかを指定できます。管理者がデー

タへのアクセスを制御する方法の
1つは、適切なクライアントコンピュータにのみボリュームを
マウントすることです。

ユーザがボリューム上のデータを変更できないようにするには、読み出し専用のアクセス権を持

つボリュームをマウントします。

「ワークグループマネージャ」でアクセス制御リスト（
ACL）を設定するか、「
Finder」でオー
ナー、グループ、および一般のアクセス権を指定することで、ボリューム上のフォルダへのユー

ザアクセスを制御できます。

基になるファイバーチャネル・ネットワークにゾーンを設定して、ユーザとボリュームを分離す

ることもできます。

ストレージを拡張する

Xsanボリュームに空き容量を追加するには、次の 
2つの方法があります：
Â



Xserve
RAID システム（新しい
LUN）を既存のストレージプールに追加する

Â 新しいストレージプール全体をボリュームに追加する

どちらの方法でも、クライアント上のボリュームをマウント解除してマウントし直す必要があり

ます。

また、いつでも新しいボリュームを
SANに追加できます。


Xsanストレージの拡張については、
78
ページの「ストレージを追加する」を参照してください。
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Xsanの容量
次の表に、
Xsan ボリュームの制限と容量をリストします。

パラメータ 最大値


SAN上のコンピュータの数（コントローラとクライアント）
 64

ボリューム内のストレージプールの数
 512

ストレージプール内の
LUNの数
 32

ボリューム内の
LUNの数
 512

ボリューム内のファイルの数
 4,294,967,296

LUN のサイズ
 RAID アレイのサイズによっての
み制限されます

ボリュームのサイズ
 LUN の数とサイズによってのみ
制限されます

ファイルのサイズ およそ
2
 63 バイト

ボリューム名の長さ
 70 文字

ファイル名またはフォルダ名の長さ
 251文字


SANの名前の長さ
 255文字

ストレージプール名の長さ
 255文字


LUN の名前（ラベル名またはディスク名）
 242文字








2
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2 ストレージ・エリア・ネットワークを
設定する

この章では、
Xsan
SAN を設定するための要件、計画のヒント、
および手順について説明します。

この章の内容は次の通りです：

Â



Xsanのハードウェアおよびソフトウェア要件（
33
ページ）

Â 計画のガイドライン（
39
ページ）

Â




SANの設定手順（
53
ページ）

ハードウェアおよびソフトウェア要件
ご使用の
SAN環境が以下の要件を満たしている必要があります：
Â 対応するコンピュータ

Â 対応するストレージ装置

Â ファイバーチャネル・ファブリック、アダプタ、およびスイッチ

Â




Ethernetネットワーク

Â ディレクトリサービス（オプション）

Â 送信用メールサービス（オプション）
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対応するコンピュータ

Xsan
1.4 は、次の最小要件を満たすコンピュータで使用できます：

システム

Â



Intelまたは
PowerPC
G5プロセッサを搭載した
Macintoshコンピュータ

メモリ
Â クライアントには
256
MB 以上の
RAMが必要です。

Â コントローラには
512
MB以上の
RAM が必要です。最適なパフォーマンスを得るには、コント
ローラが管理する
SANボリュームごとに
512
MBの
RAMを追加してください。

対応するオペレーティングシステム

Xsan
1.4 は、次のオペレーティングシステムを実行するコンピュータにのみインストールでき
ます

Â



Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Server
v10.4.7以降


Xsan
1.4 の
SAN に接続するには、
Windows、
AIX、
IRIX、
Linux、および
Solarisの各クライアン
ト上で、
ADIC 社の
StorNext
File
Systemバージョン 
2.6 または
2.7 が稼働している必要があり
ます。互換性に関する情報について詳しくは、
12
ページの「バージョンの互換性」を参照してく
ださい。

対応するストレージ装置
任意の標準的な
 LUN ストレージ装置を使用できますが、このガイドでは、ストレージ装置とし
て
Xserve
RAIDシステムを使用していることを前提としています。

重要：
Xsan で
Xserve
RAIDシステムを使用する前に、 
Xserve
RAID システムに最新のファーム
ウェア・アップデートを必ずインストールしてください。
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最善のパフォーマンスを得るため、以下を装備した
Xserve
RAIDシステムを使用してください：
Â



14のモジュールで構成される 
Apple
Drive
Module一式

Â コントローラごとに
512
MBのキャッシュ（合計で 
1
GB）

ファイバーチャネル・ファブリック
コントローラやクライアントが
 Ethernet を介して転送を行うファイルシステムのメタデータと
は異なり、
Xsan
SANの実際のファイル内容はファイバーチャネル接続を介して転送されます（コ
ントローラがボリューム上でアクセスするメタデータであるため）。接続を設定するには、以下

が必要です：

Â 各クライアントおよびコントローラコンピュータ用の
Apple
Fibre
Channel
PCI、
PCI-X、また
は
PCI-Eカード

Â




1台以上の対応するファイバーチャネル・スイッチ

Â コンピュータとストレージ装置をスイッチに接続してファイバーチャネル・ファブリックを形

成するファイバーチャネル・ケーブル

ファイバーチャネル
PCI カード

SANに接続するすべての 
Macintosh コンピュータに、
Apple
Fibre
Channel
PCI、
PCI-X、また
は
PCI-Eカードを取り付けます。

ファイバーチャネル・スイッチ

Xsan、
Xserve
RAIDシステム、および
Apple
Fibre
Channel
PCI、
PCI-X、および
PCI-E カードで
動作が検証済みのファイバーチャネル・スイッチを以下に示します：

Â



Brocade
Silkworm
3200、
3800、
3900、および
12000シリーズ

Â




QLogic
SANbox
2–8、
SANbox
2–16、
SANbox
2–64、
SANbox
1400、および
SANbox
5200

Â




Emulex
SAN
Switch
355、
375、および
9200

Â




Cisco
MDS
9000ファミリー












36 第
2章   ストレージ・エリア・ネットワークを設定する

最新の検証済みスイッチのリストについては、
Xsanの
Web ページ（
www.apple.com/jp/xsan/）
を参照してください。

ファブリックの設定

ファイバーチャネル内のコンピュータ、ストレージ装置、およびスイッチを接続して、ファイ

バーチャネル「ファブリック」を形成する必要があります。ファブリック内で、ファイバーチャ

ネル・ケーブルによりノードポート（
F または
N ポート）が接続されます。詳細は、お使いの
ファイバーチャネル・スイッチに付属のマニュアルを参照してください。

参考：
Vixel
355スイッチをご使用の場合は、
Xserve
RAID システムをスイッチの
FL（アービト
レート型ループ）ポートに接続する必要があります。

上記の
Vixel
355スイッチの場合を除いて、ファイバーチャネルのアービレート型ループ（
FLポー
ト）を
Xsan
SANで使用することはできません。


Ethernet
TCP/IPネットワーク

SAN上のコンピュータは、
Ethernetネットワークにも接続されている必要があります。
Xsan で
は、このネットワークをファイバーチャネル・ネットワークの代わりに使用して、ファイルシス

テムのメタデータを転送し、ファイルの実際の内容用のファイバーチャネル接続を予約します。


SAN 上のコンピュータがディレクトリサーバ、企業や大学のイントラネット、またはインター
ネットと通信する必要がある場合は、各
SAN クライアントおよびコントローラを
2 つの異なる

Ethernet ネットワーク（
1 つは
SAN 用のプライベートサブネット、もう
1 つはディレクトリ、
イントラネット、またはインターネット・トラフィック用の個別の接続）に接続する必要があり

ます。ビデオ編集などの高いパフォーマンスが要求されるアプリケーションで
 SAN を使用する
場合、これは重要です。
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IPアドレスとドメイン名

SAN
Ethernetネットワークに接続されたすべてのクライアント、コントローラ、およびストレー
ジ装置に、固定したルーティングされない
IP アドレスを割り当ててください。
SAN 装置へのア
ドレスの割り当てには、
DHCPを使用しないでください。次の範囲の
IPアドレスをプライベート
（ルーティングされない）サブネットで使用できます：

ディレクトリサービス

SAN 上のファイルやフォルダへのアクセス制御にユーザとグループのアクセス権を使用する場
合は、ユーザとグループのディレクトリを設定または接続することで管理を簡略化できます。必

須ではありませんが、一元化されたディレクトリを使用することで、すべての
 SAN クライアン
トおよびコントローラを参照することなく、
1 台のコンピュータ上でユーザとグループを管理で
きます。

ディレクトリサービスがすでに存在する場合は、各コントローラおよびクライアントで「ディレ

クトリアクセス」アプリケーションを使用してディレクトリにアクセスし、ユーザとグループの

情報を取得できます。

一元化されたディレクトリサービスを使用しない場合は、
SAN コンピュータごとにユーザとグ
ループを設定する必要があります。

プライベートアドレスの範囲 関連付けられたサブネットマスク コメント

10.0.0.0
–
10.255.255.255 255.0.0.0 10/8

172.16.0.0
–
172.31.255.255 255.240.0.0 172.16/12

192.168.0.0
–
192.168.255.255 255.255.0.0 192.168/16
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重要：各
SAN コンピュータでユーザとグループを作成する場合は、
1）各ユーザまたはグループ
が
SAN 全体で互いに重複しない数値のユーザ 
ID（
UID）またはグループ
ID（
GID）を持ち、
2）
複数のコンピュータで定義された各ユーザまたはグループが各コンピュータ上で同一の
UIDまた
は
GIDを持つようにしてください。

ディレクトリサービスへのアクセス権がない場合は、
Mac
OS
X
Serverのディレクトリサービス
を使用して、
SANのユーザとグループの 
LDAPディレクトリを設定できます。

参考：自分のユーザアカウントを一元化されたディレクトリ内に作成する場合、「
Final
Cut
Pro」
などの、
SANクライアントコンピュータ上で稼働する一部のアプリケーションでは、ローカルの
ホームフォルダを使用する場合の方が動作性が向上することを念頭に置いてください。ネット

ワークアカウントを持つユーザ用にローカルのホームフォルダを設定する方法については、

120
ページの「ネットワークアカウント用にローカルのホームフォルダを作成する」を参照して
ください。

送信用メールサービス

Xsanでは、ローカルサブネットまたは企業ネットワーク上のメールを使用することで、別のメー
ルサーバを使用せずに
 SAN の状況通知を送信できます。ただし、ローカルネットワークの外部
に通知を送信する場合は、メールゲートウェイとして動作する
SMTPサーバが必要です。送信用
メールサーバへのアクセス権がない場合は、
Mac

OS

X
Serverのメールサービスを使用して設定
できます。
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SANの計画を立てる
既存の
Xsan
SANにストレージを追加するのは簡単ですが、
SANを設定した後で構成し直すのは
簡単ではありません。このため、設定を行う前に
 SAN およびそのストレージのレイアウトと編
成を計画しておくことは重要です。


Xsan
SAN は以下のコンポーネントで構成されます：
Â ストレージ装置（通常は
Xserve
RAIDシステム）

Â




LUN（論理ユニット番号、通常は
RAID アレイ）

Â ストレージプール（
LUNのグループ）

Â ボリューム（ユーザに表示されるストレージプールのグループ）

Â クライアント（ボリュームを使用するコンピュータ）

Â コントローラ（ボリュームのメタデータを管理するコンピュータ）

Â 基になるファイバーチャネル・ネットワークと
Ethernetネットワーク

「
Xsan
Admin」を使用して
SAN を設定する前に、これらのコンポーネントの編成方法を決める
必要があります。時間を取って、使用可能なハードウェアをユーザおよび
 SAN 管理者双方の必
要を満たすように
 RAID アレイ、ストレージプール、ボリューム、クライアントコンピュータ、
およびコントローラに編成する図面または表を作成してください。

次に、次の質問について検討してください。
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計画を準備するための質問

Â どれくらいのストレージが必要ですか？

Â 使用可能なストレージをどのようにユーザに提供しますか？

Â ユーザのワークフローに最適なストレージの編成はどのようなものですか？

Â ユーザはどの程度のパフォーマンスを必要としますか？

Â 高可用性はどれほど重要ですか？

Â セキュリティ要件はどのようなものですか？

上記の質問に対する答えは、以下の点を決めるのに役立ちます：

Â



RAIDアレイにどの
RAID方式を使用しますか？

Â 必要な
SANボリュームの数はいくつですか？

Â 個々のボリュームをどのように編成する必要がありますか？

Â 各ストレージプールでどの
LUN を使用しますか？

Â 各ボリュームはどのストレージプールで構成されますか？

Â 各ボリュームへのアクセス権を保持するのはどのクライアント、ユーザ、およびグループで

すか？

Â コントローラとして動作するのはどのコンピュータですか？

Â スタンバイコントローラは必要ですか？

Â コントローラをクライアントとしても使用しますか？

Â ファイルシステムのメタデータおよびジャーナルデータをどこに保存しますか？

Â どのような割り当て方式を使用しますか？

上記の質問に対する答えから適切な
SAN 設計を導き出すため、以降のページに記載されている
考慮事項とガイドラインを検討してください。
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計画を立てる際の考慮事項とガイドライン
以下に、
SANの設計上の決定を行うのに役立つ情報を示します。

どれくらいのストレージが必要ですか？

Xsan
SAN にストレージを追加するのは簡単なので、必要なのは適切な開始点を決めることだけ
です。その後、必要に応じてユーザデータ用のストレージを追加できます。

ボリュームのメタデータとジャーナルデータの保存に使用するストレージプールは、拡張できま

せん。メタデータとジャーナルデータのストレージ要件を評価する方法について詳しくは、

50
ページの「メタデータとジャーナルデータに必要なストレージを予測する」を参照してくだ
さい。

使用する
Xserve
RAIDシステムの数は、使用可能な容量だけでなく 
SAN のパフォーマンスにも
影響を及ぼすことに留意してください。詳しくは、「パフォーマンスに関する考慮事項」を参照

してください。

使用可能なストレージをユーザにどのように表示しますか？

特定のプロジェクトに参加しているユーザに対して専用の作業用ボリュームを表示する場合は、

プロジェクトごとにボリュームを作成します。ユーザに対し、ボリューム内のユーザ用の作業

フォルダに加えてほかのユーザのフォルダも表示することが妥当な場合は、
1 つのボリュームを
作成してそのボリュームを複数のプロジェクトフォルダに編成することができます。

ワークフローに関する考慮事項

ユーザのワークフローでは、いくつのファイル共有が必要ですか？たとえば、異なる複数のユー

ザまたはグループが同一のファイル上で同時にまたは連続して作業を行う場合、これらのファイ

ルを
 1 つのボリュームに保存することで、コピーの維持や引き渡しをしなくて済みます。
Xsan
では、ファイルロックを使用して、複数のファイルの
1つのコピーに対する共有アクセスを管理
します。
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パフォーマンスに関する考慮事項

高解像度のビデオキャプチャや再生など、実行可能な最高速度で継続的なデータ転送を必要とす

るアプリケーションに
 SAN が対応する場合は、以下に示すパフォーマンス上の考慮事項を念頭
に置いて
SANを設計してください：
Â 高性能な
RAID 方式を使用して、
LUN（
RAID アレイ）を設定します。詳しくは、
44
ページの
「
LUNの
RAID方式を選択する」を参照してください。

Â アプリケーション用に予約したストレージプール内で最も高速な
LUNをグループ化します。負
荷がそれほど大きくないアプリケーションや補助アプリケーション専用のボリュームには、低

速なデバイスを予約します。

Â 並列処理を強化するには、
LUN を異なる
Xserve
RAIDコントローラ全体に展開します。たとえ
ば、
Xserve
RAIDの一方に単一の
4 ディスク
LUNを作成する代わりに、
2 ディスク
LUNを両
方に
1 つずつ作成して、これらの
LUN をストレージプールに追加します。これにより、
Xsan
では、データを
2つの
LUNの両方にストライプして、
2 台のコントローラによる同時転送の恩
恵を受けることができます。

Â 比較的小さなストレージプール（
1 個から数個のドライブモジュールの規模）で並列処理を強
化するには、
1 個か 
2 個のドライブモジュールからストレージプールを作成するのではなく、
コントローラ上のすべてのドライブに類似のサイズのスライスを作成します。

Â ファイル転送を可能な限り多くのドライブおよび
RAIDコントローラ全体に展開します。スラ
イスを
RAID システムのドライブ全体に作成するようにしてから、これらのスライスを結合し
て
1 つのストレージプールにします。

Â スループットを向上させるには、クライアントのファイバーチャネル・カード上の両方のポー

トをファブリックに接続し、ストレージプール用のマルチパス方式を「動的」に設定します。

Â ファイルシステムのメタデータとジャーナルデータをユーザデータとは別のストレージプール

に保存し、メタデータの
LUN がユーザデータの
LUN と同じ
RAID コントローラ上にないよう
にします。
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Â ルーターを使用して、
SANが使用する
Ethernetネットワークを社内イントラネットまたはイン
ターネットから分離します。さらに優れた方法は、
SAN用の別の
Ethernet ネットワーク（各

SANコンピュータに別個の
Ethernetカードを使用します）を使用することです。

Â




SAN でディレクトリサービス、メールサービス、またはその他のサービスを使用する場合は、
別の
Ethernetネットワークを使用して
SAN コンピュータをそのサーバに接続します。

Â 一般に、ファイルシステムのオーバーヘッドを考慮しても、
1つの 
Xserve
RAIDコントローラで
毎秒約
80
MB（
Xserve
RAID システムでは
160
MB）のユーザデータを転送できます。クライ
アントごとに特定のスループットを必要とする、複数のクライアント上で稼働するアプリケー

ションに
SANで対応する必要がある場合は、この値を使って、転送速度の合計に対応するのに
必要な
Xserve
RAIDシステムの数を見積もることができます。

可用性に関する考慮事項

データにとって高可用性が重要な場合は、プライマリコントローラに加えて、
1 つ以上のスタン
バイコントローラを設定します。また、冗長なファイバーチャネル・スイッチを使用して、各ク

ライアント、コントローラ、およびストレージ装置間で二重のファイバーチャネル接続を設定す

ることも考慮してください。

重要：スタンバイコントローラを使用していないでメタデータコントローラに障害が発生する

と、ボリュームのデータがすべて失われる可能性があります。スタンバイコントローラを使用す

ることをお勧めします。

また、スタンバイコントローラがある場合は、
SANを中断させることなく
Xsanソフトウェアを
アップグレードできます。詳しくは、
129
ページの「コントローラソフトウェアをアップグレー
ドする」を参照してください。
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セキュリティに関する考慮事項

セキュリティで完全に保護され、相互に分離されている必要のあるプロジェクトに 
SAN で対応
する場合は、プロジェクトごとにボリュームを作成して、ボリュームに保存されたファイルにク

ライアントまたはユーザが不正にアクセスする可能性を排除できます。 


SAN 管理者は、どのクライアントコンピュータにボリュームの使用を許可するかを制御できま
す。クライアントは、クライアント自体の
SAN ボリュームをブラウズまたはマウントすること
はできません。ボリュームをマウントするクライアントを指定するには、「
Xsan
Admin」を使用
します。

「ワークグループマネージャ」でアクセス制御リスト（
ACL）を設定したり、「
Finder」で標準の
ファイルアクセス権を使用してユーザとグループにフォルダへのアクセス権を割り当てること

もできます。


LUNの
RAID方式を選択する

SANのデータの信頼性および復元可能性の多くは、
Xsan 自体ではなく、ストレージプールとボ
リュームを作成するために結合した
RAID アレイにより提供されます。
SAN を設定する前に、
「
RAID
Admin」アプリケーションを使って、特定の 
RAID 方式に基づいて
LUNを準備します。

重要：
Xsanボリュームに属する 
LUNで障害が発生して復元不可能な場合、ボリューム上のデー
タはすべて失われます。
Xsan ボリュームを作成する際には、冗長な
LUN（
RAID
0 以外の
RAID
方式に基づく
LUN）だけを使用することを強くお勧めします。 


RAID
0 アレイ（ストライピングのみ）で設定された
LUN、または
1つのドライブに基づく
LUN
は、障害が発生した場合に復元することが困難または不可能です。このような保護されていない

LUN は、失われてもかまわないスクラッチファイルなどのデータを含むボリュームに対してだけ
使用するようにしてください。


Xserve
RAID システムは、復元可能な
RAID
5アレイとして出荷時に設定済みです。









第
2章   ストレージ・エリア・ネットワークを設定する
 45


Xserve
RAID は、一般的な
RAIDレベルすべてに対応しています。次の表に示すように、
RAID 方
式ごとに、提供されるパフォーマンス、データ保護、およびストレージ効率のバランスが異なり

ます。


RAID
10、
30、および 
50の方式は、
AppleRAIDソフトウェアストライピングを使用することを
前提としているため、独自のストライピングを使用する
Xsan には適しません。お使いのアレイ
に適した
RAID 方式を選択するのに役立つ詳しい情報については、「Xserve RAID ユーザーズガ
イド」または「Xserve RAIDテクノロジーオーバービュー」

（
www.apple.com/jp/server/documentation/ で配布）を参照してください。

ボリュームの数を決定する

ボリュームは、
SANの共有ストレージの最も大きな単位です。ユーザがファイルへの共有アクセ
スを必要とする場合は、それらのファイルを同一のボリュームに保存する必要があります。これ

により、ユーザ間でファイルのコピーを受け渡しする必要がなくなります。

一方、セキュリティの保護が重要な課題である場合は、クライアントアクセスを制御する
1つの
方法は、別々の複数のボリュームを作成して、認可されたボリュームだけを各クライアントにマ

ウントすることです。


RAIDレベル ストレージ効率
読み出しパフォー
マンス

書き込みパフォー
マンス データの冗長性


RAID
0 最高 非常に高い 最高 なし


RAID
1 低 高 中 あり


RAID
3 高～非常に高い 中 中 あり


RAID
5 高～非常に高い 高 高 あり


RAID
0+1 低 高 高 あり
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通常、もっとセキュリティと共有アクセスのバランスを取るには、柔軟性のある妥協案として、

1 つのボリュームを作成し、フォルダアクセス権を使用するか
Mac

OS

X
Server の「ワークグ
ループマネージャ」でアクセス制御リストを使用して、アクセスを制御します。

ボリュームの編成方法を決定する

定義済みのフォルダを作成することで、ユーザがボリュームのデータを編成するのを支援した

り、ユーザをボリューム内の特定の領域に制限したりできます。「
Xsan
Admin」を使ってアクセ
ス権を割り当てることによって、これらのフォルダへのアクセスを制御できます。

アフィニティを使用して、フォルダを特定のストレージプールに割り当てることができます。た

とえば、高速なアクセスを必要とするデータ用のフォルダを作成して、そのフォルダを最も高速

なストレージプールに割り当てることができます。


LUNをストレージプールに割り当てる
ストレージプールを設定する場合は、ほぼ同じ容量およびパフォーマンス特性を持つ
 LUN を使
用する必要があります。

高パフォーマンスを実現するため、
Xsanでは、
RAID
0方式を使用してデータをストレージプー
ル内の
LUN全体にストライプします。このため、プール内の 
LUNが同じサイズである必要があ
ります。サイズの異なる
LUNを使用してストレージプールを設定する場合、
Xsan では、各
LUN
上の使用可能な容量のうち、最小の
LUNの容量と同じ容量を使用します。このため、各
LUN の
サイズが異なる場合、容量が無駄になります。たとえば、
240
GBと
360
GBの
RAIDアレイを
ストレージプールに割り当てる場合、容量の大きいアレイの
120
GB は使用されません。ほぼ同
じ容量の
 LUN を結合することで、使用可能なストレージを無駄にすることを避けることができ
ます。
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パフォーマンス要件の高いアプリケーションで使用するストレージプールを設定する場合は、同

程度に高速な
LUN を割り当ててください。パフォーマンス要件がそれほど重要ではないデータ
を保存するストレージプールには、より低速の
LUNを割り当てます。

異なるドライブモジュールおよび
RAIDコントローラ上で管理される
LUNからストレージプール
を作成すると、データ転送の並列処理が向上するため、パフォーマンスが向上します。たとえば、

それぞれが
Xserve
RAIDの左側にある
1つのドライブモジュールである
2つの 
LUNで構成され
るストレージプールは、
7 つのドライブすべてにまたがる単一のスライス（各コントローラに 
1
つのスライスがあります）である
2 つの
LUN で構成される類似サイズのストレージプールほど
高速にはなりません。前者の場合、すべての転送は
1つの
RAIDコントローラを介して
2つのド
ライブに対してのみ行われますが、後者の場合は、同じ転送が
2つの
RAIDコントローラと
14 の
ドライブ全体に展開されます。

ストレージプールをボリュームに割り当てる

使用可能な
 LUN を結合してストレージプールにする方法を決定した後で、作成するボリューム
にそれらのストレージプールを割り当てます。

最善のパフォーマンスを得るため、ファイルシステムのメタデータとジャーナルデータ専用に別

個のストレージプールを作成してください。

ボリュームをマウントするクライアントを決定する

複数のボリュームを作成する場合は、どのクライアントにどのボリュームをマウントするかを決

定します。

コントローラを選択する

SANコントローラにするコンピュータを
1 台以上選択する必要があります。
SANコントローラ
は、ファイルシステムのメタデータの管理を担当するコンピュータです。
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参考：ファイルシステムのメタデータとジャーナルデータは、コントローラ自体ではなく、
SAN
ボリュームに保存されます。詳しくは、
49
ページの「メタデータとジャーナルデータの保存場所
を選択する」を参照してください。

クライアントの数が少ないか、パフォーマンスがそれほど重要でない場合は、
1 つのコンピュー
タをコントローラ兼クライアントとして使用できます。
1 つのストレージ装置と、コントローラ
兼クライアントとして動作する
1 つのコンピュータで構成される
SANを設定することもできま
す（たとえば、ネットワークに接続したストレージとして使用できます）。

高可用性が重要である場合は、
2 台以上のコントローラを使用して、
1台をプライマリコントロー
ラに、もう
 1 台をスタンバイコントローラにする必要があります。必要に応じて追加のコント
ローラを指定し、フェイルオーバー優先順位を設定して、プライマリコントローラが応答しなく

なった場合に試行される順序を決定します。

パフォーマンスが重要である場合は、メタデータコントローラでほかのサーバサービスを実行し

たり、コントローラ自体を使用して
AFPまたは
NFS経由で
SANボリュームを再共有しないでく
ださい。

スタンバイコントローラを選択する

SANボリュームを常に使用可能にするため、プライマリ・メタデータ・コントローラに障害が発
生した場合に処理を引き継ぐスタンバイコントローラを
1台以上設定します。また、スタンバイ
コントローラを使用すると、
SAN ボリュームへのユーザアクセスを中断することなく、コント
ローラ上のソフトウェアをアップグレードすることもできます。
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クライアントとコントローラを結合する

同じコンピュータをメタデータコントローラ兼クライアントとして機能させることができます。

たとえば、
1つの
Xserve
RAIDと、コントローラ兼クライアントとして動作する
1台のコンピュー
タで構成される
SAN を設定できます。コントローラとして指定したすべてのコンピュータは、ク
ライアントとしても動作できます。

たとえば、スタンバイコントローラ専用のコンピュータがない場合は、通常はクライアントとし

て使用するコンピュータを、プライマリコントローラに障害が発生した場合にコントローラの機

能を引き継ぐように割り当てることができます。

クライアントとコントローラを別にしておくために、クライアント専用のコンピュータをユーザ

用に設定できます。

メタデータとジャーナルデータの保存場所を選択する

ボリュームについて説明するメタデータとジャーナルデータは、ボリュームのメタデータコント

ローラではなく、ボリューム自体に保存されます。デフォルトでは、これらのデータはボリュー

ム内の最初のストレージプールに保存されます。ボリュームが複数のストレージプールで構成

される場合は、メタデータとジャーナルデータの保存に使用するストレージプールを選択でき

ます。

ほとんどの場合、メタデータとジャーナルデータをユーザデータと同じストレージプールに保存

しても、十分なパフォーマンスが得られます。ただし、可能な範囲で最高のパフォーマンスを得

るには、メタデータとジャーナルデータをボリューム内の別個のストレージプールに保存し、使

用する
LUNを、ユーザデータのストレージプールを構成する 
LUN とは異なる
RAIDコントロー
ラに接続するようにしてください。
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メタデータとジャーナルデータに必要なストレージを予測する

Xsanボリュームのメタデータに必要な容量を予測するには、ボリューム内の
1000万個のファイ
ルに対して、ボリュームのメタデータ・ストレージ・プール内に約
 10 ギガバイトのメタデータ
が必要となると想定します。

割り当て方式を選択する

ボリューム用に選択する割り当て方式により、ストレージプールにデータを入力する順序が決ま

ります。ラウンドロビン、フィル、またはバランスの中から選択できます。

ラウンドロビンを選択すると、
Xsan は新しいデータをボリューム内の各ストレージプールに順
に書き込みます。

フィルを選択すると、
Xsan はすべての新しいデータをボリューム内の最初のストレージプール
に書き込み、そのストレージプールがいっぱいになると次のストレージプールに書き込みます。

特定のストレージプールをできるだけ使用したくない場合は、これを選択することができます。

バランスを選択すると、
Xsan は最大の空き容量があるストレージプールに新しいデータを書き
込みます。

コンピュータとストレージ装置を接続する

Xsan
SAN を設定する前に、クライアントコンピュータ、コントローラコンピュータ、およびス
トレージ装置を
SAN のファイバーチャネル・ネットワークおよび
Ethernet ネットワークに接続
します。お使いのネットワークが
 35
ページの「ファイバーチャネル・ファブリック」および

36
ページの「
Ethernet
TCP/IPネットワーク」に示されている要件を満たしていることを確認し
てください。
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LUNを準備する
通常、
Xserve
RAID システムは、それぞれの側に（各コントローラに）
1つずつ配置された
2 つ
の
RAID
5アレイとしてあらかじめ設定されています。このため、箱から出したままの状態で、各

Xserve
RAID には
2 つの
LUN があります。この設定が使用環境に適しているなら、これ以上の
準備は必要ありません。

その他の
RAIDアレイまたはスライスの組み合わせを設定する場合は、作成した
LUNを
SAN の
ストレージプールに追加する前に「
RAID
Admin」アプリケーションを使用して設定を行う必要
があります。「
RAID
Admin」の使用方法については、「RAID Admin 1.2 とディスクユーティリ
ティを使用する」（
www.apple.com/jp/server/documentation/ で配布）を参照してください。

RAID方式の選択について詳しくは、
44
ページの「
LUNの
RAID方式を選択する」を参照してく
ださい。

参考：「ディスクユーティリティ」を使用して、
Xsanで使用するアレイやスライスをフォーマッ
トする必要はありません。「
Xsan
Admin」を使用してアレイやスライスをストレージプールに追
加するときに、
LUN のラベル設定および初期化が行われます。ラベルを設定した後で、「ディス
クユーティリティ」を使用して
LUNを変更することはできません。

アレイを結合して
1つのストレージプールにする場合は、必ず類似のサイズのアレイを作成して
ください。詳しくは、
46
ページの「
LUNをストレージプールに割り当てる」を参照してください。

「
Xsan
Admin」アプリケーションを使用する
「
Xsan
Admin」アプリケーションを使って、
SAN の設定および管理を行います。「
Xsan
Admin」
を使用すると、
SANの
TCP/IPサブネットにアクセス可能な任意のコンピュータから
SANを管理
できます。

「
Xsan
Admin」は、「
/アプリケーション
/サーバ
/」にインストールされます。
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「
Xsan
Admin」アプリケーションだけをインストールする
「
Xsan
Admin」は、
Xsan ソフトウェアを
SAN コントローラおよびクライアントコンピュータに
インストールするときにインストールされます。「
Xsan
Admin」だけを
SAN の管理に使用する
ほかの任意のコンピュータにインストールすることもできます。詳しくは、
55
ページを参照して
ください。

ファイアウォールを介して接続する

SANと「
Xsan
Admin」の実行に使用するコンピュータの間にファイアウォールが存在する場合
は、ファイアウォールのポート
311を開いて、「
Xsan
Admin」が 
SANコンピュータと通信でき
るようにする必要があります。

「
Xsan
Admin」の環境設定
「
Xsan
Admin」を開いて、「
Xsan
Admin」＞「環境設定」と選択して次の設定を調節します：
Â 通信をセキュリティで保護するための
SSL またはデジタル署名の使用

Â




DNSの代わりに
IPアドレスを使ってコンピュータ名のリストを表示する

Â




SAN使用状況グラフのスムージング

Â 接続の警告

Â




SANの状況のリフレッシュ間隔

Â 表示されるログの情報量

ヘルプを参照する
「
Xsan
Admin」にはオンスクリーンヘルプが含まれています。「ヘルプ」＞「
Xsan
Admin ヘル
プ」と選択するか、ダイアログまたはパネルに表示されるヘルプボタンをクリックします。
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コマンドラインを使用する
必要に応じて、シェル・コマンド・プロンプトから
Xsan の設定および管理に関する多数の作業
を実行できます。詳しくは、付録 
Bを参照してください。


SANおよびボリュームの設定の概要
最初の
Xsan ストレージ・エリア・ネットワークを設定するときは、以下の手順を実行します。
各手順の詳細は、示されているページを参照してください。


1 ファイバーチャネル・ネットワークを設定する（
54
ページ）


2




Ethernetネットワークを設定する（ 
54
ページ）


3




SANのユーザとグループを設定する（
54
ページ）


4




LUN を設定する（
55
ページ）


5




SANコンピュータに
Xsanソフトウェアをインストールする（
55
ページ）


6




SANにログインする（
57
ページ）


7 コントローラを選択してクライアントを追加する（
58
ページ）


8 使用可能な
LUNにラベルを設定して初期化する（ 
61
ページ）


9 ボリュームを作成する（
63
ページ）


10 ストレージプールをボリュームに追加する（
65
ページ）


11




LUN をストレージプールに追加する（
67
ページ）


12（オプション）状況通知を設定する（
68
ページ）


13（オプション）フォルダをストレージプールに割り当てる（
69
ページ）


14（オプション）ユーザとグループのクオータを設定する（
71
ページ）


15 ボリュームを開始してクライアントにマウントする（
73
ページ）
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ストレージ・エリア・ネットワーク上で
Xsanボリュームを設定する
手順 
1：ファイバーチャネル・ネットワークを設定する

m コントローラコンピュータ、クライアントコンピュータ、および
Xserve
RAIDストレージシステ
ムをファイバーチャネル・ネットワークに接続します。必ずスイッチを設定して接続を確立し、

ファイバーチャネル・ファブリックを作成してください。

詳しくは、
35
ページの「ファイバーチャネル・ファブリック」のガイドラインおよび要件を参照
してください。

手順 
2：
Ethernetネットワークを設定する
m コントローラコンピュータ、クライアントコンピュータ、および
Xserve
RAIDシステムを、プラ
イベートの
TCP/IPサブネットまたはイントラネットの同じサブネットに接続します。 


36
ページの「
Ethernet
TCP/IPネットワーク」に示されているガイドラインに従ってください。

手順 
3：
SAN のユーザとグループを設定する
m ユーザとグループの一元化されたディレクトリがすでにある場合は、各 
SANコンピュータの
「ディレクトリアクセス」アプリケーションを使用してそのディレクトリを認証用に選択してく

ださい。一元化されたディレクトリがない場合は、
Mac
OS
X
Serverの「ワークグループマ
ネージャ」およびオープンディレクトリ・サービスを使用してディレクトリを設定できます。

このディレクトリを設定しない場合は、
SANコンピュータごとに同じユーザとグループのセッ
トを再作成する必要があります。

重要：
SAN コンピュータごとにユーザとグループを個別に作成する場合は、必ずすべての 
SAN
コンピュータで、各ユーザ名はまたグループ名に同じ数値のユーザ
ID（
UID）またはグループ 
ID
（
GID）が割り当てられるようにしてください。これを行う
1つの方法は、オペレーティングシス
テムを新規インストールした後に、コンピュータごとにユーザとグループの同じ順序の同じリス

トを作成することです。
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手順 
4：
LUNを設定する
m 通常、新しい
Xserve
RAIDシステムは、
LUNとして使用する準備のできた
2つの
RAID
5アレイと
してあらかじめ設定されています。その他の
LUN の設定を行う場合は、「
RAID
Admin」アプリ
ケーションを使用して、
Xserve
RAIDシステム上に
RAIDアレイまたはスライスを作成します。
ほかの
RAID方式の選択については、
44
ページの「
LUN の
RAID方式を選択する」を参照して
ください。

重要：
2TB（テラバイト）よりも大きい
LUN を設定する場合は、古いクライアント（
Mac

OS

X
10.3
Pantherで
Xsanを実行するクライアント、または
Mac

OS

X
10.4
Tigerで
Xsan
1.2以前を
実行するクライアント）でそうした大きいサイズの
 LUN を読み取れないことに注意してくださ
い。これらの古いクライアントでは、
LUN を読み取れないことを示すダイアログが表示されま
す。このダイアログは、「無視」をクリックして閉じてください。「フォーマット」はクリックし

ないでください。クリックすると、対応する
Xsanボリューム上の情報が失われます。
2
TBより
も大きい
LUN を使用する場合は、すべての
SANクライアントを、
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Server
v10.4で
Xsan
1.3以降を実行するようにアップグレードしてください。

手順 
5：
Xsan ソフトウェアをクライアントおよびコントローラにインストールする

Xsanのインストールディスクを
SANに接続された各コントローラコンピュータおよびクライア
ントコンピュータにセットし、
Xsanソフトウェアをインストールします。 


Xsanファイルシステムおよび「
Xsan
Admin」アプリケーションをインストールするには：
m ディスクをセットして、
Xsanのインストーラアイコンをダブルクリックします。

「
Xsan
Admin」をインストールせずに、 
Xsanファイルシステムだけをインストールするには：
m インストーラの最後に表示されるウインドウで「カスタマイズ」をクリックして、「
Xsan

Admin」の選択を解除します。
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「
Xsan
Admin」アプリケーションだけをインストールするには：
m



Xsanのインストールディスクの「 
Admin
Tools」フォルダを開いて、「
XsanAdmin.pkg」をダ
ブルクリックします。

キーボードやモニタのないコンピュータに 
Xsan をインストールするには：

1 キーボードとモニタのあるコンピュータにログインしてから、
Xsanのディスクをセットします。


2「ターミナル」アプリケーションを開きます（「
/アプリケーション
/ユーティリティ
/」にあり
ます）。


3「ターミナル」で、
Xsanインストーラパッケージをリモートコンピュータにコピーします： 
$ scp -r /Volumes/Xsan/Install_xsan.mpkg user@remotehost:/tmp/

ここで、 userはリモートコンピュータの管理者ユーザで、 remotehostはインストール先のコ

ンピュータの
IP アドレスまたは
DNS名です。


4 リモートコンピュータにログインします： 

$ ssh user@remotehost

ここで、 userおよび remotehostは、前の手順の場合と同じです。


5 モニタとキーボードのないコンピュータでインストーラを実行します： 

$ sudo installer -pkg /tmp/Install_Xsan.mpkg -target /

インストールの進行状況を表示する場合は、「 -verbose」パラメータを追加します： 

$ sudo installer -verbose -pkg /tmp/Install_Xsan.mpkg -target /
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手順 
6：「
Xsan
Admin」を開いて
SAN にログインする


1




SANに接続された任意のコンピュータで「
Xsan
Admin」を開きます。

「
Xsan
Admin」は、「
/アプリケーション
/サーバ
/」にあります。

「
Xsan
Admin」は、
SAN に接続された任意のコンピュータ、または
SAN の
TCP/IP サブネット
に接続できる任意のリモートコンピュータで開くことができます。


2 ログインダイアログが表示されたら、管理者アカウントを使って、コントローラとして使用す
る
SANコンピュータにログインします。


3「作成」をクリックします。
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4「コンピュータ」パネルで、
SANの名前を入力して「保存」をクリックします。

「
SANコンポーネント」リストに、コントローラ名やアドレスではなく、入力した
SAN の名前が
表示されます。コントローラのリストを表示するには、「
Xsan
Admin」の環境設定で「リスト内
の
SAN名を使用」の選択を解除します。

手順 
7：コントローラとクライアントを設定する

Xsanがインストールされたローカルネットワーク上のすべてのコンピュータが、「コンピュータ」
パネルにリストされます。この手順では、メタデータコントローラとして動作するコンピュータ

を
1 台以上選択し、その他のコンピュータをクライアントとして設定します。
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1「コンピュータ」パネルで、リストからコンピュータを選択します。

目的のコンピュータがリストに含まれていない場合は、そのコンピュータに
Xsanソフトウェア
がインストールされていること、そのコンピュータが
SAN の
Ethernetサブネットに接続されて
いること、そのコンピュータの電源が入っていてスリープ状態になっていないことを確認してく

ださい。


2「認証」ボタンが表示される場合は、そのボタンをクリックし、
SANに追加するコンピュータの
管理者ユーザ名とパスワードを入力します。


3 編集ボタンをクリックします。


4 コンピュータをコントローラとして機能させるか、クライアントとして機能させるかを選択し
ます。


1 台以上のコンピュータを
SANのコントローラとして選択する必要があります。「役割」ポップ
アップメニューから以下を選択します：

「クライアント」：コンピュータはクライアントとしてのみ機能します。

「コントローラ」：コンピュータはコントローラとして動作すると共に、クライアントしても使用

できます。

コントローラのみを選択することはできません。コントローラはすべて、クライアントとしても

動作可能です。コントローラがクライアントとして使用されることを防ぐには、そのコンピュー

タに対するユーザログインや物理的なアクセスを制限してください。


5 コンピュータがコントローラとして動作する場合は、そのフェイルオーバー優先順位を選択し
ます。

プライマリコントローラまたは
SAN内の唯一のコントローラの場合は、「高」を選択します。ス
タンバイコントローラの場合は、「中」または「低」を選択します。
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6 このコンピュータがコントローラである場合は、「
SAN へのアクセス方法」ポップアップメ
ニューから、ほかのクライアントおよびコントローラとのメタデータ通信に使用するネット

ワークインターフェイスを選択します。


7




Xsanソフトウェアのシリアル番号を入力します。 


Xsanのシングルコピー用シリアル番号は、
Xsanのインストールディスクのケースに記載されて
います。
Xsan の各コピーに個別のライセンスを使用する場合は、
SAN内で各シリアル番号が互
いに重複していないことを確認し、「登録名」および「登録組織名」フィールドは空白のままに

します。

サイトライセンス用のシリアル番号を購入した場合、シリアル番号はライセンス購入時に付属し

ていた書類に記載されています。


8 サイトライセンス用のシリアル番号を使用する場合は、「登録名」および「登録組織名」フィー
ルドに登録した被許諾者および組織を入力します。これらの名前は、ライセンス購入時に提供

された名前の通りに入力してください。


9「
OK」をクリックしてから、リスト内のほかのコンピュータに対してこれらの手順を繰り返し
ます。


10 設定が完了したら、「保存」をクリックします。
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手順 
8：
LUNにラベルを設定して初期化する
次に、使用可能な
LUNを
Xsanファイルシステムで使用できるようにラベルを設定して初期化し
ます。各
LUN は、「
RAID
Admin」を使って設定した、いずれかの
RAID アレイまたはスライス
を表します。


1「
Xsan
Admin」の「作成」パネルで、「
LUN」をクリックします。

対応するストレージ装置が名前およびサイズ別にリストされます。
SANのファイバーチャネル・
ネットワークに接続された
Xserve
RAIDシステム上で作成した
RAIDアレイまたはスライスごと
に、
LUNが
1 つ表示されます。
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新しく作成した
LUN がリストに表示されない場合は、「更新」をクリックするか、表示されるま
でしばらく待ちます。それでも表示されない場合は、「
Xsan
Admin」を終了し、コンピュータを
再起動してもう一度やり直してください。

既存の
LUNがリストに表示されない場合、特に
Xsanボリュームの一部としてそれを以前に使用
したことがある場合は、
LUNから以前のラベルを削除してみてください。具体的な手順について
は、
146
ページの「一部の
LUNが「
Xsan
Admin」に表示されない」を参照してください。


2




LUN を選択して「編集」をクリックします。（リスト内で
LUNをダブルクリックしてもかまいま
せん。）


3




LUN のラベルを入力します。


4




LUN が
2TB（テラバイト）よりも大きく、 
LUNを設定するボリュームが
Mac

OS

X
v10.4
Tiger 上
で
Xsan
1.3または
1.4を実行するクライアントにしかマウントされない場合は、「容量が
2
TB
を超える
LUN を許可」オプションを選択できます。


5「
OK」をクリックします。


6 ラベルのない
LUNごとに、同じ手順を繰り返します。


7「保存」をクリックして、
LUN を初期化します。

これで、
LUNをストレージプールおよびボリュームに編成できます。
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手順 
9：ボリュームを作成する
次に、ユーザに表示するボリュームを作成します。


1「
Xsan
Admin」の「作成」パネルで、「ストレージ」をクリックします。


2「新規ボリューム」ボタン（空のリストの横に表示されます）をクリックします。


3 ボリュームの名前を入力します。

大文字（
A～
Z）、小文字（
a～
z）、数字（
0～
9）、およびアンダースコア（
_）だけを使用しま
す。スペースまたはハイフンは使用しないでください。最大の長さは、 
70文字です。

「新規ボリューム」

ボタン
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4 パフォーマンスを調整する特別な必要がない限り、ブロック割り当てサイズは調節しないでく
ださい。

詳しくは、
98
ページの「ボリュームのブロック割り当てサイズを選択する」を参照してください。


5 割り当て方式を選択します。これにより、ボリュームを構成するストレージプールにデータを
書き込む順序が決まります。以下を選択できます：

Â「ラウンドロビン」：新しいデータは、ボリューム内で使用可能な次のストレージプールに書き

込まれます。

Â「フィル」：データは最初のストレージプールに保存されます。最初のストレージプールがいっ

ぱいになると、次のストレージプールに保存されます。

Â「バランス」：新しいデータは、空き容量の最も多いストレージプールに書き込まれます。


6




Windows クライアントがある場合は、
IDのマッピング方法を選択します。

参考：
IDマッピングを使用するには、
Windowsクライアント上で
StorNext
2.7を実行している
必要があります。
Xsan コントローラおよびクライアントでは、
Xsan
1.3 以降を実行している必
要があります。

Â「GUID から IDを作成」：
Windows クライアントは、
Active
Directory ドメイン内の
GUID情
報に基づいて、
UIDと
GIDを動的に生成します。

Â「LDAP（RFC 2307）の IDを使用」：
Windowsクライアントは、
Active
Directory レコード
内の
uidNumber属性と
gidNumber属性から、
UIDと
GIDの値を取得します。

詳しくは、
112
ページの「
Windowsのユーザ
IDとグループ
IDをマップする」を参照してください。


7「
OK」をクリックします。

追加のボリュームを作成する場合は、これらの手順を繰り返します。

これで、ストレージプールを各ボリュームに追加する準備ができました。
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手順 
10：ストレージプールをボリュームに追加する


1 リスト内のボリュームを選択して、リストの横にある「新規ストレージプール」ボタンをク
リックします。


2 ストレージプールのダイアログで、次の情報を指定します。

Â「ストレージプール名」：ストレージプールの名前を入力します。名前の入力後に「
OK」ボタン
が使用できない場合、その名前は予約されています。予約されている名前のリストについては、

151
ページの「ストレージプールを追加できない」を参照してください。

「新規ストレージ
プール」ボタン












66 第
2章   ストレージ・エリア・ネットワークを設定する

Â「用途」：ストレージプールに保存するデータのタイプを選択します。ジャーナルデータは、コ

ントローラにより、ボリューム内のファイルの整合性を確認するために使用されます。メタデー

タは、コントローラが使用するファイルシステム情報です。ジャーナルデータおよびメタデー

タは常に、少なくともボリューム内の最初のストレージプールに保存されます。これがボリュー

ム内の最初のストレージプールでない場合は、「ユーザデータのみ」を選択できます。このスト

レージプールに対してアフィニティのあるフォルダに保存したファイルだけを許可するには、

「アフィニティのあるデータのみ」を有効にします。

Â「ストライプ幅」：パフォーマンスを調整するために別の値を算出した場合を除いて、この値は

デフォルト（
256 ブロック）のままにしてください。デフォルトのままにしない場合は、この
値をストレージプール内の各
LUNに順に書き込むデータ量に変更します。
Xserve
RAIDシステ
ムのパフォーマンスを最適化するには、ストライプ幅にブロック割り当てサイズ（ボリューム

に対して設定する値）を乗算した値が 
1
MB（
1,048,576バイト）に等しくなるようにする必要
があります。詳しくは、
93
ページの「ストレージプールのストライプ幅を選択する」を参照し
てください。

Â「マルチパス方式」：各クライアントコンピュータと
 Xserve
 RAID システムの間にファイバー
チャネル接続が
2つある場合は、 
Xsanが接続を使用する方法を選択します。最大のスループッ
トを得るには、「動的」を選択して
Xsanで接続を切り替えるようにします。ボリュームのマウ
ント時に
Xsanでストレージプール内の各
LUNをいずれかの接続に交互に割り当てるようにす
る場合は、「静的」を選択します。


3「
OK」をクリックして、リストに戻ります。


4 必要なストレージプールごとに同じ手順を繰り返します。
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手順 
11：
LUNをストレージプールに追加する

SANのストレージを準備する最後の手順として、
LUNを
SANボリューム内のストレージプール
に割り当てます：


1「ストレージ」パネルでストレージプールを選択して、「使用可能な
LUN」をクリックします。

パネルが開いて、
61
ページで初期化したすべての
LUNのリストが表示されます。


2




LUN をパネルからストレージプールにドラッグします。

新しい
LUNのサイズがすでにストレージプールにある
LUNのサイズよりも大きい場合は、使用
可能なサイズがリスト内の
LUN の横に表示されます。


3「保存」をクリックします。

クリックして、
未使用の
LUN の
パネルを開きます。
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手順 
12：（オプション）
SANの状況通知を設定する

Xsan では、
SANの状態が変化したときにメールまたはポケベルでそのことを通知できます。今
すぐに通知を設定しない場合は、後で設定できます。 


1「通知」パネルで、リストの横にある追加ボタン（
+）をクリックして連絡先を追加します。


2 メールアドレスまたはポケベルのテキストメッセージアカウントのアドレスを入力し、
Return
キーを押します。


3 ポケベル用のエントリーの場合は、「ポケベル」列のチェックボックスを選択します。 


4 通知を送信する原因となる状態（「通知内容」の横にあります）を選択します。

クリックして

新規アドレスを
追加します。
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5 ローカルの
SANサブネット上にないコンピュータに通知を送信する場合は、「
SMTP 情報」をク
リックして、送信者の名前およびメールをリレーする
SMTPサーバのメール・サーバ・アドレ
スを入力します。


6 通知が正しく設定されていることを確認するには、「テスト通知を送信」をクリックします。

手順 
13：（オプション）フォルダをストレージプールに割り当てる
特定のファイルをボリューム内の特定のストレージプールに強制的に保存する場合は、そのスト

レージプールとアフィニティのあるフォルダを作成します。これで、ユーザがそのフォルダに入

れるファイルはそのストレージプールにのみ保存されます。

クリックして

新規フォルダを
追加します。
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1「
Xsan
Admin」で「
SAN コンポーネント」リスト内のボリュームを選択して、「ボリュームを開
始」をクリックします。


2 ボリュームを選択した状態で、「クライアント」をクリックします。 


3 接続先のコントローラを選択して、「読み／書き権限でマウント」をクリックします。 


4「アフィニティ」をクリックします。


5 フォルダがまだ存在していない場合は、リストの横にある追加（
+）ボタンをクリックします。


6 表示されるダイアログでフォルダの名前を入力して、フォルダ（およびそのフォルダに入れる
すべてのファイル）を保存するストレージプールを選択して、「
OK」をクリックします。

使用したいストレージプールが「ストレージプールアフィニティ」ポップアップメニューにリス

トされない場合は、ユーザデータを許可するように設定されていない可能性があります。確認す

るには、「
SAN コンポーネント」リストで
 SAN を選択し、「作成」をクリックして、「ストレー
ジ」をクリックします。次に、ストレージプールを選択して「編集」ボタンをクリックし、「用

途」の横で有効になっているデータ・タイプを確認します。


7 新しいフォルダを選択して、アクセス権（リストの下にあります）を設定します。

オーナーまたはグループを変更するには、追加ボタン（
+）をクリックして、表示されるパネル
からユーザまたはグループをドラッグします。


8「保存」をクリックします。
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手順 
14：（オプション）ユーザとグループのクオータを設定する
クオータを設定して、各ユーザまたはグループが使用する各 
SAN ボリュームの容量を制御でき
ます。


1 クオータを設定するボリュームがまだ開始されていない場合は、「
SANコンポーネント」リスト
でボリュームを選択し、「ボリュームを開始」をクリックします。 


2 ボリュームが選択された状態で、「クオータ」をクリックします。

クリックして
新規クオータを

追加します。
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3 追加ボタン（
+）をクリックして、ユーザまたはグループをパネルからクオータリストにドラッ
グします。

パネルに
 SAN ユーザが表示されない場合は、「ディレクトリアクセス」（「
/ アプリケーション
/
ユーティリティ
/」にあります）を開いて、適切なユーザ認証用ディレクトリを使用しているこ
とを確認してください。


4 クオータリストでユーザまたはグループを選択して、ウインドウの下半分でクオータの設定を
調節します。

Â ソフトクオータ：ユーザ用に推奨される最大作業容量。ユーザは必要に応じてこの制限を超過

できますが、次の「クオータをロック」で指定した期間に限ります。

Â ハードクオータ：ユーザのデータ用に使用可能なストレージの絶対最大容量。

Â __ 後にクオータをロック：ユーザがソフトクオータを超過した時点からハードクオータに自動

的に切り替えられるまでの期間。


5「保存」をクリックします。
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手順 
15：ボリュームを開始してクライアントにマウントする
ボリュームをクライアントコンピュータ上のユーザまたはアプリケーションから使用可能にす

るには、「
Xsan
Admin」を使用してボリュームを開始し、クライアントにマウントする必要があ
ります。クライアントコンピュータにログインしているユーザは、
SANボリュームを自分でブラ
ウズまたはマウントすることはできません。


1「
Xsan
Admin」の「
SAN コンポーネント」リストで、新しい各ボリュームを選択して「ボ
リュームを開始」をクリックします。

ボリュームにアフィニティまたはクオータを設定済みの場合、ボリュームはすでに開始されてい

ます。
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2 ボリュームを選択した状態で、「クライアント」をクリックします。 


3 クライアントコンピュータを選択します。 


4 ボリューム上のファイルの変更をクライアントに許可する場合は、「読み／書き権限でマウン
ト」をクリックします。

クライアントがボリュームを変更できないようにする場合は、「読み出しのみ権限でマウント」を

クリックします。

一度に複数のコンピュータをマウントするには、
Shiftキーを押しながらコンピュータをクリック
します。

各クライアントコンピュータの「
Finder」に、マウントしているボリュームのアイコンが表示さ
れます。

ボリュームをクライアントにマウントできない場合は、ファイバーチャネル・スイッチの設定を

調べて、
SAN のクライアント、コントローラ、およびストレージ装置が同じファイバーチャネ
ル・ゾーン内にあることを確認してください。それでも問題が解決しない場合は、すべてのクラ

イアントおよびコントローラをシステム終了して、最初にコントローラを再起動し、次にクライ

アントを再起動して、再度マウントしてください。


SANの名前を変更する

SAN は、「
Xsan
Admin」の「
SAN コンポーネント」リストに名前別に表示されます。デフォル
トでは、
SAN の名前は、
SAN の設定時に接続するコントローラに基づいて設定されます。この
名前は、「
Xsan
Admin」を使用して変更できます。


SANの名前を変更するには：

1「
Xsan
Admin」（「
/アプリケーション
/サーバ
/」にあります）を開きます。 


2「
SANコンポーネント」リストから
SAN を選択します。
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「
SANコンポーネント」に
SANがリストされない場合は、「接続」をクリックして
SAN のコント
ローラにログインします。


3「作成」をクリックして、「コンピュータ」をクリックします。


4「
SAN名」フィールドに名前を入力して、「保存」をクリックします。


5 新しい名前が「
SANコンポーネント」リストに表示されない場合は、「
Xsan
Admin」＞「環境
設定」と選択して、「リスト内の
SAN名を使用」を選択します。


SANを取り除く

SANをサービスから取り出し、「
Xsan
Admin」から取り除くときは、以下の手順に従います。 


SANを取り除くには：

1「
Xsan
Admin」（「
/アプリケーション
/サーバ
/」にあります）を開きます。 


2




SANのボリュームをクライアントコンピュータからマウント解除します。

「
SANコンポーネント」リストで 
SANの各ボリュームを選択して、「クライアント」をクリック
し、ボリュームがマウントされている各クライアントを選択して、「マウントを解除」をクリッ

クします。


3




SANのボリュームを停止します。

「
SANコンポーネント」リストで 
SANの各ボリュームを選択して、「ボリュームを停止」をクリッ
クします。


4「
SANコンポーネント」リストで
SANを選択して、「
SANを取り除く」をクリックします。
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追加の
SAN を設定する
「
Xsan
Admin」を使用して、複数の
SAN を設定および管理できます。新しい
SANを追加するに
は、コンピュータとストレージ装置をファイバーチャネル・ネットワークおよび
 Ethernet ネッ
トワークに接続し、コントローラまたはクライアントとして動作するコンピュータを識別して、

Xserve
RAID アレイおよびスライス（
LUN）を結合して使用可能なストレージをストレージプー
ルに、さらにストレージプールをボリュームに編成します。次に、作成されたボリュームをクラ

イアントコンピュータにマウントします。

はじめて
 SAN を設定する場合は、この章の前の部分にある計画のガイドラインと詳しい手順を
参照してください。


SANを追加するには：
m「
Xsan
Admin」を開いて「
SANを追加」をクリックし、新しい
SAN のコントローラとして使用
するコンピュータにログインします。次に、
53
ページの「
SANおよびボリュームの設定の概
要」で説明されている手順に従って
SANを設定します。






3
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SANストレージを管理する

この章では、
SAN ストレージを拡張、変更、確認、および修復
する方法について説明します。

この章では、次の操作の方法を説明します：

Â



SANにストレージを追加する（
78
ページ）

Â




LUN をストレージプールに追加する（
80
ページ）

Â ストレージプールをボリュームに追加する（
82
ページ）

Â ボリュームを追加する（
84
ページ）

Â 特定のストレージプールに対するアフィニティのあるフォルダを作成する（
86
ページ）

Â フォルダ内のフォルダにアフィニティを割り当てる（
87
ページ）

Â アフィニティを取り除く（
89
ページ）

Â ストレージプールの設定を変更する（
90
ページ）

Â ストレージプールの名前を変更する（
91
ページ）

Â ストレージプールに保存するファイルのタイプを選択する（
92
ページ）

Â ストレージプールのストライプ幅を設定する（
92
ページ）

Â 接続を選択する方法を設定する（
94
ページ）

Â ボリュームの設定を変更する（
95
ページ）

Â ボリュームの名前を変更する（
96
ページ）
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Â ブロック割り当てサイズを設定する（
97
ページ）

Â ストレージの割り当て方式を設定する（
99
ページ）

Â アクセス制御リストを有効または無効にする（
100
ページ）

Â




Windows
IDのマッピング方法を設定する（
101
ページ）

Â ボリュームのフラグメント化を確認する（
101
ページ）

Â ボリュームをデフラグする（
102
ページ）

Â ボリュームを確認する（
103
ページ）

Â ボリュームを修復する（
104
ページ）

ストレージを追加する
次のようないくつかの方法で、
SANにストレージを追加できます：
Â 既存のストレージプールに
RAIDアレイ（
LUN）を追加する

Â 既存のボリュームにストレージプールを追加する

Â 新しいボリュームを追加する

最初の方法では、
LUNをストレージプールに追加します。これにより、クライアントとストレー
ジ間の
RAIDコントローラおよびデータパスの数が増えるため、利用可能なストレージ容量が増
加し、
SAN のパフォーマンスが向上します。
LUN をいずれかのストレージプールに追加する前
に、ボリュームを停止してクライアントからマウント解除する必要があります。

参考：ジャーナルデータまたはメタデータの保存に使用する既存のストレージプールに
 LUN を
追加することはできません。


2 番目の方法では、ストレージプールをボリュームに追加します。この場合も、利用可能なスト
レージ容量が増加します。また、ボリュームを停止してクライアントからマウント解除する必要

があります。
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3 番目の方法では、新しいボリュームを作成し、これをクライアントコンピュータに明示的にマ
ウントする必要があります。さらに、クライアントでは、新しいファイルとフォルダを新しいボ

リュームに保存するか、既存の項目をそのボリュームにコピーするかを選択する必要がありま

す。したがって、この方法ではユーザのワークフローが煩雑になる可能性があります。

変更後に以前のボリューム設定を復元する
ボリュームの拡張後に問題が発生した場合は、問題が解決されるまで、以前の設定に戻して使用

することができます。詳しくは、 
145
ページの「
LUNまたはストレージプールの追加後にボリュー
ムを再起動できない」を参照してください。

ファイバーチャネル接続の再配置について

SANの拡張または再設定中に、
Xsanクライアントとマウントしたボリューム間のファイバーチャ
ネル接続を
1分以上切断すると、ボリュームがクライアントからマウント解除されます。この場
合、クライアント上で動作中のアプリケーションで問題が発生する可能性があるため、ボリュー

ムを再マウントすることが難しくなります。これを避けるため、ボリュームをマウント解除して

からクライアントの接続を解除するようにしてください。

重要：ファイバーチャネル・ケーブルを
 1 分以上切断する必要がある場合は、最初にすべての

Xsanボリュームを
SAN上のすべてのコントローラおよびクライアントからマウント解除してか
ら、
SAN に接続されているすべてのコンピュータをシステム終了するか、すべてのファイバー
チャネル・ケーブルを取り外します。
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ストレージプールに
LUNを追加する

SANボリュームの容量を増やすには、そのボリュームに属するストレージプールに 
LUN（
RAID
アレイまたはアレイスライス）を追加します。

互換性がある
LUN を選択する
ストレージプール内の既存の
LUNに、パフォーマンスと容量がほぼ同じ 
LUNを追加します。同
一のストレージプール内でサイズまたは速度が異なる
LUNが混在すると、容量が浪費されて、パ
フォーマンスが低下する可能性があります。
LUN を既存のストレージプールに追加する場合は、
追加する
LUN をプール内のその他の
LUNと同じサイズ以上にする必要があります。

参考：
1 つのストレージプールに
32を超える
LUNを含めることはできず、ボリューム内の
LUN
の総数は
512以下にする必要があります。また、ジャーナルデータやメタデータを含むストレー
ジプールに
LUNを追加することはできません。

ストレージプールに
LUNを追加するには：

1 新規
LUNを
SAN のファイバーチャネルおよび
Ethernetネットワークに接続します。


2「
RAID
Admin」を使って、
RAIDアレイまたはスライスを作成します。
詳しくは、「RAID Admin 1.2とディスクユーティリティを使用する」

（
www.apple.com/jp/server/documentation/ で配布）または「
RAID
Admin」のオンスクリー
ンヘルプを参照してください。

参考：新しいアレイをフォーマットするときに、「ディスクユーティリティ」を使用しないでく

ださい。手順
6で、「
Xsan
Admin」を使用して
Xsanのアレイをフォーマットします。


3「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「クライアン
ト」をクリックします。次に、すべてのクライアントおよびコントローラからボリュームをマ

ウント解除します。


4 ボリュームを停止します。
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重要：（手順
3 で）ボリュームを停止する前にマウント解除しなかった場合、
SANコンピュータ
でサーバがもう使用できないことを示す警告が表示されたら必ず「接続解除」をクリックするよ

うにしてください。


5「
SANコンポーネント」リストで
SAN を選択し、「作成」をクリックして、「
LUN」をクリックし
ます。


6 使用可能な
LUNのリストで新しいアレイまたはスライスを選択して、「編集」をクリックします。


7 表示されるダイアログで、
LUNのラベルを入力します。

ラベルにスペースを使用することはできません。このラベルは
SAN管理者にのみ表示され、ユー
ザには表示されません。


8「
OK」をクリックし、「保存」をクリックします。


9「ストレージ」をクリックして、「使用可能な
LUN」をクリックします。


10 新しい
LUNをドラッグしてストレージプール内の最新の
LUNにして、「保存」をクリックします。


LUN を既存のストレージプールに追加する場合は、追加する
LUNをプール内のその他の
LUN と
同じサイズ以上にする必要があります。新規ストレージプールでサイズの異なる複数の
 LUN を
追加する場合は、使用可能なサイズがリスト内の
LUNの横に表示されます。


11 ボリュームを開始します。


12「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「クライアント」をクリックします。
次に、ボリュームがマウントされている各クライアントでボリュームを再マウントします。

参考：既存のファイルをストレージプール内のすべての
LUN（追加したばかりの
LUN を含みま
す）に再分散させるには、そのファイルの新しいコピーを作成する必要があります。ファイルへ

のアクセスを高速化する
LUN を追加する場合は、必ずファイルを複製して、使用可能なすべて
の
LUNに新しいコピーが分散するようにください。
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コマンドラインから

関連するボリュームの設定ファイルを変更し、「ターミナル」で cvlabelコマンドを使用するこ

とで、ストレージプールに
 LUN を追加することもできます。詳しくは、 cvfs_config および 
cvlabelのマニュアルページ（
manで表示）か、
181
ページの「設定ファイル」および
172
ペー
ジの「
LUN のラベル設定、リスト表示、およびラベル設定解除（
cvlabel）」を参照してください。

ボリュームにストレージプールを追加する
ボリュームにストレージプールを追加することで、
SANボリュームに空き容量を追加できます。

参考：ボリュームに
512個を超えるストレージプールを含めることはできません。

ストレージプールを追加するには：

1 ストレージプールの作成に使用する
LUNを準備します。


2「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「クライアン
ト」をクリックします。次に、すべてのクライアントおよびコントローラからボリュームをマ

ウント解除します。


3 ボリュームを停止します。

重要：（手順
2 で）ボリュームを停止する前にマウント解除しなかった場合、
SANコンピュータ
でサーバがもう使用できないことを示す警告が表示されたら必ず「接続解除」をクリックするよ

うにしてください。


4「
SANコンポーネント」リストで
SANを選択して「作成」をクリックしてから、「ストレージ」
をクリックします。


5 拡張するボリュームを選択して、ストレージプール追加ボタン（リストの横にあります）をク
リックします。


6 表示されるダイアログで、次のように指定します：
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Â「ストレージプール名」：ストレージプールの名前を入力します。名前を入力しても「
OK」ボタ
ンが使用不可になっている場合、その名前は予約されているので別の名前を入力してください。

予約されている名前のリストについては、第 
7
章を参照してください。

Â「用途」：ストレージプールに保存できるデータのタイプを選択します。

Â「ストライプ幅」：次の
LUNに移動する前にストレージプール内の各
LUNに書き込まれるデー
タ量または各
LUNから読み出されるデータ量を指定します。この値はパフォーマンスに影響を
与える可能性があります。適切な値が分からない場合は、デフォルト（ 
256ブロック）を使用
するか、
93
ページの「ストレージプールのストライプ幅を選択する」を参照してください。

Â「マルチパス方式」：最大のスループットを得るには、「動的」を選択して
Xsanで接続を切り替
えるようにします。ボリュームのマウント時に 
Xsanでストレージプール内の各
LUN をいずれ
かの接続に交互に割り当てるようにする場合は、「静的」を選択します。


7「
OK」をクリックします。


8「使用可能な
LUN」をクリックし、
LUNをストレージプールにドラッグして、「保存」をクリック
します。


9 ボリュームを開始します。


10「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「クライアント」をクリックします。
次に、ボリュームがマウントされている各クライアントでボリュームを再マウントします。

コマンドラインから

関連するボリュームの設定ファイルを「ターミナル」で変更することで、ストレージプールを追

加することもできます。詳しくは、 cvfs_configのマニュアルページ（ 
manで表示）または

181
ページの「設定ファイル」を参照してください。
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SANにボリュームを追加する

1つの 
Xsan
SANで、複数の共有ボリュームを提供できます。


1「
Xsan
Admin」を開いて、「
SANコンポーネント」リストで
SANを選択します。


2「作成」をクリックして、「ストレージ」をクリックします。


3 リストの横にあるボリューム追加ボタンをクリックします。


4 表示されるダイアログで次の情報を指定して、「
OK」をクリックします。

Â「ボリューム名」：ボリュームの名前を入力します。大文字（
A ～
Z）、小文字（
a～
z）、数字
（
0 ～
9）、またはアンダースコア（
_）だけを使用します。スペースまたはハイフンは使用しな
いでください。最大の長さは、
70文字です。

Â「ブロック割り当てサイズ」：適切な値が分からない場合は、デフォルト（
4
KB）を使用するか、

98
ページの「ボリュームのブロック割り当てサイズを選択する」を参照してください。

Â「割り当て方式」：ボリュームに属するストレージプール間でファイルのストレージを割り当て

る方法を選択します。「ラウンドロビン」を選択した場合は、容量に関するそれぞれの新しい要

求は次の使用可能なストレージプールに順に割り当てられます。「フィル」を選択した場合は、

最初のストレージプールにすべての容量が割り当てられ、そのプールがいっぱいになると
2 番
目のストレージプールに割り当てられ、以後同様に繰り返されます。「バランス」を選択した場

合は、空き容量が最も多いストレージプールに容量が割り当てられます。

Â「アクセス制御リスト」：「ワークグループマネージャ」のアクセス制御リストを使用してボ

リュームとその内容へのアクセスを制御する場合は、このオプションを有効のままにします。

Â「Windows IDマッピング」：
Windowsクライアントを 
SANで使用する場合は、このボリュー
ムにアクセスするために
Xsan互換のユーザ
ID とグループ
IDが必要になるので、ユーザとグ
ループの情報をそれらにマップする方法を選択します。詳しくは、
112
ページの「
Windows の
ユーザ
IDとグループ
IDをマップする」を参照してください。
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5 新しいボリュームを選択し、ストレージプール追加ボタンをクリックします。表示されるダイ
アログで次の情報を指定して、「
OK」をクリックします。

Â「ストレージプール名」：ストレージプールの名前を入力します。名前を入力しても「
OK」ボタ
ンが使用不可になっている場合、その名前は予約されているので別の名前を入力してください。

予約されている名前のリストについては、第 
7
章を参照してください。

Â「用途」：ストレージプールに保存できるデータのタイプを選択します。

Â「ストライプ幅」：次の
LUNに移動する前にストレージプール内の各
LUNに書き込まれるデー
タ量または各
LUNから読み出されるデータ量を指定します。この値はパフォーマンスに影響を
与える可能性があります。適切な値が分からない場合は、デフォルト（ 
256ブロック）を使用
するか、
93
ページの「ストレージプールのストライプ幅を選択する」を参照してください。

Â「マルチパス方式」：最大のスループットを得るには、「動的」を選択して
Xsanで接続を切り替
えるようにします。ボリュームのマウント時に 
Xsanでストレージプール内の各
LUN をいずれ
かの接続に交互に割り当てるようにする場合は、「静的」を選択します。

ほかのストレージプールを追加するには、この手順を繰り返します。


6「使用可能な
LUN」をクリックして、
LUNをストレージプールにドラッグします。


7「保存」をクリックします。

コマンドラインから

設定ファイルを設定することで、ボリュームを追加することもできます。詳しくは、 

cvfs_configのマニュアルページ（
manで表示）または
181
ページの「設定ファイル」を参照
してください。
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フォルダにストレージプールアフィニティを割り当てる
フォルダに保存されたファイルが特定のストレージプールにのみ保存されるように、フォルダと

ストレージプールの間にアフィニティを設定できます。

ストレージプールを設定するときは、パフォーマンス、容量、およびデータ保護方式が同等の装

置をグループ化します。装置およびその装置に対して選択した保護方式に応じて、ほかのものよ

り容量、速度、または保護に優れるストレージプールにすることができます。アフィニティを使

用すると、速度または特別な保護を必要とするアプリケーションまたはタスクでファイルを確実

に適切なストレージプールに保存できます。

「
Xsan
Admin」を使用して、既存の最上位レベルのフォルダにアフィニティを割り当てたり、ア
フィニティのある最上位レベルの新しいフォルダを作成したりできます。アフィニティを別の

フォルダ内にあるフォルダに割り当てるには、「ターミナル」でコマンドを使用する必要があり

ます。
87
ページの「フォルダ内のフォルダにアフィニティを割り当てる」を参照してください。

フォルダにストレージプールアフィニティを割り当てるには：

1「
Xsan
Admin」を開いて、目的のストレージプールが含まれるボリュームを選択します。


2 ボリュームが開始されてコントローラにマウントされていない場合は、開始してマウントし
ます。

ボリュームを開始するには、ボリュームを選択して「ボリュームを開始」をクリックします。ボ

リュームをマウントするには、ボリュームを選択して「クライアント」をクリックし、コント

ローラを選択して「読み／書き権限でマウント」をクリックします。


3 ボリュームを選択した状態で、「アフィニティ」をクリックします。 


4 フォルダがまだない場合は、フォルダリストの横にある追加（
+）ボタンをクリックして、フォ
ルダの名前を入力します。

フォルダがすでにある場合は、そのフォルダを選択して「編集」ボタンをクリックします。
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5 表示されるダイアログの「ストレージプールアフィニティ」ポップアップメニューで、スト
レージプール（フォルダの内容が保存される場所）を選択します。

使用したいストレージプールが「ストレージプールアフィニティ」ポップアップメニューにリス

トされない場合は、ユーザデータを許可するように設定されていない可能性があります。確認す

るには、左側の「
SAN コンポーネント」リストで 
SAN を選択し、「作成」をクリックして、「ス
トレージ」をクリックします。次に、ストレージプールを選択して「編集」ボタンをクリックし、

「用途」の横で有効になっているデータ・タイプを確認します。


6「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。

コマンドラインから

「ターミナル」で cvmkdirコマンドを使用して、フォルダにアフィニティを割り当てることもで

きます。詳しくは、 cvmkdir のマニュアルページ（
man で表示）または
87
ページの「フォル
ダ内のフォルダにアフィニティを割り当てる」を参照してください。

フォルダ内のフォルダにアフィニティを割り当てる
「
Xsan
Admin」を使用して、ボリュームの最上位（ルート）レベルにあるフォルダにアフィニ
ティを割り当てることができます。ただし、別のフォルダ内にあるフォルダにアフィニティを割

り当てるには、 cvmkdir コマンドラインツールを使用する必要があります。

フォルダ内のフォルダにストレージプールアフィニティを割り当てるには：

1「ターミナル」を開きます（「
/アプリケーション
/ユーティリティ
/」にあります）。


2




SANコントローラを使用していない場合は、次のように
SSHを使用してコントローラにリモート
でログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はコントローラコンピュータの管理者ユーザで、 computer はコントローラの名

前または
IPアドレスです。
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3「ターミナル」で次のように入力します。 
$ sudo cvmkdir -k affinity path

ここで、 affinity はボリューム内のストレージプールのアフィニティ名で、 path はボリュー

ム上のフォルダのフルパスです。ストレージプール名が
 8 文字以下の場合は、そのストレージ
プール名をアフィニティ名として使用できます。ストレージプール名が 
8 文字を超える場合は、
ストレージプール名の代わりにアフィニティ名を使用する必要があります。

ストレージプールのアフィニティ名を表示するには、「ターミナル」で cat コマンドを使用する

か、「テキストエディット」などのテキストエディタを使用して、コントローラ上のボリューム

の設定ファイルを表示する必要があります：

「
/Library/Filesystems/Xsan/config/<volume>.cfg」に変更します。

このファイル内で、ストレージプールのアフィニティ名は、ストレージプールのパラメータブ

ロック（設定ファイル内では「ストライプグループ」と呼ばれます）内の「
Affinity」キーワード
の横にリスト表示されます。ファイル内の、ストライプグループが定義されているセクションを

参照してください。

たとえば、ボリューム「
audio」上のフォルダ「
projects」内にあるフォルダ「
gina
audio」に、
ストレージプール「
pool1」に対するアフィニティを割り当てるには、次のように入力します。  

$ sudo cvmkdir -k pool1 /Volumes/audio/projects/gina\ audio
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アフィニティを取り除く
アフィニティを取り除く方法は、影響を受けるフォルダがボリュームの最上位レベルにあるか、

別のフォルダ内にあるかによって異なります。

ストレージプールアフィニティをフォルダから取り除くには：

1 フォルダが（別のフォルダ内ではなく）ボリュームの最上位レベルにある場合は、「
Xsan


Admin」を開き、ボリュームを選択して、「アフィニティ」をクリックし、フォルダをダブルク
リックして「ストレージプールアフィニティ」ポップアップメニューから「すべてのストレー

ジプール」を選択します。

フォルダがボリューム上の別のフォルダ内にある場合は、次の手順に進みます。


2「ターミナル」を開きます（「
/アプリケーション
/ユーティリティ
/」にあります）。


3




SANコントローラを使用していない場合は、次のように
SSHを使用してコントローラにリモート
でログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はコントローラコンピュータの管理者ユーザで、 computer はコントローラの名

前または
IPアドレスです。 


4「ターミナル」で次のように入力します。 
$ sudo cvmkdir -k ““ path

ここで、 pathはボリューム上のフォルダのフルパスです。
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ストレージプールの設定を変更する
ボリュームを構成するストレージプールの設定を含め、
SANを設定する最善の方法は、設定する
前に
SAN の編成を慎重に計画することです。既存の
SAN のストレージプールの一部の設定は変
更できますが、変更によっては関連するボリュームを初期化し直す必要があります。

ストレージプールの設定を表示または変更するには：

m「
SANコンポーネント」リストで
SANを選択し、「作成」をクリックしてから「ストレージ」を
クリックします。次にストレージプールを選択し、編集ボタンをクリックします（またはスト

レージプールをダブルクリックします）。

特定のストレージプールの設定を変更する方法については、以降のページを参照してください。

編集ボタン
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ストレージプールの名前を変更する
ストレージプールの名前を変更することは可能ですが、名前を変更すると、ストレージプールお

よびストレージプールが属するボリュームのデータはすべて消去されます。

ストレージプールの名前を変更するには： 

1 関連するボリュームをすべてのクライアントからマウント解除します。

「
Xsan
Admin」で、ボリュームを選択して「クライアント」をクリックし、リストからクライア
ントを選択して「マウントを解除」をクリックします。


2 関連するボリュームを停止します。

ボリュームを選択した状態で、「ボリュームを停止」をクリックします。


3 ストレージプールの名前を変更します。


SAN を選択して「作成」をクリックし、「ストレージ」をクリックして、リスト内のストレージ
プールをダブルクリックします。新しい名前を入力して「
OK」をクリックします。


4「保存」をクリックします。

コマンドラインから

関連するボリュームの設定ファイルを「ターミナル」で変更しても、ストレージプールの名前を

変更できます。詳しくは、 cvfs_config のマニュアルページ（
manで表示）または
181
ページ
の「設定ファイル」を参照してください。

警告：ストレージプールの名前を変更すると、ストレージプールおよびストレージプールが属す

るボリュームのデータはすべて失われます。
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ストレージプールに保存するファイルのタイプを選択する
特定のストレージプールに保存するファイルを、ボリュームのジャーナルデータとメタデータ、

ユーザデータ、そのストレージプールに対するアフィニティのあるユーザデータ、またはこれら

の組み合わせに制限することができます。

ジャーナルデータおよびメタデータは、常にボリューム内の最初のストレージプールに保存され

ます。

ストレージプールのデータ・タイプを選択するには： 

1「
Xsan
Admin」で、目的のストレージプールが属する
SAN を選択して「作成」をクリックし、
「ストレージ」をクリックします。


2 リスト内のストレージプールをダブルクリックします。


3「用途」の横で、ストレージプールに保存するデータ・タイプを選択します。


4「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。

ストレージプールのストライプ幅を設定する
デフォルトのストライプ幅（
256 のファイル・システム・ブロック）は、ほとんどの
SAN ボ
リュームのストレージプールに適しています。ただし、特殊なアプリケーション向けに
 SAN の
パフォーマンスを調整するために、このデフォルト値をファイルシステムのブロック割り当てサ

イズと一緒に調節できます。ストライプ幅の選択について詳しくは、下の

「ストレージプールの
ストライプ幅を選択する」を参照してください。

警告：ストレージプールのデータのタイプを変更すると、ストレージプールおよびストレージ

プールが属するボリュームのデータはすべて失われます。

警告：ストレージプールのストライプ幅を変更すると、ストレージプールおよびストレージプー

ルが属するボリュームのデータはすべて失われます。









第
3章   
SANストレージを管理する
 93

ストライプ幅を設定するには：

1「
Xsan
Admin」で、目的のストレージプールが属する
SAN を選択して「作成」をクリックし、
「ストレージ」をクリックします。


2 リスト内のストレージプールをダブルクリックします。


3「ストライプ幅」の横で、新しい値を入力します。


4「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。

ストレージプールのストライプ幅を選択する

Xsan では、ストレージプールのストライプ幅およびボリュームのブロック割り当てサイズを使
用して、データをボリュームに書き込む方法を決定します。ほとんどの 
SAN では、ストレージ
プールのストライプ幅およびボリュームのブロック割り当てサイズのデフォルト値を使用する

と、良好なパフォーマンスが得られます。ただし、場合によっては、これらのデフォルト値を特

定のアプリケーションに合うように調節することで、読み出しおよび書き込みのパフォーマンス

を改善できることがあります。

ストレージプールのストライプ幅とは、次の
LUNに移動する前にプール内の 
1つの
LUNに書き
込まれるファイル割り当てブロックの数のことです。効率的なストライプ幅を選択するには、次

の
2 つの点を考慮する必要があります：
Â



LUN ストレージ装置の最も効率的なデータ転送サイズ（
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Server と

Xserve
RAID システムを組み合わせる場合は
1
MB）

Â ボリュームを使用する重要なアプリケーションによって読み出しおよび書き込みされるデータ

ブロックのサイズ（ボリュームのブロック割り当てサイズで影響を受けるため）

これらの値を確認した上で、次の式を使用してストライプ幅を選択します：

ストライプ幅（ブロック単位）＝転送サイズ（バイト単位）÷ブロック割り当てサイズ（バイ

ト単位）
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Xserve
RAID システムの場合、最適な転送サイズは
1
MBなので、次のようになります：

ストライプ幅＝
1048576÷ブロック割り当てサイズ

たとえば、「
Final
Cut
Pro」などのアプリケーションを使用して大容量のビデオデータを移動さ
せる場合は、ブロック割り当てサイズの最大値（
512
KB）を選択し、上記の等式を使用して
2 つ
のブロックのストライプ幅を算出します。これにより、
Xsan では、ビデオ・ストレージ・プー
ルの各
LUNに
1
MB（
512
KBのブロック
2つ）のデータを順に書き込みます。

複数の接続の選択方式を設定する
ストレージプール内の
LUNに対して複数のファイバーチャネル接続がある場合は、 
Xsanが書き
込みごとに接続を切り替えて使用するか、ボリュームのマウント時にボリューム内の各
 LUN を
接続に静的に割り当てるかを選択できます。これを「マルチパス方式」と呼びます。

マルチパス方式を変更するには：

1「
Xsan
Admin」で、目的のストレージプールが属する
SAN を選択して「作成」をクリックし、
「ストレージ」をクリックします。


2 リスト内のストレージプールをダブルクリックします。


3「マルチパス方式」ポップアップメニューから値を選択します。

Â「静的」：ボリュームのマウント時に、
Xsanによりストレージプール内の各
LUNがいずれかの
接続に割り当てられます。

Â「動的」：
Xsanでは、ストレージプールにデータを書き込むたびに別の接続に切り替えます。
これにより、パフォーマンスを向上させることができます。


4「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。
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コマンドラインから

「ターミナル」で cvadmin multipathコマンドを使用して、マルチパス方式を設定すること

もできます。詳しくは、 cvadminのマニュアルページ（
manで表示）または
164
ページの「ボ
リュームおよびストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を参照してくだ
さい。

ボリュームの設定を変更する
既存のボリュームの一部の設定は変更が可能ですが、変更によってはボリュームを初期化し直す

必要があります（このような場合には、警告メッセージが表示されます）。

編集ボタン
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ボリュームの設定を表示または変更するには：

m「
SANコンポーネント」リストで
SANを選択し、「作成」をクリックしてから「ストレージ」を
クリックします。次にボリュームを選択し、編集ボタンをクリックします（またはボリューム

をダブルクリックします）。

特定のボリュームの設定を変更する方法については、以降のページを参照してください。

ボリュームの名前を変更する
コンピュータにボリュームをマウントするときにユーザに表示される名前を変更するには、

「
Xsan
Admin」を使用する必要があります。「
Finder」を使って
Xsan ボリュームの名前を変更
することはできません。

ボリュームの名前を変更するには：

1 ボリュームをクライアントからマウント解除します。

「
Xsan
Admin」で、ボリュームを選択して「クライアント」をクリックします。クライアントを
選択して、「マウントを解除」をクリックします。


2 ボリュームを停止します。

「
Xsan
Admin」で、ボリュームを選択して「ボリュームを停止」をクリックします。 


3 ボリュームの名前を変更します。

「
Xsan
Admin」で、目的のボリュームが属する
 SAN を選択して「作成」をクリックし、「スト
レージ」をクリックします。さらに、ボリュームをダブルクリックし、「ボリューム名」フィー

ルドに新しい名前を入力して、「
OK」をクリックし、「保存」をクリックします。

大文字（
A～
Z）、小文字（
a～
z）、数字（
0～
9）、またはアンダースコア（
_）だけを使用しま
す。スペースまたはハイフンは使用しないでください。最大の長さは、 
70文字です。

警告：ボリュームの名前を変更すると、そのボリュームのデータはすべて失われます。
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4 ボリュームを開始します。

「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「ボリュームを開始」をクリックします。


5 クライアントにボリュームをマウントします。

ボリュームを選択して「クライアント」をクリックします。クライアントを選択してマウントボ

タンをクリックします。

ブロック割り当てサイズを設定する
ファイルシステムのデフォルトのブロック割り当てサイズ（
4
KB）は、ほとんどのボリュームに
適しています。ただし、特殊なアプリケーション向けにパフォーマンスを調整するために、この

デフォルト値をボリュームのストレージプールのストライプ幅と一緒に調節できます。ブロック

割り当てサイズの選択について詳しくは、下の

「ボリュームのブロック割り当てサイズを選択す
る」を参照してください。

ブロック割り当てサイズを設定するには： 

1「
Xsan
Admin」で、「
SANコンポーネント」リストからボリュームを選択して、「クライアント」
をクリックします。次に、すべてのクライアントおよびコントローラからボリュームをマウン

ト解除します。


2「ボリュームを停止」をクリックします。

重要：（手順
 1 で）ボリュームを停止する前にマウント解除しなかった場合、ボリュームがマウ
ントされているコンピュータでサーバがもう使用できないことを示す警告が表示されたら必ず

「接続解除」をクリックするようにしてください。


3




SANを選択し、「作成」をクリックして、「ストレージ」をクリックします。

警告：ボリュームのブロック割り当てサイズを変更すると、そのボリュームのデータはすべて失

われます。
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4 リスト内のボリュームをダブルクリックします。


5 上矢印および下矢印を使用して、ブロック割り当てサイズの新しい値を選択します。


6「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。

ボリュームのブロック割り当てサイズを選択する

Xsan では、ボリュームのブロック割り当てサイズおよびストレージプールのストライプ幅を使
用して、データをボリュームに書き込む方法を決定します。ほとんどの 
SAN では、ボリューム
のブロック割り当てサイズおよびストレージプールのストライプ幅のデフォルト値を使用する

と、良好なパフォーマンスが得られます。ただし、場合によっては、これらのデフォルト値を特

定のアプリケーションに合うように調節することで、読み出しおよび書き込みのパフォーマンス

を改善できることがあります。

ボリュームを使用する重要なアプリケーションが小さいブロックのデータを読み出しおよび書

き込みする場合は、これに対応して小さい割り当てブロックサイズを選択することで、パフォー

マンスを改善できることがあります。たとえば、アプリケーションが
16
KB のブロックのデータ
を読み出しおよび書き込みする場合は、ブロック割り当てサイズを
16
KBに調節してみることが
できます。さらに、次の式を使用して、ボリュームのストレージプールに最適なストライプ幅を

計算します：

ストライプ幅（ブロック）＝転送サイズ（バイト）÷ブロック割り当てサイズ（バイト） 


Xserve
RAID システムを
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Server と共に使用する場合、最適な転送サ
イズは
1
MBなので、次のようになります：

ストライプ幅＝
1048576÷ブロック割り当てサイズ

この例でブロック割り当てサイズが
16
KBの場合は、等式（
1048576÷
16384）を計算するとス
トライプ幅は
64 になります。
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ボリュームの割り当て方式を設定する
ボリュームの割り当て方式を設定して、ボリュームのストレージプールにデータが書き込まれる

ときの順序を決めることができます。

割り当て方式を設定するには：

1「
Xsan
Admin」で、「
SANコンポーネント」リストからボリュームを選択して、「クライアント」
をクリックします。次に、すべてのクライアントおよびコントローラからボリュームをマウン

ト解除します。


2「ボリュームを停止」をクリックします。

重要：（手順
 1 で）ボリュームを停止する前にマウント解除しなかった場合、ボリュームがマウ
ントされているコンピュータでサーバがもう使用できないことを示す警告が表示されたら必ず

「接続解除」をクリックするようにしてください。


3 目的のボリュームが属する
SANを選択し、「作成」をクリックして、「ストレージ」をクリック
します。


4 リスト内のボリュームをダブルクリックします。


5「割り当て方式」ポップアップメニューから値を選択します。

Â「ラウンドロビン」：新しいデータは、ボリューム内で使用可能な次のストレージプールに書き

込まれます。

Â「フィル」：すべてのデータが最初のストレージプールに保存されます。最初のストレージプー

ルがいっぱいになると、次のストレージプールに保存され、以後同様に繰り返されます。

Â「バランス」：新しいデータは、空き容量の最も多いストレージプールに書き込まれます。


6「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。
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アクセス制御リストを有効または無効にする
「
Xsan
Admin」を使用して、
Xsan ファイルシステムが特定のボリュームのアクセス制御リスト
（
ACL）を使用するかどうかを指定できます。 


ACLを使用するには、
SANコントローラ上で
Xsan
1.4を実行している必要があります。
ACL を
認識するクライアントは、
Xsan
1.4クライアントおよび
Windows
StorNext クライアントのみで
す。（
UNIXクライアントおよび
Xsan
1.3以前を実行するクライアントでは、
Xsanボリュームの

ACLは無視されます。）
Windows クライアントと
Xsanクライアントが混在している場合は、プ
ライマリ・ドメイン・コントローラ（
PDF）として設定されたオープンディレクトリ、
Windows
Active
Directory、または
Windows
NT
PDCのうち、いずれかのディレクトリの同じドメインに
これらすべてのクライアントがバインドされている必要があります。

参考：
ACLを有効にしたときに、
ACLに対応していないクライアントが
SANに含まれる場合は、
これらのクライアントを使って所有権情報を変更しないでください。整合性が失われる可能性が

あります。


ACLを有効または無効にするには： 

1「
Xsan
Admin」で、「
SANコンポーネント」リストからボリュームを選択して、「クライアント」
をクリックします。次に、すべてのクライアントおよびコントローラからボリュームをマウン

ト解除します。


2「ボリュームを停止」をクリックします。

重要：（手順
 1 で）ボリュームを停止する前にマウント解除しなかった場合、ボリュームがマウ
ントされているコンピュータでサーバがもう使用できないことを示す警告が表示されたら必ず

「接続解除」をクリックするようにしてください。


3 目的のボリュームが属する
SANを選択し、「作成」をクリックして、「ストレージ」をクリック
します。


4 リスト内のボリュームをダブルクリックします。









第
3章   
SANストレージを管理する
 101


5「アクセス制御リスト」チェックボックスを選択または選択解除して、「
OK」をクリックします。


Windows
IDのマッピング方法を選択する
「
Windows
ID マッピング」設定を使用して、
Windowsクライアントのユーザとグループの情報
を
Xsan互換のユーザ
ID（
UID）とグループ 
ID（
GID）にマップする方法を指定します。 
Windows
クライアントから
Xsanボリュームにアクセスするために必要な作業です。

詳しくは、
112
ページの「
Windowsのユーザ
IDとグループ
IDをマップする」を参照してください。

ボリュームの断片化を確認する
ファイルを作成するとき、
Xsan では、ファイルを断片に分割して、ボリュームのストレージプー
ルの
1 つを構成する
LUN にこれらの断片を効率的に分散させます。その後、ファイルに変更が
加えられると、ファイルの断片が散乱して断片の配置の効率が低下することがあります。 cvfsck

ユーティリティを使用して、ボリューム上のファイル断片化の状態を確認できます。

ボリュームの断片化を確認するには：

1「ターミナル」を開きます（「
/アプリケーション
/ユーティリティ
/」にあります）。


2




SANのコントローラコンピュータを使用していない場合は、次のように
SSHを使用してコント
ローラにリモートでログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はコントローラコンピュータの管理者ユーザで、 computer はコントローラの名

前または
IPアドレスです。 


3

 

cvfsckコマンドラインユーティリティ（「
/Library/Filesystems/Xsan/bin/」にあります）を -f
オプションを指定して実行します： 

$ sudo cvfsck -f volume

詳しくは、 cvfsckのマニュアルページ（ 
manで表示）を参照してください。
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ボリュームをデフラグする
ファイルをデフラグすると、ファイルの断片が最も効率的な配置に再構成されます。 

snfsdefrag コマンドを使用して、
1 つのファイル、フォルダ（ファイルのディレクトリ）、ま
たはボリューム全体をデフラグすることができます。

ファイル、フォルダ、またはボリュームをデフラグするには：

1「ターミナル」を開きます（「
/アプリケーション
/ユーティリティ
/」にあります）。


2




SANのコントローラコンピュータを使用していない場合は、次のように
SSHを使用してコント
ローラにリモートでログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はコントローラコンピュータの管理者ユーザで、 computer はコントローラの名

前または
IPアドレスです。 


3

 

snfsdefragコマンド（「
/Library/Filesystems/Xsan/bin/」にあります）を実行します。


1つ以上の個々のファイルをデフラグするには、次のように入力します： 

$ sudo snfsdefrag filename [filename ... ]

フォルダ全体をデフラグするには、次のように入力します： 

$ sudo snfsdefrag -r folder

ボリューム全体をデフラグするには、 folderをボリュームのルートディレクトリに設定します。

詳しくは、 snfsdefrag のマニュアルページ（
man で表示）または
177
ページの「ファイル、
フォルダ、またはボリュームをデフラグする（
snfsdefrag）」を参照してください。
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ボリュームの整合性を確認する

SANユーザにファイルへのアクセスに関する問題が発生した場合は、 cvfsckコマンドを使用し

て、ボリューム、ボリュームのメタデータ、およびファイルの整合性を確認できます。

ボリュームを確認するには：

1「ターミナル」を開きます（「
/アプリケーション
/ユーティリティ
/」にあります）。


2




SANのコントローラコンピュータを使用していない場合は、次のように
SSHを使用してコント
ローラにリモートでログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はコントローラコンピュータの管理者ユーザで、 computer はコントローラの名

前または
IPアドレスです。 


3 次のように cvfsckコマンドラインユーティリティ（「
/Library/Filesystems/Xsan/bin/」にあり
ます）を実行して、ボリュームを修復せずに確認します。 

$ sudo cvfsck -vn volume

ここで、 volume は
Xsan ボリュームの名前です。ジャーナルがアクティブであるという警告が
表示されますが、これは正常な動作です。

このコマンドについて詳しくは、 cvfsckのマニュアルページ（
manで表示）を参照してください。
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ボリュームを修復する 

cvfsckユーティリティによってボリュームに問題があることが判明した場合は、同じコマンド

を使用してボリュームを修復できます。

ボリュームを修復するには：

1 ボリュームを停止します。

「
Xsan
Admin」を開き、ボリュームを選択して「ボリュームを停止」をクリックします。


2「ターミナル」を開きます（「
/アプリケーション
/ユーティリティ
/」にあります）。


SANのコントローラコンピュータを使用していない場合は、次のように 
SSH を使用してコント
ローラにリモートでログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はコントローラコンピュータの管理者ユーザで、 computer はコントローラの名

前または
IPアドレスです。 


3

 

cvfsckコマンドラインユーティリティ（「
/Library/Filesystems/Xsan/bin/」にあります）を実
行して、ジャーナルを修復します： 

$ sudo cvfsck -j volume




4 さらに修復が必要かどうかボリュームを確認するには： 
$ sudo cvfsck -vn volume




5 前の手順で生成されたレポートに問題がほかにも記載されている場合は、次のコマンドを入力
して完全なチェックを実行して、ボリュームを修復します： 

$ sudo cvfsck -v volume

このコマンドについて詳しくは、 cvfsckのマニュアルページ（
manで表示）を参照してください。






4
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4 クライアントとユーザを管理する

この章では、クライアントコンピュータとそのユーザを追加、制
御、および取り除く方法について説明します。


Xsan クライアントは、
SAN に対するアクセス権を持つコンピュータです。この章では、次の操
作を行う方法について説明します：

Â クライアントを追加する（
106
ページ）

Â ボリュームをクライアントにマウントする（
108
ページ）

Â クライアントとユーザのアクセスを制御する

Â フォルダへのアクセスを制御する（
109
ページ）

Â アクセス制御リストを設定する（
110
ページ）

Â クライアントからボリュームをマウント解除する（
110
ページ）

Â クライアントのアクセスを読み出し専用に制限する（
110
ページ）

Â




SANからクライアントを取り除く、またはクライアントから
Xsanソフトウェアを取り除く
（
111
ページ）

Â




Windows のユーザ
IDとグループ
IDをマップする（ 
112
ページ）

Â ボリュームのクオータを設定および確認する

Â ユーザとグループのクオータを設定する（
114
ページ）

Â ユーザのクオータの使用状況を確認する（
117
ページ）

Â クライアントによるクオータ使用状況の確認を支援する（
119
ページ）
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Â ネットワークアカウント用にローカルのホームフォルダを作成する（
120
ページ）

クライアントを追加する
コンピュータから
SANボリュームへのアクセスを可能にするには、そのコンピュータを
SAN ク
ライアントとして設定する必要があります。

クライアントコンピュータを
SANに追加するには：

1 まだクライアントコンピュータを
SAN のファイバーチャネル・ネットワークおよび
Ethernet
ネットワークに接続して
Xsanソフトウェアをインストールしていない場合は、そうします。









第
4章   クライアントとユーザを管理する
 107


2「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストで 
SANを選択して、「作成」をクリック
します。


3「コンピュータ」をクリックし、リストから新しいコンピュータを選択して、「編集」をクリッ
クします。


4「役割」ポップアップメニューから「クライアント」を選択します。

コンピュータをクライアントとして使用するが、
SANのスタンバイコントローラとしても使用可
能にする場合に、「コントローラ」を選択できます。


5




Xsanソフトウェアのシリアル番号を入力します。 


Xsanのシングルコピー用シリアル番号は、
Xsanのインストールディスクのケースに記載されて
います。サイトライセンス用のシリアル番号を購入した場合は、ライセンス購入時に付属してい

た書類を参照してください。


6 サイトライセンス用のシリアル番号を使用する場合は、「登録名」および「登録組織名」フィー
ルドに登録した被許諾者および組織を入力します。


7「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。

これで、
Xsanボリュームをクライアントにマウントできます。

クライアントを
StorNext
SANに追加する

ADIC 社の
StorNext
File
System をすでに設定している場合は、
Macintosh
Xsanクライアント
をこれに追加できます。詳しくは、付録 
Aを参照してください。
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ボリュームをクライアントにマウントする
クライアントコンピュータにログインしているユーザは、
SANボリュームをマウントすることは
できません。
SAN 管理者が、「
Xsan
Admin」を使用して、ボリュームをクライアントコンピュー
タにマウントする必要があります。


Xsanボリュームをクライアントにマウントするには： 

1「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「クライアン
ト」をクリックします。


2 リストからクライアントコンピュータを選択します。 


3 ボリューム上のファイルの変更をクライアントに許可する場合は、「読み／書き権限でマウン
ト」をクリックします。

クライアントがボリュームを変更できないようにする場合は、「読み出しのみ権限でマウント」を

クリックします。


Xsan ボリュームをクライアントにマウントするのは一度だけで十分です。ユーザがログアウト
したり、クライアントコンピュータを再起動したりしても、管理者またはクライアント上のユー

ザがボリュームをマウント解除しない限り、ボリュームはマウントされたままです。ユーザがボ

リュームをマウント解除する場合は、コンピュータを再起動するとボリュームが自動的に再マウ

ントされます。

コマンドラインから

「ターミナル」で mount コマンドを使用して、ボリュームをクライアントにマウントすることも

できます。詳しくは、 mount のマニュアルページ（
manで表示）または
179
ページの「
Xsan ボ
リュームをマウントする」を参照してください。
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クライアントとユーザのアクセスを制御する

SANボリューム上の情報へのアクセスは、以下のいくつかのレベルで制御できます：
Â「
Finder」を使用して、オーナー、グループ、および一般のアクセス権を指定することで、ボ
リューム上のフォルダへのユーザアクセスを制限できます（フォルダレベル）。

Â



Mac

OS

X
Serverの「ワークグループマネージャ」にあるアクセス制御リストを使用して、ボ
リューム上のフォルダまたはボリューム全体へのユーザアクセスを制限できます（フォルダ／

ボリュームレベル）。

Â 選択したクライアントコンピュータから
SANボリュームをマウント解除できます（ボリューム
レベル）。

Â クライアントコンピュータからボリュームへのアクセスを読み出し専用に制限できます（ボ

リュームレベル）。

Â クライアントを
SAN から取り除くことができます（
SANレベル）。

ボリューム上のフォルダへのアクセスを制御する
ユーザのアクセスを
 SAN ボリューム上の特定のフォルダに制限するには、そのフォルダにアク
セス権を割り当てます。

フォルダにアクセス権を割り当てるには： 

1 ボリュームが開始され、コントローラにマウントされていることを確認します。

ボリュームを開始するには、ボリュームを選択して「ボリュームを開始」をクリックします。ボ

リュームをマウントするには、ボリュームを選択して「クライアント」をクリックし、コント
ローラを選択して「読み／書き権限でマウント」をクリックします。


2「
Xsan
Admin」で、フォルダを含むボリュームを選択し、「アフィニティ」をクリックします。

ボリュームが属する
SANの下にある「
SANコンポーネント」リストにボリュームが表示されます。


3 リストからフォルダを選択し、ウインドウの下部でアクセス権を指定します。

4「保存」をクリックします。
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アクセス制御リストを設定する

Mac

OS

X
Serverの「ワークグループマネージャ」にあるアクセス制御リスト（
ACL）を使用し
て、
SANボリュームまたは
SANボリューム上のフォルダへのアクセスを制御できます。

ボリュームまたはフォルダのアクセス制御リストを設定するには：

m そのボリュームで
ACLが有効になっていることを確認します。詳しくは、
100
ページの「アクセ
ス制御リストを有効または無効にする」を参照してください。次に、「ワークグループマネー

ジャ」を開き、「共有」をクリックします。
SANボリュームまたはフォルダを選択し、「アクセ
ス」をクリックして、ユーザ名またはグループ名をアクセス制御リストにドラッグします。詳

しくは、「ワークグループマネージャ」のオンスクリーンヘルプを参照してください。

クライアントからボリュームをマウント解除する
クライアントがボリュームにアクセスできないようにするため、ボリュームをクライアントから

マウント解除できます。クライアントが自分で
SAN ボリュームをマウントすることはできませ
ん。クライアントに
SANボリュームをマウントできるのは管理者だけです。

ボリュームをマウント解除するには：

1「
Xsan
Admin」を開き、ボリュームを選択して「クライアント」をクリックします。 


2 リストからクライアントコンピュータを選択し、「マウントを解除」をクリックします。

クライアントのアクセスを読み出し専用に制限する
クライアントにログインしているユーザが
SAN ボリュームのデータを変更しないようにするた
め、ボリュームに読み出し専用アクセス権を指定してクライアントにマウントできます。

読み出し専用のボリュームアクセスを許可するには： 

1「
Xsan
Admin」を開き、ボリュームを選択して「クライアント」をクリックします。 


2 クライアントコンピュータを選択します。
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3 ボリュームがクライアントにすでにマウントされている場合は、「マウントを解除」をクリック
します。


4「読み出しのみ権限でマウント」をクリックします。

クライアントを
SANから取り除く
クライアントコンピュータが
SANボリュームにアクセスすることがないように、
SAN からクラ
イアントコンピュータを取り除くことができます。


SANからクライアントを取り除くには：
m クライアントを
SAN の
Ethernetおよびファイバーチャネル・ネットワークから物理的に切断す
るか、クライアントから
Xsanソフトウェアを取り除きます。


Xsanソフトウェアをコンピュータから取り除く
コンピュータを
SAN 上で使用しなくなった場合は、
Xsan ソフトウェアをコンピュータから取り
除くことができます。


Xsanソフトウェアをアンインストールするには：

1 コンピュータにマウントされているすべてのボリュームをマウント解除します。

「
Xsan
Admin」を開き、ボリュームを選択して「クライアント」をクリックします。次にクライ
アントコンピュータを選択して、「マウントを解除」をクリックします。


2




Xsanのインストールディスクをセットし、「
Uninstall_Xsan.pkg」をダブルクリックします。

ソフトウェアを取り除いた後で、別のコンピュータでこのソフトウェアおよび関連付けられたシ

リアル番号を再利用できます。
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Windowsのユーザ
IDとグループ
IDをマップする
ボリュームの「
Windows
ID マッピング」設定を使用して、
Windows クライアントのユーザと
グループの情報を
Xsan 互換のユーザ
ID（
UID）とグループ
ID（
GID）にマップする方法を指定
できます。
Windows クライアントから
Xsanボリュームにアクセスするために必要な作業です。

参考：
IDマッピングを使用するには、
Windowsクライアント上で
StorNext
2.7を実行している
必要があります。
Xsan コントローラおよびクライアントでは、
Xsan
1.3 以降を実行している必
要があります。


Windows クライアントでは、次の方法のいずれかを使用して
UIDと
GIDを提供できます：

Â「GUID から IDを作成」：
Windows クライアントは、
Active
Directory ドメイン内の
GUID
（
Globally
Unique
Identifier）情報に基づいて、
UID と
 GID を動的に生成します。たとえば、

SAN上の
Macintoshコンピュータが
Active
Directoryにバインドされていて、「ディレクトリ
アクセス」の「
Active
Directory」プラグインが
IDを自動的に生成するように設定されている
場合には、この方法を選択する必要があります。

Â「LDAP（RFC 2307）のID を使用」：
Windows クライアントは、
Active
Directoryレコード内
の
uidNumber 属性と
gidNumber属性から、
UIDと
GID の値を取得します。たとえば、
SAN
上の
Macintoshコンピュータが
Active
Directoryにバインドされていて、「ディレクトリアク
セス」の「
Active
Directory」プラグインが 
IDを
uidNumber と
gidNumberにマップするよ
うに設定されている場合には、この方法を選択します。

重要：
IDが競合しないようにするために、
SAN上のすべてのコンピュータで同じ 
Active

Directoryドメインおよび同じ 
IDマッピング方法を使用してください。
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Windows
IDのマッピング方法を選択するには：

1「
Xsan
Admin」で、「
SANコンポーネント」リストからボリュームを選択して、「クライアント」
をクリックします。次に、すべてのクライアントおよびコントローラからボリュームをマウン

ト解除します。


2「ボリュームを停止」をクリックします。

重要：（手順
 1 で）ボリュームを停止する前にマウント解除しなかった場合、ボリュームがマウ
ントされているコンピュータでサーバがもう使用できないことを示す警告が表示されたら必ず

「接続解除」をクリックするようにしてください。


3




SANを選択し、「作成」をクリックして、「ストレージ」をクリックします。


4 リスト内のボリュームをダブルクリックします。


5「
Windows
ID マッピング」ポップアップメニューからマッピング方法を選択します。

「
LDAP（
RFC
2307）の
IDを使用」を選択した場合は、ディレクトリレコードに
uidNumber 属
性または
gidNumber 属性が含まれていないときに使用する
ID番号を変更できます。


6「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。


7「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「ボリュームを開始」をクリックし
ます。


8「クライアント」をクリックし、ボリュームがマウントされていた各クライアントでボリューム
を再マウントします。
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ユーザとグループのクオータを設定する
クオータを設定して、ユーザまたはグループが使用できるストレージの容量を管理できます。

ユーザとグループのストレージクオータを設定するには：

1 ボリュームがまだ開始されていない場合は、開始します。

「
Xsan
Admin」を開き、ボリュームを選択して「ボリュームを開始」をクリックします。


2「
Xsan
Admin」で、ボリュームを選択して「クオータ」をクリックします。


3 ユーザまたはグループがリストにない場合は、リストの横にある追加（ 
+）ボタンをクリックし
て、ユーザまたはグループをパネルからリストにドラッグします。
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ユーザまたはグループがパネルに表示されない場合は、「ディレクトリアクセス」を開いて、コ

ンピュータが正しい認証用ディレクトリを使用していることを確認してください。 


4 リストからユーザまたはグループを選択して、リストの下のフィールドにハードクオータ、ソ
フトクオータ、および猶予期間を入力します。


5「保存」をクリックして指定されたクオータを適用するか、「元に戻す」をクリックして前回保
存した値に戻します。

コマンドラインから

「ターミナル」で cvadmin quotas setコマンドを使用して、ユーザクオータを設定すること

もできます。詳しくは、 cvadminのマニュアルページ（
manで表示）または
164
ページの「ボ
リュームおよびストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を参照してくだ
さい。


Xsanのクオータについて

Xsan では、制限を加える各ユーザまたはグループに対して、ソフトクオータとハードクオータ
の
2 つのディスク容量クオータを適用します。これらを組み合わせて設定して、ユーザまたはグ
ループが使用できるストレージの容量に明確な制限を設けることができます。ただし、予期しな

いストレージが必要になった場合は、追加の容量を一時的に使用できます。 
SAN上のボリューム
ごとに個別にクオータを指定します。クオータを指定されていないユーザは、ボリューム上の使

用可能な容量をすべて使用できます。

ソフトクオータ

ソフトクオータは、通常ユーザまたはグループによる使用が予想される最大容量です。これが

「ソフト」と呼ばれるのは、指定した猶予期間の間、ハードクオータで指定した容量まで超過で

きるためです。
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ハードクオータ

ハードクオータは、ユーザまたはグループが使用可能な容量の絶対限界です。ユーザは、ハード

クオータで指定された容量を超えて使用することはできません。ハードクオータを超えようとし

たユーザには、エラーコード
-1425を含むメッセージが表示されます。

猶予期間

ユーザまたはグループは、指定された猶予期間内にソフトクオータの制限内に戻る限り、ペナル

ティなしで各ソフトクオータを超過できます。

ソフトクオータからハードクオータへの変更

ユーザまたはグループが猶予期間より長い間ソフトクオータを超過した場合、ソフトクオータは

ハードクオータに変更されます。ユーザまたはグループは、以前のファイルを削除してソフトク

オータの制限内に戻るまで、追加のデータをボリュームに保存できなくなります。

例

たとえば、佐藤さんという人にソフトクオータを
 75
GB、ハードクオータを
 100
GB、猶予期間
を
48 時間割り当てるとします。佐藤さんは、ファイル用に最大
75
GBの容量をいつでも必要な
だけ使用できます。非常に大きな追加のファイルがあっても、合計
100
GB までならボリューム
にコピーできます。その後、ファイルを削除してソフトクオータの制限である
75
GB以内に戻す
ための猶予期間が
48時間あります。
48時間たった後も
75
GBを超える容量を使用している場合
は、
Xsanによってハードクオータが 
75
GB にリセットされ、ストレージの使用容量が強制的に
削減されます。十分なファイルを削除して 
75
GBのクオータ制限内に戻るまで、佐藤さんは追加
のファイルをボリュームにコピーまたは保存できません。

クオータを正確に設定するために
SANユーザを矛盾がないように定義する

Xsan ユーザのクオータ情報を正確にするために、
SAN 上のすべてのコンピュータでユーザ名と

IDの定義が矛盾していないことを確認してください。詳しくは、 
54
ページの「
SANのユーザと
グループを設定する」を参照してください。
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ユーザクオータの使用状況を確認する
「
Xsan
Admin」を使用してファイルシステムのクオータを確認し、ユーザおよびグループに割り
当てられた容量のうちどれくらいが使用されているかを確認できます。

ハードクオータ

ソフトクオータ
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クオータの使用状況を表示するには：

m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「クオータ」
をクリックします。

最新の情報が表示されていることを確認して、ウインドウの上部にある「更新」をクリックし

ます。

「
Xsan
Admin」により、各ユーザまたはグループに関する以下の情報がリストされます：
Â クオータ：ソフトクオータおよびハードクオータ。たとえば、「
75
–
100
MB」はソフトクオー
タが
75
MB、ハードクオータが 
100
MBであることを示します。

Â 使用状況：ユーザのファイルが使用している容量。

Â クオータの状況：緑色は、ユーザまたはグループがソフトクオータの範囲内にあることを示し

ます。黄色は、使用状況がソフトクオータを超過しているが、猶予期間内にあることを示しま

す。赤色は、ソフトクオータの超過期間が猶予期間を超え、ソフトクオータがハードクオータ

に変更されたため、使用状況ハードクオータの制限を超過していることを示します。

ユーザまたはグループがクオータの一定の割合を超過したときに、メールまたはポケベルで通知

するように
Xsan を設定できます。詳しくは、
138
ページの「状況通知を設定する」を参照して
ください。

クオータおよびその設定方法について詳しくは、
114
ページの「ユーザとグループのクオータを
設定する」を参照してください。

コマンドラインから

「ターミナル」で cvadmin quotas getコマンドを使用して、ユーザのクオータを確認するこ

ともできます。詳しくは、 cvadmin のマニュアルページ（
man で表示）または
 164
ページの
「ボリュームおよびストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を参照してくだ
さい。
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クライアントによるクオータ使用状況の確認を支援する
クライアントコンピュータで作業を行う、「
Xsan
Admin」へのアクセス権がない
SANユーザは、
「
Xsan
User
Quotas」アプリケーションを使用して自分用のクオータの容量を確認できます。

クライアントコンピュータからクオータを確認するには：

m「
Xsan
User
Quotas」アプリケーション（「
/アプリケーション
/サーバ
/」にあります）を開き
ます。

参考：「
Xsan
User
Quotas」アプリケーションは、
Mac

OS

X または
Mac

OS

X
Server バージョ
ン
 10.4 以降を実行するコンピュータにのみインストールされます。それより前のバージョンの

Mac
OSでは、このアプリケーションは使用できません。
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ネットワークアカウント用にローカルのホームフォルダを作成する

SAN のユーザアカウントを一元化されたディレクトリ内に作成すると、 
SAN に接続されたコン
ピュータのユーザアカウントを管理する作業が簡単になります。ただし、「
Final
Cut
Pro」など
の一部のアプリケーションは、使用しているコンピュータ上にローカルのホームフォルダが存在

する場合に、最も効果的に機能します。

ネットワーク・ユーザ・アカウント用にローカルのホームフォルダを作成するには：

1 オープンディレクトリのマスターとして機能しているサーバ上で「ワークグループマネージャ」
を開きます。


2「ユーザ」タブをクリックし、ユーザを選択して「ホーム」をクリックします。


3 リストの下にある追加（
+）ボタンをクリックします。


4「ホーム」フィールドに「
/Users/<shortname>」と入力します。
<shortname>はユーザ名
（ショートネーム）で置き換え、引用符は付けません。


5「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。

ユーザの初回ログイン時に、クライアントコンピュータ上にユーザのホームフォルダが作成され

ます。






5
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5 メタデータコントローラを管理する

この章では、
Xsan メタデータコントローラを追加、切り替え、
監視、およびアップグレードする方法について説明します。

設定した
 SAN ボリュームはすべて、メタデータコントローラによって管理されます。使用中の
コントローラが応答しなくなってもクライアントがボリュームを確実に使用できるようにする

ため、プライマリコントローラに障害が発生した場合にボリュームの制御を引き継ぐスタンバイ

コントローラを設定できます。

この章では、次の操作を行う方法について説明します：

Â コントローラを追加する（
122
ページ）

Â コントローラのフェイルオーバー優先順位を設定する（
124
ページ）

Â スタンバイコントローラに切り替える（
124
ページ）

Â ボリュームを管理しているコントローラを確認する（
125
ページ）

Â コントローラが管理するボリュームをリストする（
127
ページ）

Â コントローラの
IPアドレスを変更する（
128
ページ）

Â コントローラソフトウェアをアップグレードする（
129
ページ）
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コントローラを追加する
プライマリコントローラに障害が発生してもボリュームを引き続き使用できるように、
1 つ以上
のスタンバイコントローラを
SANに追加できます。

コントローラとして動作するよう設定されたコンピュータはすべて、クライアントとしても機能

できます。このため、スタンバイコントローラとしてのみ動作する専用のコンピュータを必要と

しない場合は、既存のクライアントを使用できます。
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コントローラを追加するには：

1 まだ新しいコントローラコンピュータを
SANのファイバーチャネル・ネットワークおよび 


Ethernetネットワークに接続して
Xsanソフトウェアをインストールしていない場合は、そう
します。


2「
Xsan
Admin」の「
SAN コンポーネント」リストから
SANを選択して、「作成」をクリックし
ます。


3 コンピュータリストから新しいコントローラを選択して、「編集」をクリックします。


4「役割」ポップアップメニューから「コントローラ」を選択します。


5 フェイルオーバー優先順位を選択して、「
OK」をクリックします。 


6 コントローラが
SAN 上のほかの装置との通信に使用する
Ethernetインターフェイスを選択し
ます。


7




Xsanソフトウェアのシリアル番号を入力します。 


Xsanのシングルコピー用シリアル番号は、
Xsanのインストールディスクのケースに記載されて
います。サイトライセンス用のシリアル番号を購入した場合は、ライセンス購入時に付属してい

た書類を参照してください。


8 サイトライセンス用のシリアル番号を使用する場合は、「登録名」および「登録組織名」フィー
ルドに登録した被許諾者および組織を入力します。これらの名前は、ライセンス購入時に提供

された名前の通りに入力してください。


9「
OK」をクリックします。
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コントローラのフェイルオーバー優先順位を設定する
ボリュームのプライマリコントローラに障害が発生したときに、
Xsan では、使用可能なスタン
バイコントローラのフェイルオーバー優先順位を使用して切り替え先のコントローラを決定し

ます。

コントローラのフェイルオーバー優先順位を設定するには：

1「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストから
SANを選択して「作成」をクリック
し、「コンピュータ」をクリックします。


2 コンピュータリストからコントローラを選択して、「編集」をクリックします。


3 フェイルオーバー優先順位を選択して、「
OK」をクリックします。

スタンバイコントローラに切り替える 

cvadmin コマンドを使用するか、ボリュームのファイル・システム・マネージャのプロセスを

停止することで、使用中のメタデータコントローラに対してボリュームの制御をスタンバイコン

トローラに引き渡すように強制できます。

ボリュームをスタンバイコントローラに切り替えるには：

1



SANに接続された任意のコントローラまたはクライアントで「ターミナル」を開きます（「
/アプ
リケーション
/ユーティリティ 
/」にあります）。


2「ターミナル」で、次のように入力します： 
$ sudo cvadmin -e ”fail volume“

ここで、 volumeは
Xsanボリュームの名前です。

コントローラが管理するボリュームのリストを表示するには、コントローラで「ターミナル」を

開いて、次のように入力します： 

$ sudo cvadmin -e select
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ボリュームを管理しているコントローラを表示するには、「
Xsan
Admin」を開いてボリュームを
選択し、「概要」をクリックします。

ボリュームを管理しているコントローラを確認する
コントローラのフェイルオーバーの結果、特定のボリュームの制御があるコントローラから別の

コントローラに移動することがあります。「
Xsan
Admin」を使用して、現在どのコントローラが
特定のボリュームを管理しているかを確認できます。

選択した

ボリューム
を管理する

コント
ローラ
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ボリュームのコントローラを表示するには：

m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して「概要」をク
リックします。

コマンドラインから

「ターミナル」で cvadminコマンドを使用して、ボリュームを管理しているコントローラを確認

することもできます。コントローラで「ターミナル」を開いて、次のように入力します： 

$ sudo cvadmin -e select

詳しくは、 cvadminのマニュアルページ（
manで表示）または
164
ページの「ボリュームおよ
びストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を参照してください。
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コントローラが管理するボリュームをリストする
「
Xsan
Admin」または cvadminコマンドを使用して、特定のコントローラが管理している
SAN
ボリュームを確認できます。

管理対象のボリュームをリストするには：

m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストで 
SANを選択して、「概要」をクリック
します。

選択した
SAN 上の
コントローラおよび
その管理対象の

ボリュームのリスト
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コマンドラインから

「ターミナル」で cvadmin select コマンドを使用して、コントローラが管理するボリューム

を確認することもできます。詳しくは、 cvadmin のマニュアルページ（
man で表示）または

164
ページの「ボリュームおよびストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を
参照してください。

コントローラの
IPアドレスを変更する

Xsanコントローラの 
IPアドレスを変更する必要がある場合は、次の手順に従ってください。

コントローラの
IP アドレスを変更するには：

1 スタンバイコントローラが使用可能になっていることを確認します。

スタンバイコントローラの状況を確認するには、「
Xsan
Admin」を開き、
SAN を選択して「作
成」をクリックします。次に、「コンピュータ」パネルで、スタンバイコントローラの横の状況

インジケータが緑色であることを確認します。


2「
Xsan
Admin」の「コンピュータ」パネルで、新規アドレスを指定するコントローラをダブル
クリックして、役割を「クライアント」に変更します。


3 コンピュータの
IPアドレスを変更します。

コンピュータで
Mac

OS

X を実行している場合は、「システム環境設定」の「ネットワーク」パ
ネルで
IPアドレスを変更します。

コンピュータで
Mac

OS

X
Serverを実行している場合は、 changeipコマンドラインツールを使

用してアドレスを変更します。詳しくは、「Mac OS X Server コマンドライン管理（英語版）」

（
www.apple.com/jp/server/documentation/ で配布）を参照してください。

警告：コントローラが管理するボリューム上のデータがすべて失われるのを避けるために、使用

可能なスタンバイコントローラを準備しておく必要があります。
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4 コンピュータを再起動します。


5「
Xsan
Admin」で、コンピュータの役割を「クライアント」から「コントローラ」に戻します。

ボリューム（スタンバイコントローラにより現在管理されている）の制御を新規
IPアドレスを持
つコントローラに戻すには、ボリュームを停止してから再起動します。次のようにコマンドライ

ンで入力して、強制的に切り替えることもできます： 

$ sudo cvadmin -e ”fail volume“

ここで、 volumeは
Xsanボリュームの名前です。

コントローラソフトウェアをアップグレードする
設定にスタンバイコントローラが含まれている場合は、
SANの処理を中断することなく
Xsan ソ
フトウェアをアップグレードできます。
Xsan のコントローラソフトウェアは、常に以前のバー
ジョンのクライアントソフトウェアと互換性があります（クライアントよりも
1 つ新しいバー
ジョンのコントローラを使用できます）。このため、コントローラを先にアップグレードしても、

コントローラと同じバージョンにアップグレードする適切な時が来るまで、クライアントコン

ピュータは引き続き正常に動作します。

重要：以下の手順は、
Xsan
1.3から
Xsan
1.4へのアップグレードなど、直前のバージョンの
Xsan
からアップグレードする場合にのみ利用できます。
Xsan
1.1または
1.2から 
Xsan
1.4へのアップ
グレードなど、途中のバージョンを省略する場合は、 
SAN を中断せずにソフトウェアを切り替え
ることは使用できません。アップグレード前に、
Xsan ボリュームをマウント解除して停止する
必要があります。


SANコントローラ、クライアント、およびストレージを以前のバージョンの
Xsanから
Xsan

1.4
に移行する際の詳しい方法（既存のストレージに及ぼす影響を最小限に抑えてアップグレードす

るためのヒントなど）については、「Xsan 移行ガイド」

（
www.apple.com/jp/server/documentation/ で配布）を参照してください。
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コントローラソフトウェアを中断せずにアップグレードするには：

1 すべてのボリュームをスタンバイコントローラに切り替えます。

プライマリコントローラに移動し、「ターミナル」を開いて次のように入力します： 

$ sudo cvadmin -e ”fail volume“

ここで、 volumeは
Xsanボリュームの名前です。

このコントローラが管理するボリュームのリストを表示するには、次のように入力します： 

$ sudo cvadmin -e select

ボリュームを管理しているコントローラを表示するには、「
Xsan
Admin」を開いてボリュームを
選択し、「概要」をクリックします。


2 すべてのボリュームがスタンバイコントローラによって管理されるようになったら、プライマ
リコントローラのソフトウェアをアップグレードします。


3 プライマリコントローラのアップグレードが終了したら、手順
1の方法を使って、使用中のボ
リュームの制御をプライマリコントローラに戻します。

これで、スタンバイコントローラをアップグレードできます。

コントローラの状況を監視する
コントローラの状況の確認またはレポートについて詳しくは、以下のトピックを参照してくだ

さい：

Â



136
ページの「コントローラの 
CPUおよびネットワーク使用状況を表示する」

Â




138
ページの「状況通知を設定する」

Â




139
ページの「ファイルシステムのプロセスの状況を確認する」

Â




139
ページの「
Xsanのログを表示する」






6
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SANの状況を監視する

この章では、
SAN およびそのコンポーネントの状態を確認する
方法について説明します。

この章では、次の操作を行う方法について説明します：

Â「
Xsan
Admin」のビューをロックして、
SANを安全に監視する（
132
ページ）

Â 以下の全体的な状況を確認する

Â




SAN（
133
ページ）またはボリューム（
134
ページ）

Â 次の空き容量を確認する

Â ボリューム（
135
ページ）

Â ストレージプール（
136
ページ）

Â コントローラによる全体的な
CPUおよびネットワーク使用状況を示すグラフを表示する
（
136
ページ）

Â ファイルシステムのプロセスによる
CPUおよびメモリ使用状況を示すグラフを表示する
（
137
ページ）

Â 状況通知を設定する（
138
ページ）

Â ファイルシステムのプロセスの状況を確認する（
139
ページ）

Â ログを表示する（
139
ページ）

Â ボリュームのクライアントを確認する（
140
ページ）

Â ファイバーチャネルの障害を確認する（
141
ページ）
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Â




Xserve
RAID システムの状況を確認する（
141
ページ）

「
Xsan
Admin」のビューをロックして安全に監視する
「ビューをロック」コマンドを使用することで、不注意または悪意により設定が変更される危険

を冒すことなく
SAN を監視できます。たとえば、安全でないコンピュータから
SANを監視した
り、設定を変更せずに
 SAN を監視することを特定のユーザに許可するような場合に、このコマ
ンドを使用できます。

ビューをロックするには：
m「
Xsan
Admin」を開いて、「表示」＞「ビューをロック」と選択します。

ビューがロックされている間、通常の方法で
SAN を監視できますが、
SAN の設定変更に使用す
るすべてのボタンおよびコントロールが使用不可になります。

ビューのロックを解除するには：

m「表示」＞「ビューをロック解除」を選択して、ユーザパスワードを入力します。
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SANの全体的な使用状況を確認する
「
Xsan
Admin」を使用して、
SANの全体的な状況を表示できます。


SANの状況を簡潔に確認するには：
m「
Xsan
Admin」を開き、
SANを選択して「概要」をクリックします。特定のボリュームのコン
トローラプロセスを確認するには、ボリュームを選択して「概要」をクリックします。
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ボリュームの全体的な状況を確認する
「
Xsan
Admin」を使用して、特定のボリュームの全体的な状況を表示できます。

ボリュームの状況を簡潔に確認するには：

m「
Xsan
Admin」を開き、ボリュームを選択して「概要」をクリックします。
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ボリュームの空き領域を確認する

SANボリュームで使用可能な容量を確認するには、いくつかの方法があります。

ボリュームで使用可能な空き容量を表示するには：
m ボリュームがマウントされたコンピュータを使用している場合は、
Finderウインドウでボ
リュームを選択し、ウインドウの下部でサイズ情報を確認するか（カラム表示またはリスト表

示で）、「ファイル」＞「情報を見る」と選択します。

m ボリュームがマウントされていないか、
SANの一部ではないコンピュータを使用している場合
は、「
Xsan
Admin」を開いて
SANコントローラに接続し、「
SANコンポーネント」リストでボ
リュームを選択して「概要」をクリックします。

参考：ボリュームのサイズをレポートする際、「
Xsan
Admin」は、ジャーナルデータとメタデー
タだけを保存するように設定されたストレージプール上の領域を含めません。ユーザがデータを

保存できるストレージプール上の領域だけ（つまり、「すべてのデータ」または「ユーザデータ

のみ」用に設定されたストレージプール）が計算されます。たとえば、
120ギガバイト（
GB）の
ストレージプールを
4 つ作成し、その
1 つをジャーナルおよびメタデータ専用に指定した場合、
「
Xsan
Admin」はボリュームのサイズを
480
GBではなく
360
GBとレポートします。

コマンドラインから 

cvadmin stat コマンドを使用して、ボリュームの空き容量を確認することもできます。詳し

くは、 cvadminのマニュアルページ（
manで表示）または
164
ページの「ボリュームおよびス
トレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を参照してください。












136 第
6章   
SAN の状況を監視する

ストレージプールの空き容量を確認する
ボリュームの空き容量の確認に加えて、ボリュームを構成する個々のストレージプールの空き容

量も確認できます。

ストレージプールで使用可能な空き容量を表示するには：

1「
Xsan
Admin」を開いて、
SANコントローラに接続します。


2「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択し、「概要」をクリックして、ウインドウの
下部にある「ストレージプール」リストを確認します。

コマンドラインから 

cvadmin showコマンドを使用して、ストレージプールの空き容量を確認することもできます。

詳しくは、 cvadminのマニュアルページ（
manで表示）または
164
ページの「ボリュームおよ
びストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を参照してください。

クオータの使用状況を確認する
詳しくは、
117
ページの「ユーザクオータの使用状況を確認する」を参照してください。

コントローラの
CPUおよびネットワーク使用状況を表示する
「
Xsan
Admin」を使用して、コントローラによる
CPU、
IP ネットワーク、およびファイバーチャ
ネル・ネットワークの最長
7日間にわたる全体的な使用状況を示すグラフを表示できます。

使用状況を示すグラフを表示するには：

1「
Xsan
Admin」を開いて、コントローラに接続します。 


2「
SANコンポーネント」リストで
SANを選択して、「グラフ」をクリックします。
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3 グラフで表示するデータのタイプを「表示」ポップアップメニューから、コンピュータを「対
象」ポップアップメニューからそれぞれ選択します。ウインドウの下部にあるスライダを使用

して、グラフで表示する期間を調節します。

グラフの数学的スムージングを無効にして、データポイントだけを表示するには、「
Xsan
Admin」
＞「環境設定」と選択して、「
12 時間以下のグラフをなめらかにする」を無効にします。

ファイルシステムの
CPUおよびメモリ使用状況を表示する
「
Xsan
Admin」を使用して、コントローラ上の特定のボリュームを制御しているファイルシステ
ム（
fsm）プロセスの
CPU およびメモリ使用状況を示すグラフを表示できます。

ボリュームのプロセスによるリソース使用状況を表示するには：

1「
Xsan
Admin」を開いて、コントローラに接続します。 


2「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「グラフ」をクリックします。


3 グラフで表示するデータのタイプを「表示」ポップアップメニューから、コンピュータを「対
象」ポップアップメニューからそれぞれ選択します。ウインドウの下部にあるスライダを使用

して、グラフで表示する期間を調節します。

グラフの数学的スムージングを無効にして、測定されたデータポイントだけを表示するには、

「
Xsan
Admin」＞「環境設定」と選択して、「
12時間以下のグラフをなめらかにする」を無効に
します。

コマンドラインから

「ターミナル」で topコマンドを使用して fsmという名前のプロセスを確認しても、ファイルシ

ステムのプロセスによる現在の
CPUおよびメモリ使用状況を確認できます。
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状況通知を設定する

Xsanでは、次の場合にメールまたはポケベルで管理者に通知することができます：
Â コントローラがバックアップに切り替えられた

Â ファイバーチャネル接続に障害が発生した

Â ボリュームの空き容量が指定した割合を下回った

Â ユーザまたはグループが指定されたソフトクオータを超過した

Â シリアル番号が間もなく有効期限切れになる

メール通知をローカルネットワークの外部に送信するには、コントローラから
SMTPサーバにア
クセスする必要があります。


Xsanで状況通知を送信するには：

1「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストで 
SANを選択して「作成」をクリック
し、「通知」をクリックします。


2 追加ボタン（
+）をクリックして、メールアドレスまたはポケベルの番号を連絡先リストに追加
します。


3 リストの新しいエントリーをダブルクリックして、メールアドレスまたはポケベルのテキスト
メッセージアカウントのアドレスを入力し、
Returnキーを押します。


4 ポケベル用のエントリーの場合は、「ポケベル」列のチェックボックスを選択します。 


5 通知を送信する原因となる状態（「通知内容」の横にあります）を選択します。


6「
SMTP情報」をクリックして、送信者の名前とメールサーバのアドレスを入力します。


7「保存」をクリックします。


8 テストするには、アドレスを選択して「テスト通知を送信」をクリックします。
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ファイルシステムのプロセスの状況を確認する
「
Xsan
Admin」を使用して、
Xsan ファイルシステムのプロセスが稼働しているかどうかを確認
できます。


Xsanのプロセスが稼働しているかどうかを確認するには：
m メインコントローラのプロセスを確認するには、「
Xsan
Admin」を開き、
SANを選択して「概
要」をクリックします。特定のボリュームのコントローラプロセスを確認するには、ボリュー

ムを選択して「概要」をクリックします。

コマンドラインから

「ターミナル」で cvadminコマンドを使用して、ファイルシステムのプロセスが稼働しているか

どうかを確認することもできます。詳しくは、 cvadmin のマニュアルページ（
manで表示）また
は
164
ページの「ボリュームおよびストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」
を参照してください。


Xsanのログを表示する
「
Xsan
Admin」を使用して、
Xsan がコンピュータのシステムログおよびコンソールログに書き
込んだ診断および情報メッセージを表示できます。

システムログを表示するには：
m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストで 
SANを選択して、「ログ」をクリック
します。「表示」ポップアップメニューを使用してログを変更し、「対象」ポップアップメ

ニューを使用して別のコンピュータに切り替えます。特定のテキストを含むエントリーを検索

するには、「検索」フィールドにテキストを入力して
Returnキーを押します。
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ボリュームログを表示するには：

m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「ログ」をク
リックします。

コマンドラインから

特定のボリュームのログをコマンドラインから表示するには、次のログファイルを参照します：


/Library/Filesystems/Xsan/data/<volume>/log/cvlog

<volume>はボリュームの名前です。

ボリュームのクライアントを確認する
「
Xsan
Admin」を使用して、ボリュームを使用しているクライアント数の概要、またはそれらの
クライアントの完全なリストを表示できます。

ボリュームを使用しているクライアントを表示するには：

m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して、「クライアン
ト」をクリックします。

ボリュームをマウントしているクライアントの数を表示するには：
m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストでボリュームを選択して「概要」をク
リックします。

コマンドラインから

「ターミナル」で cvadmin who コマンドを使用して、ボリュームのクライアントのリストを表

示することもできます。詳しくは、 cvadminのマニュアルページ（
manで表示）または
164
ペー
ジの「ボリュームおよびストレージプールの設定を表示または変更する（
cvadmin）」を参照し
てください。
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ファイバーチャネルの接続障害を確認する
ファイバーチャネルの接続障害またはエラーは、システムログに記録されます。

システムログを表示するには：
m「
Xsan
Admin」を開き、「
SANコンポーネント」リストで 
SANを選択して、「ログ」をクリック
します。「表示」ポップアップメニューから「システムログ」を選択し、「対象」ポップアップ

メニューから対象のコンピュータを選択します。


Xserve
RAIDシステムの状況を確認する
「
RAID
Admin」アプリケーションを使用して、
Xserve
RAIDシステムと、
Xserve
RAID システム
で
Xsanボリュームのストレージとして提供しているアレイ、スライス、および
LUNの状態を確
認できます。


Xserve
RAIDシステムおよび
LUNの状態を表示するには：
m「
RAID
Admin」（「
/アプリケーション
/サーバ
/」にあります）を開きます。








7
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SANの問題を解決する

この章では、
SAN の操作中に発生する可能性がある一般的な問
題の解決方法について説明します。


Xsan
SAN の設定、管理、または使用時に発生する可能性のある一般的な問題の解決方法につい
ては、この章を参照してください。


LUNにアクセスできないことを報告するダイアログがクライアントで
表示される

Xsanボリュームに
2TB（テラバイト）よりも大きな
LUNを使用できるようになりました。ただ
し、古いクライアント（
Mac

OS

X
10.3
Panther で
Xsan を実行するクライアント、または

Mac

OS

X
10.4
Tigerで
Xsan
1.2 以前を実行するクライアント）では、このような大きいサイズ
の
LUN を読み取ることができません。これらの古いクライアントでは、
LUN を読み取れないこ
とを示すダイアログが表示されます。このダイアログは、「無視」をクリックして閉じてください。

「フォーマット」はクリックしないでください。クリックすると、対応する
Xsanボリューム上の
情報が失われます。


2
TB よりも大きい
LUN を使用する場合は、
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Server
v10.4で
Xsan
1.3
以降を実行するようにクライアントをアップグレードしてください。
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「
Xsan
Admin」を使用してコンピュータに接続できない
管理者用コンピュータと
SAN コンピュータの間にファイアウォールがある場合は、
TCP ポート

311が開いていることを確認します。


Xsanソフトウェアをインストールできない
インストーラにより「特定のコンピュータに
Xsan
1.4ソフトウェアをインストールできない」と
いう内容のメッセージが表示される場合は、コンピュータに
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Server
バージョン
10.4.7以降がインストールされていることを確認してください。

一部のコンピュータが「
Xsan
Admin」に表示されない

SANにコントローラまたはクライアントとして追加したいコンピュータが「
Xsan
Admin」に表
示されない場合は、次の点を確認してください：

Â



Xsanソフトウェアがコンピュータにインストールされている。

Â コンピュータの電源が入っている。

Â コンピュータがスリープ状態ではなく、スリープにするよう設定されてもいない（「システム環

境設定」の「省エネルギー」パネルで確認できます）。

Â コンピュータがほかの
SAN コンポーネントと同じ
TCP/IP サブネットにある。（プライベート

Ethernet ネットワークとパブリック
Ethernetネットワークの両方を使用している場合は、す
べての
SANコンピュータが両方のネットワークに接続されている必要があります。）

ボリュームをクライアントにマウントできない
Â クライアントコンピュータを再起動してから、もう一度やり直してください。

Â すべてのファイバーチャネル・ケーブルが接続されていることを確認します。
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Â そのボリュームに
2TB（テラバイト）よりも大きい
LUN が含まれている場合は、クライアント
が
Xsan
1.3以降を実行していることを確認します。

Â その
Xsan ボリュームと同じ名前のほかのボリュームがクライアントにマウントされていない
ことを確認します。


Xserve
RAID
LUNにファイバーチャネルを介してアクセスできない
Â



Vixel
355ファイバーチャネル・スイッチを使用している場合は、
Xserve
RAIDシステムをスイッ
チの
FL（アービトレート型ループ）ポートに接続します。

Â




LUN が表示されないコンピュータを再起動してみてください。

Â ファイバーチャネル・スイッチの設定を調べて、
SANコンポーネントが同一のファイバーチャ
ネル・ゾーンにあることを確認します。


LUNまたはストレージプールの追加後にボリュームを再起動できない

LUN またはストレージプールの追加後にボリュームを再起動できない場合は、次の手順を実行し
てボリュームを以前の状態に戻すことができます。

以前のボリューム設定を復元するには：

1「
Xsan
Admin」を終了します。


2 ボリュームの各コントローラから「
/Library/Filesystems/Xsan/config/<volume>.cfg」ファイ
ルを削除します。


3 各コントローラ上で、ボリュームの以前の設定ファイルの名前を、

「
/Library/Filesystems/Xsan/config/<volume>.cfg.backup」

から

「
/Library/Filesystems/Xsan/config/<volume>.cfg」に変更します。












146 第
7章   
SAN の問題を解決する


4「
Xsan
Admin」を開いて、ボリュームを再起動します。

一部の
LUNが「
Xsan
Admin」に表示されない
以前に別の
Xsanストレージプールで使用するためのラベルが設定されたアレイを再利用する場
合は、古いラベルを取り除かないと、「
Xsan
Admin」がその
LUN を使用可能として認識しない
ことがあります。これは、以前に使用した
LUN をスライスする場合にも発生することがありま
す。この場合は、古いラベルが設定されている最初のスライスにラベルを再設定してください。

古いラベルを使用して
LUNがマウントされているかどうかを確認するには、「ターミナル」を開
いて次のように入力します： 

$ sudo cvlabel -l -s

これにより、古いラベルが表示されます。次の出力例では、ラベルは「 
sanvol1」です： 

/dev/rdisk4/ [APPLE Xserve RAID 1.23] CVFS 

 

“

 

sanvol1

 

”

 

 ...

ディスクにラベルが設定されていない場合は、次の出力例に示すように、ファイルシステムおよ

びラベルが「
unknown」と表示されます： 

/dev/rdisk4/ [APPLE Xserve RAID 1.23] unknown ...

ディスクにラベルが設定されている場合は、既存のラベルを取り除く必要があります。

古いラベルを取り除くには：
m「ターミナル」で、次のように入力します： 

$ sudo cvlabel -u label

ここで、 labelは古いラベルです（上の例では sanvol1）。


LUN のラベルの削除後に、
LUNが「
Xsan
Admin」の「
LUN」パネルに表示されます。それでも
表示されない場合は、「
Xsan
Admin」を終了してサーバを再起動します。
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一部の
LUNが「
Xsan
Admin」に重複して表示される
使用している
Xserve
RAIDファームウェアのバージョンと「
RAID
Admin」アプリケーションの
バージョンが一致しない場合、「
Xsan
Admin」の「
LUN」パネルに 
LUN が重複して表示される
場合があります。

重複を取り除くには：
m「
RAID
Admin」を開き、
LUNを管理している
Xserve
RAIDシステムを選択して、「システム」＞
「
LUNマップを修復」と選択します。

「
LUN マップを修復」コマンドが表示されない場合は、最新バージョンの「
RAID
Admin」
（
www.apple.com/jp/support/で入手できます）にアップグレードしてください。

将来この問題が発生するのを避けるために、常に最新バージョンの「
RAID
Admin」を使用し、
これを使って最新のファームウェアをお使いの
Xserve
RAIDシステムにインストールしてくだ
さい。


Mac

OS

9コンピュータで作成されたファイルおよびフォルダに不正
な作成日付が表示される

Mac

OS

9を実行しているコンピュータは、
Mac

OS

X
Server の
AFPサービスを使用して再共有
される
Xsan ボリュームにファイルやフォルダを保存できます。ただし、 
Mac

OS

9 コンピュー
タの「
Finder」の「情報を見る」コマンドを使って表示されるこれらの項目の作成日付は、常に

2040年
2 月
4 日になります。
Max

OS

Xを実行しているコンピュータでは、同じファイルおよ
びフォルダの作成日付が空白で表示されます。どちらの場合も、「変更日」フィールドに正しい

作成日付が表示されます。
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コマンドラインツールの使用時の問題
Â



Xsanコマンドラインツールの使用時に「
command
not
found」という応答が返される場合は、
検索パスに「
/Library/Filesystems/Xsan/bin/」を追加するか、このフォルダに切り替えてから
コマンドを入力してください。たとえば、 cvadminツールを使用する場合は、次のように入力

します： 

$ cd /Library/Filesystems/Xsan/bin

$ sudo ./cvversions

Â

 

cvadmin ツールの使用時に「 
Cannot
list
FSS
-
reason
-Bad
file
descriptor」という応答が返
される場合は、ルートユーザとしてツールを使用していることを確認してください。ルートユー

ザとしてログインするか、 sudo コマンドを使ってツールを実行します。たとえば、次のよう

になります： 

$ sudo cvadmin

Â




Xsan コマンドラインツールのマニュアルページを表示しようとすると、「
No
 manual
 entry
for...」という応答が返される場合は、
Xsan のマニュアルページのフォルダ「
/Library/
Filesystems/Xsan/man」をマニュアルページの検索パスに追加する必要があります。これを行
うには、次の行を「
/usr/share/misc/man.conf」ファイル（
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
v10.4）
または「
/etc/manpath.config」ファイル（
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
v10.3）に追加します： 

MANPATH /Library/Filesystems/Xsan/man




LUNの容量が期待したほど多くならない

LUN 全体に対するストライプを可能にするため、
Xsanでは、ストレージプール内のすべての
LUN
がプール内で最小の
LUNと同じサイズになるように自動的に
LUNのサイズを調節します。同一
のストレージプール内にサイズの異なる
LUNを混在させると、
Xsanでは、サイズの大きな
LUN
の余分な容量は使用されません。
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「
Finder」で
Xsanボリュームの名前を変更できない

Xsan では、「
Finder」を使って、マウントした
Xsanボリュームの名前を変更することはできま
せん。「
Finder」で名前を変更しようとすると、入力した名前が
Xsanボリュームの名前として適
切なものであっても、「入力した名前は使用できない」という内容のメッセージが表示されます。

Xsan ボリュームの名前を変更するには、「
Xsan
Admin」を使用してボリュームを初期化し直す
必要があります。具体的な手順については、
96
ページの「ボリュームの名前を変更する」を参照
してください。

ファイバーチャネルのパフォーマンスが期待したものよりも低い
光学トランシーバ（
GBIC）の不一致が原因でファイバーチャネルの通信エラーが発生し、
SAN の
パフォーマンスが低下することがあります。良好なパフォーマンスを得るため、ファイバーチャ

ネル・ケーブルの両端で同一のトランシーバ（製造元およびモデル番号が同じ）を使用してくだ

さい。

クライアントユーザにエラーコード

–1425が表示される
ユーザがハードクオータで許可された容量を超える容量を使用しようとしています。

ファイルコピーが終了しない
メタデータコントローラへの
Ethernet 接続が切断された場合には、ボリューム上でスタンバイ
コントローラへの切り替えが正しく終了しても、クライアントの「
Finder」で実行中のファイル
コピーが終了しないことがあります。

コピーを終了させるには：
m 切断されたコントローラを
SANの
Ethernet ネットワークに再接続します。
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ファイバーチャネルの中断後に、クライアントがボリュームを使用で
きない
クライアントから
SAN へのファイバーチャネル接続が切断された場合（ケーブルが取り外され
るなどの理由で）、接続が復元されてもクライアントが 
Xsan ボリューム内の
LUNを認識できな
い場合があります。これが発生した場合は、クライアントを再起動してボリュームを再マウント

してください。

問題が引き続き発生する場合は、すべての
SAN装置を再起動してください。  最初に
Xserve
RAID
システム、次に
SAN コントローラ、最後にすべてのクライアントを再起動します。

コンピュータが
Xsanボリューム内の
LUNを認識しているかどうかを確認するには：
m コンピュータの「ディスクユーティリティ」を開き、ディスクおよびボリュームのリスト内で 

LUN を検索します。

コマンドラインから

「ターミナル」で cvlabel -l コマンドまたは diskutil list コマンドを使用して、アクセ

ス可能な
LUN を確認することもできます。


SANのパフォーマンスが定期的に決まった時に低下する
複数のクライアントで
 SAN パフォーマンスの問題（ビデオフレームのコマ落ちなど）が同時に
発生する場合は、リソースがシステムアクティビティに使用されている可能性があります。特に、

現地時間の土曜日午前
4 時
30分頃にすべてのクライアントでフレームのコマ落ちが発生する場
合は、週ごとのシステム・メンテナンス・スクリプトが問題の原因と考えられます。特に、
locate
データベースを再構築するスクリプトは、ファイルシステムのパフォーマンスに顕著な影響を及

ぼすことがあります。
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このスクリプトを無効にするには：

m「
/etc/weekly」内の「
locate.updatedb」を実行するスクリプトを無効にするか、「
/etc/
crontab」内の「 
periodic
weekly」コマンドをコメントにして、週ごとに実行されるスクリプ
トをすべて無効にします。

ストレージプールを追加できない
ストレージプールの名前として使用できない予約名があります。これらの名前のいずれかを入力

した場合は、ストレージ・プール・シートの「
OK」ボタンは使用できません。

予約されているストレージプール名

Affinity InodeExpandInc Rtios

AllocationStrategy InodeExpandMax RtiosReserve

AttrTokenSize InodeExpandMin Rtmb

Brls IoHangLimitSecs RtmbReserve

BrlTime Journal RtTokenTimeout

BufferCacheSize JournalIcBufNum Sectors

BufferPoolSize JournalIcBufSize SectorSize

BWMFields JournalSize Static

DataMigration Log StaticInodes

DataMigrationThreadPoolSize MaxConnections Status

Debug MaxLogs Sticky

DeviceName MaxLogSize StripeBreadth

DirCacheSize MaxMBPerClientReserve StripeClusters

DirFDCacheSize Mbufs StripeGroup
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LUNをストレージプールに追加できない
新規
LUNを既存のストレージプールに追加する場合、追加する
LUNのサイズはそのプールの基
底
LUNサイズ以上でなければなりません。（基底
LUNサイズは、プールを作成したときに追加し
た最小の
LUNのサイズになります。）より大きな
LUNを追加することはできますが、基底
LUN
サイズを超える容量は使用されません。

また、既存のストレージプールがジャーナルデータやメタデータの保存に使用されている場合、

LUN をそのストレージプールに追加することはできません。これは、「ジャーナル記録とメタデー
タのみ」または「すべてのデータ」が使用されるすべてのストレージプールセットに適用され

ます。


DirWarp MbufSize ThreadPoolSize

Disabled MetaData Type

Disk MirrorGroup UnixFabricationOnWindows

DiskType MirrorReadMethod UnixNobodyUidOnWindows

Enabled MultiPathMethod UnixNobodyGidOnWindows

Exclusive No UnixFileCreationMode
.
.
.

ForcePerfectFit Node UnixDirectoryCreation
.
.
.

ForceStripeAlignment OpHangLimitSecs WindowSecurity

FSBlockSize Quotas Write

GlobalSuperUser Read Yes

InodeCacheSize Regular

InodeDeleteMax Rotate

予約されているストレージプール名
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ストレージプールの基底
LUNサイズを確認するには：
m「
Xsan
Admin」で、「
SANコンポーネント」リストから
SANまたはコントローラを選択して、
「作成」をクリックします。「ストレージ」をクリックしてから、ストレージプールの横にある

三角形の情報表示ボタンをクリックして、その中に含まれる
LUNのサイズを確認します。

追加する
LUNのサイズを確認するには：
m「
Xsan
Admin」で、「
SANコンポーネント」リストから
SANまたはコントローラを選択し、「作
成」をクリックしてから、「使用可能な
LUN」をクリックします。

ストレージプールで使用されているデータ・タイプを確認するには：

m「
Xsan
Admin」で、「
SANコンポーネント」リストから
SANまたはコントローラを選択して、
「作成」をクリックします。次に「ストレージ」をクリックし、リスト内のストレージプールを

ダブルクリックして、ストレージプール設定シートの「用途」の横を確認します。


2
TBよりも大きい
LUNの容量が
2
TBと表示される
まだストレージプールに属していない
LUN の容量が、
2
TBよりも大きいことが分かっているの
に「
Xsan
Admin」に
2
TBと表示される場合は、
2
TBを超える
LUN を許可することを
Xsan に
設定していることを確認してください。それでもサイズが
2
TBと表示される場合は（その 
LUN
が以前のバージョンの
Xsan で使用されていた場合に起こる可能性があります）、
LUN のラベル
を設定し直してみてください。

容量が
2
TBよりも大きい
LUNを準備するには：

1「
Xsan
Admin」の「
SAN コンポーネント」リストから
SANを選択して、「作成」をクリックし
ます。


2「
LUN」をクリックし、リストで 
LUNを選択して、「編集」をクリックします。


3「容量が
2
TBを超える 
LUNを許可」オプションを選択します。
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4 表示される容量が
2
TB以下のままである場合は、「ラベル」フィールドで現在のラベルを削除
し、「
OK」をクリックして、「保存」をクリックします。次に、ラベルを削除した
LUNを選択
し、「編集」をもう一度クリックして、「容量が
2
TBを超える
LUNを許可」を選択します。こ
れで、表示される容量が
LUNの実際のサイズと一致するはずです。


5 ラベルを入力し、「保存」をクリックします。



付
録
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AA Xsanおよび
StorNextのクライアントと
コントローラを結合する

この付録では、
Macintoshクライアントを既存の
StorNext
File
System
SANに追加する方法、および
Windows、
Solaris、
AIX、

Irix、または
Linuxの各クライアントを
Xsan
SANに追加する方
法について説明します。


Xsanは、 
ADIC社の 
StorNext
File
Systemと完全な互換性があります。したがって、
Macintosh
クライアントを既存の
StorNext
SANに追加したり、
StorNextソフトウェアが動作する
Windows、

Solaris、
UNIX、
AIX、
Irix、または
 Linux の各クライアント用のコントローラおよびストレージ
としての役割を果たすように
Xserveおよび
Xserve
RAIDシステムを設定したりできます。

用語

StorNextと
Xsanでは、次のような用語の違いがあるので注意してください：


StorNext の用語 対応する
Xsanの用語

ファイルシステム ボリューム

ファイル・システム・サーバ
（
FSS）

コントローラ（または、メタデータコントローラ）

ストライプグループ ストレージプール
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StorNextのクライアントとコントローラを結合する

互換性のあるソフトウェアバージョン
次の表に、同一の
SAN上で使用可能な 
Xsanと
StorNext コントローラ、およびクライアントの
各バージョンの組み合わせを示します。

ライセンス許諾

Macintosh
Xsanクライアントまたはコントローラのライセンスは、
Xsanのパッケージに付属の
インストールディスクのカバーにプリントされているシングルコピー用のシリアル番号、または

別途購入したサイトライセンス用のシリアル番号を使用することで許諾されます。 
StorNextのラ
イセンスは、
StorNextソフトウェアの購入時に
ADIC社から購入します。
Xsan クライアントは、

StorNext
File
Systemクライアントのライセンスを使用または侵害していません。

コントローラ クライアント 互換性

Xsan
1.4



StorNext
2.8 なし


StorNext
FX
1.3または
1.4 あり


StorNext
2.6または
2.7 あり


StorNext
2.5以前 なし


Xsan
1.3（
Mac

OS

X
v10.4）
 StorNext
FX
1.3または
1.4 あり


StorNext
2.6または
2.7 あり


StorNext
2.5以前 なし


StorNext
2.8




Xsan
1.4または
1.3 あり


StorNext
2.7




Xsan
1.4または
1.3 あり


StorNext
2.6以前
 Xsan
1.4または
1.3 なし
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Macintoshクライアントを
StorNext
SANに追加する
すでに
StorNext
File
System に
SAN が追加されている場合は、
Xsan を使用して
Macintosh ク
ライアントを追加できます。


StorNext
SANに
Macintosh
Xsanクライアントを追加するには： 

1



Macintoshコンピュータを
SANの
Ethernet ネットワークおよびファイバーチャネル・ネット
ワークに接続します。


2




Macintoshコンピュータに
Xsanソフトウェアをインストールします。


3




Macintoshクライアントに
Xsanソフトウェアのライセンスを許諾します。

クライアントで「
Xsan
Admin」（「
/アプリケーション
/サーバ
/」にあります）を開き、ローカ
ルコンピュータに接続します。「
SAN コンポーネント」リストで 
SAN を選択して「作成」をク
リックし、「コンピュータ」をクリックします。（ウインドウの中央にある）リスト内でクライア

ントをダブルクリックし、シリアル番号を入力して、「保存」をクリックします。

シリアル番号は、
Xsanのインストールディスクのケースにあるラベルに記載されています。 


4




SANの既存の
StorNextクライアントにアクセスして、そのクライアントの
fsnameserversファイ
ルのコピーをプリントします。


SGI
IRIX、
Sun
Solaris、
IBM
AIX、および
Linuxの
StorNext クライアントの場合、このファイル
は「
/usr/cvfs/config/」にあります。


Windows クライアントの場合、このファイルは「
\%cvfsroot%\config\」にあります。
「
%cvfsroot%」は
StorNextソフトウェアがインストールされているフォルダです。


5




Macintoshクライアントに戻り、
viなどのテキストエディタを使用して、手順 
4でプリントした

fsnameserversファイルのコピーを作成します。このコピーを次のフォルダに保存します：

/Library/Filesystems/Xsan/config/
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参考：別のシステムで異なる行末文字を使用しているために発生する問題を避けるために、

fsnameservers ファイルを
Macintosh クライアントにコピーしないでください。代わりに、

Macintosh上でテキストエディタを使用して、このファイルを再作成します。 


6「
/Library/Filesystems/Xsan/config/」から次のファイルを削除または移動します：


automount.plist

saninfo.plist

notifications.plist

.auth_secret

参考：このコンピュータを
Macintosh コントローラがある
Xsan
SAN に移動する場合は、
Xsan
SANにコンピュータを追加する前に、これらのファイルを元の場所に戻す（または
Xsanを再イ
ンストールする）必要があります。


7




Macintosh上の
Xsan ソフトウェアが新しい
fsnameserversファイルを読み出すように設定し
ます。


Macintoshコンピュータを再起動するか、「ターミナル」を開いて次のコマンドを入力します： 

$ sudo kill -HUP 'cat /var/run/fsmpm.pid'




8 ファイルシステムをマウントします。

ファイルシステムが自動的にマウントされない場合は、「ターミナル」で次のコマンドを入力し

ます： 

$ sudo mount -t acfs fsname mountpoint

ここで、 fsnameはファイルシステムの名前、 mountpoint は
Macintosh クライアントでファ
イルシステムが表示される場所です（たとえば、「 /Volumes/SanVol」）。

マウントポイントは次のように入力して作成できます： 

$ mkdir /Volumes/mountpoint
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Xsanコントローラを
StorNextクライアントと共に使用する

ADIC社の
StorNextソフトウェアを使用して、
Windows、
UNIX、
AIX、
Irix、または
Linuxコン
ピュータから
Xsan
SANにアクセスできます。


1



Macintosh以外のクライアントを
SANのファイバーチャネル・ネットワークおよび
Ethernet
ネットワークに接続します。


2




ADIC社の
StorNextパッケージに記載されている指示に従って、
Macintosh 以外のクライアント
に
StorNext
File
Systemソフトウェアをインストールします。


3




Macintosh
Xsanコントローラの共有シークレットファイルを
Macintosh以外のクライアントに
複製します。

共有シークレットファイルの名前は「
.auth_secret」です。
Macintosh
Xsanコントローラでは、
このファイルは「
/Library/Filesystems/Xsan/config/」フォルダに保存されています。

このファイルを
Macintosh 以外のクライアントに（同じ名前で）コピーします。
SGI
IRIX、
Sun
Solaris、
IBM
AIX、および
Linuxの
StorNextクライアントの場合は、このファイルを「
/usr/cvfs/
config/」に保存します。
Windowsクライアントの場合は、このファイルを
「
\%cvfsroot%\config\」に保存します。「
%cvfsroot%」は
StorNextソフトウェアがインストー
ルされているフォルダです。

重要：このファイルには、機密情報が含まれています。ルートユーザまたは
Windows 管理者の
みに対する読み出し／書き込みアクセス権を適用して、ファイルを保護してください。


4




Macintosh
Xsanコントローラに、
Macintosh 以外のクライアント用の
StorNextライセンスファ
イルをコピーします。


Xsanコントローラで、（
license.dat という名前の）ファイルを次のフォルダに保存します：


/Library/Filesystems/Xsan/config/

Macintosh 以外のクライアント用のライセンスファイルを取得するときは、
ADIC社に問い合わ
せてください。





付
録










161


BB コマンドラインを使用する

この付録では、
SANでコマンドラインから使用できる
Xsan
のシェルコマンドおよび設定ファイルについて説明します。

ここで説明するシェルコマンドおよび設定ファイルを使用して、コマンドラインから
Xsan
SAN、

LUN、ストレージプール、およびボビュームにアクセスしたり、これらを設定および管理したり
できます。

シェルコマンドを使用する

Xsanのコマンドラインユーティリティは、「
/Library/Filesystems/Xsan/bin/」にあります。この
フォルダは、デフォルトのシェル検索パスに含まれています。

ほとんどのコマンドでは、スーパーユーザのアクセス権が必要になります。

コマンドを使用できない場合は、次の例のようにフルパスを入力してみてください： 

$ sudo /Library/Filesystems/Xsan/bin/cvversions

または、コマンドを入力する前に、次の例のようにフォルダを変更します： 

$ cd /Library/Filesystems/Xsan/bin

$ sudo ./cvversions
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リモートコンピュータにコマンドを送信する
リモートコンピュータでコマンドを使用するには、まず次のように
 SSH を使用してほかのコン
ピュータにログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はリモートコンピュータのユーザアカウント、 computer はリモートコンピュー

タの
IPアドレスまたは
DNS名です。

マニュアルページを表示する
各コマンドの説明を表示する
UNIX 形式のマニュアルページは、「
/Library/Filesystems/Xsan/
man/」にあります。

マニュアルページを表示しようとして「
No
manual
entry
for
.
.
.」というメッセージが表示され
る場合は、マニュアルページの検索パスに
 Xsan のマニュアルページのフォルダ「
/Library/
Filesystems/Xsan/man」を追加します。
Mac

OS

Xまたは
Mac

OS

X
Serverバージョン
10.3 を
実行している場合は、コンピュータ上のファイル「
/etc/manpath.config」に次の行を追加でき
ます： 

OPTIONAL_MANPATH /Library/Filesystems/Xsan/man




Mac

OS

X または
Mac

OS

X
Server バージョン
 10.4 を実行している場合は、ファイル「
/usr/
share/misc/man.conf」に次の行を追加できます： 
MANPATH /Library/Filesystems/Xsan/man
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表記規則
コマンドの表記全体に対して次の規則が適用されます。

表記 意味

等幅フォント（ font） コマンド、または「ターミナル」で使用されるほかのテキスト 

$ シェルプロンプト 

[角かっこ内のテキスト ] オプションパラメータ 

(一方 |他方 ) 代替パラメータ（どちらか一方を入力します）

下線 値を指定する必要のあるパラメータ 

[...] 繰り返される可能性のあるパラメータ 

<山かっこ >
 SANの設定に応じて表示される値
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コマンド

Xsanには次のようなコマンドラインツールがあります：

ボリュームおよびストレージプールの設定を表示または変更する
（
cvadmin） 

cvadminツールを使用して、
Xsanボリュームに関連するさまざまな情報タスクおよび設定タス
クを実行できます。

詳しくは、 cvadmin のマニュアルページを参照するか（
manで表示）、以下を入力してください。 
$ sudo cvadmin -e help

インタラクティブモードにするには： 

$ sudo cvadmin

コマンド 説明 

cvadmin ボリュームおよびストレージプールの設定を表示または変更します
（
164
ページ） 

cvcp ファイルまたはフォルダをコピーします（
168
ページ） 
cvfsck ボリュームを確認または修復します（
171
ページ） 

cvlabel




LUN を表示、ラベル設定、および初期化します（
172
ページ） 
cvmkdir アフィニティのあるフォルダを作成します（
173
ページ） 

cvmkfile ファイルを作成して、事前に割り当てます（
174
ページ） 
cvmkfs




 ボリュームを初期化します（
175
ページ） 

cvupdatefs ボリュームの設定の変更を適用します（
176
ページ） 
fsm ボリュームのコントローラのプロセスを開始します（
176
ページ） 

fsmpm ポートマッパのプロセスを開始します（
177
ページ） 
snfsdefrag ボリュームをデフラグする（
177
ページ）
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ファイルからコマンドを実行するには： 

$ sudo cvadmin [-H  host] [-F  volume] -f  cmdfile


1つのコマンドを実行してシェルプロンプトに戻るには： 

$ sudo cvadmin [-H  host] [-F  volume] [”]-e  command [cmdparam...“]

次の表に、 cvadminツールで使用可能なコマンドを示します。

パラメータ 説明 
-H host ボリュームを管理するメタデータコントローラ。指定されていない

場合はローカルコンピュータとみなされます。 

host




–
ログイン先以外のメタデータコントローラの
IP アドレスま

たは
DNS 名。 
-F volume




cvadminで有効になる（つまり「選択される」）ボリューム。 
volume




–
Xsan ボリュームの名前 

-f cmdfile 指定されたファイルからコマンドを読み出します。 

cmdfile




–
cvadminコマンド含むテキストファイルの名前 

-e command 指定されたコマンドを実行してシェルプロンプトに戻ります。この
パラメータが設定されていない場合、
cvadminではプロンプト 
Xsanadmin>を使用してインタラクティブモードで実行を継続し
ます。コマンドにパラメータ（ cmdparam）を含める場合は、コマ
ンドおよびそのパラメータを引用符で囲みます。使用可能なコマン
ドは、この後の「
cvadminコマンド」でリストされています。 

cmdparam コマンドに必須の値。
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cvadminコマンド


cvadmin コマンド 説明 
activate

[volume|index]






対話的に操作する「有効な」ボリュームを選択します。 

volume




–
ボリュームの名前 

index




–
数字で表されるボリュームの
ID（これらのリストを表示す

るには、パラメータを設定しないで cvadmin selectコマンドを
使用します） 

disable pool

[read|write]

ストレージプールへの読み出しまたは書き込みアクセスができないよ
うにします。 

pool




–
現在有効なボリューム内のストレージプールの名前。 

disks [refresh]




LUNをリスト表示します。 
down pool ストレージプールへのすべてのアクセスを拒否します。 

enable pool

[read|write]

ストレージプールへの読み出しまたは書き込みアクセスを許可し
ます。 

fail (volume|index) ボリュームがスタンバイコントローラに切り替わるようにします。 

volume




–
ボリュームの名前 

index




–
数字で表されるボリュームの
ID（これらのリストを表示す

るには、パラメータを設定しないで cvadmin selectコマンドを
使用します） 

filelocks [yes|no] ファイルおよびレコードのロックを許可または拒否します。現在の
ロックの設定を確認するには、パラメータを指定しないでこのコマン
ドを使用します。 

multipath pool

(rotate|static)




Xsanでストレージプールへの複数のパスを使用する方法を指定し
ます。 

paths 使用可能な
LUN をリスト表示します。 
quit




cvadminを終了します。
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quotas [yes|no] 有効な（選択された）ボリュームに対するクオータを有効または無効
にします。現在のクオータの設定を確認するには、パラメータを指定
しないでこのコマンドを使用します。 

quotas get 

(user|group) name
ユーザまたはグループに関する現在のクオータ情報を表示します。 

name




–
ユーザまたはグループの名前 

quotas set 

(user|group) name 

   hard soft grace

ユーザ名またはグループ名に対するクオータを設定します。 

name




–
ユーザまたはグループの名前 

hard




–
ハードクオータ（バイト） 

soft




–
ソフトクオータ（バイト） 

grace




–
猶予期間（分） 

quotacheck 有効なボリュームのクオータ情報を再計算します。 

repquota 「
/Library/Filesystems/Xsan/data/<vol>」にクオータのレポート
ファイルを生成します：

quota_report.txt
–
テキストファイル

quota_report.csv
–
カンマ区切りファイル

quota_regen.in
–
別のコントローラ上で同一のクオータを設定する

cvadminコマンド。このコマンドを実行するには cvadmin -fを
使用します。 

repof 有効なボリューム上で開いているファイルのレポートをファイル
「
/Library/Filesystems/Xsan/data/<volume>/open_file_report.txt」
に作成します。 

select [volume] 操作する「有効な」ボリュームを選択します。インタラクティブモー
ドのコマンドプロンプトの後に、現在有効なボリュームの名前が次の
ように表示されます：   Xsanadmin (Vol1) >

動作しているボリュームのリストを表示するには、
volume パラメー
タを省略します。 

volume




–
Xsanボリュームの名前


cvadmin コマンド 説明
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ファイルまたはフォルダをコピーする（
cvcp） 

cvcp コマンドを使用して、
Xsan ボリュームとの間で高速のファイルコピーを実行できます。こ
のコマンドで次の操作が可能です：

Â ファイルまたはフォルダをコピーする

Â




tarフォーマットのデータをフォルダにコピーする

Â ファイルまたはフォルダを
tarフォーマットのデータストリームにコピーする 

$ cvcp [options] source destination

show [pool] [long] 有効なボリュームのストレージプール情報をリスト表示します。 

start volume [on] 

[controller]
ボリュームの設定ファイル（「
/Library/Filesystems/Xsan/config/
volume.cfg」）の情報に基づいて、ボリュームを起動します。 
controller




–
ボリュームの
FSMプロセスを開始するコントロー

ラのアドレス。 

stat 有効なボリュームに関する情報を表示します。 

stop volume 有効なボリュームおよびその
FSMプロセスを停止します。 

up pool 指定されたストレージプールへのアクセスを許可します。 

who 有効なボリュームのクライアント情報を表示します。


cvadmin コマンド 説明

パラメータ 説明 

options 詳しくは、「
cvcpコマンドのオプション」を参照してください。 

source コピー対象となるファイルまたはフォルダ（ディレクトリ）。 

destination コピーが作成される場所。
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cvcp コマンドのオプション

オプション 説明 
-A 事前割り当てを停止します。 

-b buffers 使用する
I/Oバッファの番号を設定します。 
buffers




–
コピーに使用するバッファの番号 

-k size コピーバッファのサイズを設定します。 

size




–
バッファのサイズ（バイト） 

-l リンクではなく、シンボリックリンクのターゲットをコピーします。 

-n サブフォルダにコマンドを適用しません。 

-p prefix 指定されたプレフィクスで始まる名前のファイルのみをコピーし
ます。 

prefix




–
ファイル名の先頭の部分と一致する文字 

-s ストレージプールのブロック境界に割り当てます。 

-t コピースレッドの番号を指定します。 

-v コピーされたファイルに関するすべての情報をレポートします。 

-x 元のファイルのアクセス権をコピーに保持します。 

-y 所有権およびグループの情報をコピーに保持します。これは、ルー
トユーザがコピーを実行する場合にのみ適用されます。 

-z 元の変更回数をコピーに保持します。
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例

ファイル「
friday」を「
/datasets/data1/july/」にコピーします： 
$ cvcp friday /datasets/data1/july

フォルダ「
/data1/」およびすべてのサブフォルダを「
/datasets/data1/」にコピーします。この
とき、すべてのアクセス権および所有権を保持し、コピーされたときにファイルを表示します： 

$ cvcp -vxy data1 /datasets/data1

前の例と同じようにコピーを実行します。ただし、「
jul」という文字で始まる名前のファイルの
みをコピーします： 

$ cvcp -vxy -p jul data1 /datasets/data1/july

フォルダ「
/datasets/」を「
/transfers/data.tar」という名前の
tarファイルにコピーします： 

$ cvcp . - > /transfers/data
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ボリュームを確認または修復する（
cvfsck） 

cvfsckコマンドを使用して、
Xsan ボリュームを確認または修復できます。 
$ cvfsck [options] volume




cvfsckコマンドのオプション

パラメータ 説明 
options 詳しくは、「
cvfsckコマンドのオプション」を参照してください。 
volume 確認または修復するボリュームの名前。

オプション 説明 

-d 追加のデバッグ情報を表示します。 

-e ファイルエクステントの統計を表示します。 

-f フラグメント化をレポートします。 

-g ジャーナル修復ログをプリントします。 

-j ジャーナルの修復を実行します。 

-J 無変換のジャーナルデータを表示します。 

-K ジャーナルをリセットします。
警告：ジャーナルをリセットすると、メタデータの整合性が失われ
ることがあります。どうしても必要な場合以外は、このオプション
を使用しないでください。 

-l システムログの問題を記録します。 

-n 読み出し専用モードでボリュームを確認します。 

-r ボリュームの設定を変更する前にファイルを再配置します。 

-v 利用可能なすべての情報を表示します。 

-x スプレッドシート用のカンマ区切り形式で統計をレポートします。
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LUNのラベル設定、リスト表示、およびラベル設定解除（
cvlabel） 

cvlabel コマンドを使用して、ストレージプールに追加できるように
 LUN を初期化できます。
詳しくは、 cvlabelのマニュアルページ（ 
manで表示）を参照してください。

使用可能な
LUNをリスト表示するには： 
$ cvlabel -l [-s] [-v]

ラベルファイルにペースト可能な現在の
LUNおよびラベル情報をリスト表示するには： 
$ cvlabel -c




LUNにラベルを設定するには： 
$ cvlabel [-v] [-f] [labelfile]

既存のラベルを
LUNから削除するには： 
$ cvlabel -u lun

パラメータ 説明 

-l 使用可能な
LUNをリスト表示します。 

-s 装置のシリアル番号を表示します。 

-v 進行状況を示します。 

-c ラベルのテンプレートファイルを作成します。 

-f すでにラベルを設定された
LUNにラベルを再設定します。 

labelfile 各ラベルの情報が含まれるオプションファイル。
-cオプションを使
用して、このファイルを作成できます。また、以下のファイルをテ
ンプレートとして使用できます：

/Library/Filesystems/Xsan/examples/cvlabels.example

 

lun ディスク名によって識別される
LUN。たとえば、
/dev/disk4。 

-u





 指定された
LUNのラベルを削除します。
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アフィニティのあるフォルダを作成する（
cvmkdir） 

cvmkdir コマンドを使用して、
Xsan ボリューム内にある特定のストレージプールに対するア
フィニティのあるフォルダ（ディレクトリ）を作成できます。 

$ cvmkdir [-k affinity] folder

パラメータ 説明 
-k フォルダに関連付けられるストレージプールの名前を指定するため

の省略可能なパラメータ。このパラメータを省略した場合、
Xsanで
はアフィニティのないフォルダが作成されます。 

affinity ストレージプールのアフィニティキーの名前。
Xsanでは、ストレー
ジプールの名前と同じ名前になります。ストレージプールのアフィ
ニティキーを表示するには、 cvadmin show longコマンドを使
用します。 

folder フォルダの名前。
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ファイルを作成して事前割り当てする（
cvmkfile） 

cvmkfile コマンドを使用して、
Xsan ボリューム上のファイルに容量を割り当てることができ
ます。 

$ cvmkfile [-k affinity] [-p] [-s] [-w] [-z] size(k|m|g) filename

パラメータ 説明 
-k affinity 指定されたアフィニティキーを持つストレージプール上のファイル

に容量を割り当てます。 

affinity




–
アフィニティキー（
Xsan ではストレージプールの名

前がアフィニティキーになります）

ストレージプールのアフィニティキーを表示するには、 cvadmin 
show longコマンドを使用します。 

-p ファイルの将来の機能拡張がブロック境界上に配置されるように設
定します。 

-s ファイルの割り当てがブロック境界に配置されるように設定します。 

-w sizeによって指定されるファイルサイズを設定します。 

-z ファイルの内容をゼロに設定します。 

size(k|m|g) ファイルに割り当てられる容量を指定する番号。 

size




–
番号 

k




–
キロバイト 

m




–
メガバイト 

g




–
ギガバイト 

filename 割り当てるファイルの名前。
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例

ファイル「
data1」の
2
GBの容量をストレージプール「
datasets」に割り当てます： 
$ cvmkfile -k datasets 2g data1

ボリュームを初期化する（
cvmkfs） 

cvmkfsコマンドを使用して、
Xsanボリュームに対応する設定ファイル（「
/Library/Filesystems/
Xsan/config/<vol>.cfg」）に基づき、
Xsanボリュームを初期化できます。 

$ cvmkfs [-G] [-F] [volume]

警告：ボリュームを初期化すると、ボリュームの既存のデータがすべて失われます。

パラメータ 説明 
-G 「
Press
return
to
continue」プロンプトを表示しません。 
-F 警告および検証プロンプトを表示しません。このパラメータの使用

は、慎重に判断してください。 

volume 初期化するボリュームの名前。この名前は、「
/Library/Filesystems/
Xsan/config/」にある設定（
.cfg）ファイルの名前と一致します。
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ボリュームに設定の変更を適用する（
cvupdatefs）
ボリュームの設定ファイルに変更を加えた後で、 cvupdatefsコマンドを使用して、設定ファイ

ルの変更をボリュームに適用できます。 

$ cvupdatefs [-f] volume [configdir]

ボリュームのコントローラを起動する（
fsm） 

fsm コマンドを使用して、コントローラでファイル・システム・マネージャのプロセスを開始で

きます。
fsm プロセスでは、ボリュームのネームスペース、ファイルの割り当て、およびメタ

データを管理します。 

$ fsm [volume] [controller]

パラメータ 説明 
-f 確認を要求するメッセージを表示したり、設定ファイルのエラーを

通知したりせずにアップデートします。 

volume アップデートするボリューム。ボリュームを指定しない場合、使用
可能なボリュームがリスト表示され、そこから選択します。 

configdir ボリュームの設定（
.cfg）ファイルがデフォルトの場所（「
/Library/
Filesystems/Xsan/config/」）以外にある場合、その場所を指定し
ます。

パラメータ 説明 

volume プロセスで管理するボリューム。 

controller プロセスを開始し、その結果としてボリュームのメタデータコント
ローラになるコンピュータ。
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ポートマッパのプロセスを開始する（
fsmpm） 

fsmpm コマンドを使用して、クライアントまたはコントローラ上でファイルシステムのポート

マッパのプロセスを開始できます。 

$ fsmpm

詳しくは、 fsmpmのマニュアルページ（ 
manで表示）を参照してください。

ファイル、フォルダ、またはボリュームをデフラグする（
snfsdefrag） 

snfsdefragコマンドを使用して、ファイルのデータを
1 つのエクステントに再割り当てするこ
とで、ファイルをデフラグすることができます。この結果、ディスクの効率が向上し、ファイル

のメタデータの管理に要するオーバーヘッドが減少するため、読み出しおよび書き込みのパ

フォーマンスが改善されることがあります。

ファイルまたはフォルダをデフラグするには： 

$ snfsdefrag [-D] [-d] [-q] [-s] [-v] [-G  group] [-K  affinity] 
[-k  affinity] [-m count] [-r] target

デフラグしないでファイルエクステントをレポートするには： 

$ snfsdefrag -e [-G  group] [-K  affinity] [-r] target [target] [...]

デフラグしないでエクステントカウントを表示するには： 

$ snfsdefrag -c [-G  group] [-K  affinity] [-r] target [target] [...]

ファイルを整理する（ファイルの末尾を超えて割り当てられたエクステントを削除する）には： 

$ snfsdefrag -p [-D] [-v] [-q] [-G  group] [-K  affinity] [-m  count] 
[-r] target [target] [...]

デフラグの候補であるファイルをリスト表示するには： 

$ snfsdefrag -l [-D] [-v] [-G  group] [-K  affinity] [-m  count] [-r]

target [target] [...]
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パラメータ 説明 
-c エクステントカウントを表示します。ただし、デフラグのターゲッ

トは表示しません。 

-D デバッグのメッセージを表示します。 

-d 現在の深さ以外でファイルに対して機能します。 

-e デフラグしないでエクステントをレポートします。 

-K affinity 指定されたストレージプールアフィニティのあるファイルに対して
のみ機能します。 

affinity




–
アフィニティキー（
Xsan ではストレージプールの名

前がアフィニティキーになります）

ストレージプールのアフィニティキーを表示するには、 cvadmin 
show longコマンドを使用します。 

-k affinity このアフィニティのあるストレージプールに新しいエクステントを
割り当てます。 

-l デフラグの効果を期待できるファイルをリスト表示します。 

-m count countエクステントを超えるファイルに対してのみ機能します。 

-p デフラグの代わりに整理を実行します。 

-q メッセージが表示されないようにします。 

-r [target] 指定されたターゲットフォルダ内のすべてのフォルダに含まれる
ファイルすべてをデフラグするように、反復して機能します。 

-s 新しいエクステントをブロック境界に割り当てます。 

-v デフラグの際に、取得可能なすべての情報および状況を表示します。
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例

ファイル「
datafile」のエクステントをカウントします： 

$ snfsdefrag -c datafile

エクステントをリスト表示します： 

$ snfsdefrag -e datafile

ファイル「
datafile」をデフラグします： 
$ snfsdefrag datafile

ファイル「
datafile」が
 2 つを超えるエクステントを持つ場合にのみ、このファイルをデフラグ
します： 

$ snfsdefrag -m 2 datafile

複数のエクステントを持つフォルダ「
/datafolder/」（または「
/datafolder/」内のすべてのフォ
ルダ）に含まれるすべてのファイルをデフラグします： 

$ snfsdefrag -r datafolder

フォルダ「
/datafolder/」内のすべてのファイルに割り当てられた未使用のディスク容量を回復
します： 

$ snfsdefrag -rp datafolder




Xsanボリュームをマウントする 

mount コマンドを使用して、コンピュータに
Xsan ボリュームをマウントできます。

1 コンピュータにアクセスして「ターミナル」を開くか、
SSHを使用してコンピュータにリモート
でログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はリモートコンピュータのユーザアカウント、 computer はリモートコンピュー

タの
IPアドレスまたは
DNS名です。
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2 ファイルシステムをマウントする場所に、マウントポイントを作成します： 

$ mkdir mountpoint

ここで、 mountpointは、ファイルシステムがマウントされるディレクトリです（通常は

「
/Volumes/」内、たとえば「
/Volumes/SanVol」などを指定します）。


3 ボリュームをマウントします： 
$ sudo mount -t acfs volume mountpoint

ここで、 volume はボリュームの名前、 mountpoint は手順
2 で作成したマウントポイントで
す。たとえば、次のように入力します： 

$ sudo mount -t acfs SanVol /Volumes/SanVol




Xsanボリュームをマウント解除する 

umountコマンドを使用して、コンピュータ上の
Xsanボリュームをマウント解除できます。 

1 コンピュータにアクセスして「ターミナル」を開くか、
SSHを使用してコンピュータにリモート
でログインします： 

$ ssh user@computer

ここで、 user はリモートコンピュータのユーザアカウント、 computer はリモートコンピュー

タの
IPアドレスまたは
DNS名です。 


2 ボリュームをマウント解除します： 

$ sudo umount mountpoint

ここで、 mountpoint は、マウントポイントがマウントされているディレクトリです（通常は

「
/Volumes/<vol>」）。たとえば、次のようになります： 

$ sudo umount /Volumes/SanVol
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ログを表示する

Xsanが
SAN に関する情報を書き込むシステムログは、「
/var/log/system.log」にあります。

ボリュームログは、「
/Library/Filesystems/Xsan/data/<volume>/log/cvlog」にあります。

<volume>は特定のボリュームの名前です。

設定ファイル

Xsanの設定情報は、次のファイルに保存されます：

例
「
Library/Filesystems/Xsan/examples/」にサンプル設定ファイルがあります。

ファイル 内容 
/Library/Filesystems/Xsan/config/<vol>.cfg ボリュームの設定 

/Library/Filesystems/Xsan/config/fsmlist ボリュームの自動開始リスト 

/Library/Filesystems/Xsan/config/fsnameservers コントローラのリスト
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用語集


FSS

ファイル・システム・サーバ。ストレージ・エリア・ネットワーク（
SAN）内のメタデー
タを管理するコンピュータに対する
StorNext
File
Systemの用語。
Xsanでは、これはメタデー
タコントローラと呼ばれます。


LUN

論理ユニット番号。論理ストレージ装置の
SCSI識別子。
Xsan では、
Xserve
RAIDアレイ
またはスライスのようなフォーマットされていない論理ストレージ装置のことです。


RAID アレイ  
RAID方式によって編成および保護され、
RAIDハードウェアやソフトウェアでは
単一の論理ディスクとして表される、物理ディスクのグループ。
Xsanでは、
RAIDアレイはス
トレージプールを形成するために結合された
LUN として表されます。


SAN

ストレージ・エリア・ネットワーク。一般に、主な目的がコンピュータシステムとスト
レージ要素の間およびストレージ要素間でのデータの転送であるネットワーク。
Xsanでは、

SANは、
1つ以上のコントローラ、ストレージボリューム、ストレージクライアント、または
それらを組み合わせたものです。

アフィニティ  
Xsan ボリューム上のフォルダと、ボリューム用のストレージを提供するスト
レージプールの
1つとの間の関係。アフィニティにより、フォルダ内に置かれているファイル
が、関連付けられたストレージプールにのみ保存されることが保証されます。ストレージプー

ルは容量とパフォーマンスが異なる場合があるため、アフィニティを使用すると、高速な転送

を必要とするビデオなどのデータを最も高速なストレージ装置に確実に保存できます。

クライアント  別のコンピュータまたはサーバからデータまたはサービスを要求するコンピュー

タ（またはコンピュータのユーザ）。
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コントローラ  
Xsan ストレージ・エリア・ネットワークでは、メタデータコントローラの略。
「メタデータコントローラ」を参照。 
RAIDシステムでは、コントローラはデータの読み出しと
書き込みを管理するハードウェアを指します。複数のドライブ上のデータを同時にセグメント

化して書き込みまたは読み出しを行うことにより、
RAIDコントローラは高速かつ効率の良いス
トレージおよびアクセスを実現します。

初期化  一般に、特定のファイルシステムで使用できるようディスクを準備すること。 
Xsanで
は、ストレージプール内で使用できるよう
RAIDアレイを準備することです。

ストライプグループ  
Xsanストレージプールに対する 
StorNext
File
Systemの用語。

ストライプ幅  
Xsan ストレージプールの属性。
Xsanがプール内の次の
LUNに移動する前にス
トレージプール内の
LUNに書き込む、ファイルシステムのブロック数として表現されるデータ
のバイト数です。

ストレージプール  スループットやレイテンシなどの共通の特性を共有する論理ディスクのグ

ループ。ユーザデータは、このグループ全体にストライプされます。
Xsanでは、ストレージ
プールを組み合わせたものがボリュームです。
ADIC社の
StorNext
File
Systemでは、これはス
トライプグループと呼ばれます。

バランス  
Xsanストレージプールの割り当て方式。複数のストレージプールで構成されている
ボリューム上の容量を割り当てる前に、
Xsan では、すべてのプール上の使用可能なストレージ
を確認し、空き容量の最も多いプールを使用します。

ファイルシステム  低レベルの詳細に対処しなくてもアプリケーションでファイルを読み書きで

きるようにする、データをストレージ装置に保存するための方式。

ファイル・システム・サーバ  「FSS」を参照。
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フィル  
Xsanストレージプールの割り当て方式。複数のストレージプールで構成されているボ
リュームでは、
Xsanは最初のプールをいっぱいにしてから次のプールへの書き込みを続けます。

フェイルオーバー  
Xsanでは、プライマリコントローラに障害が発生した場合に、スタンバイ
用のメタデータコントローラがアクティブなメタデータコントローラになるという自動プロ

セス。

フェイルオーバーの優先順位  複数のコントローラを持つ 
SANでは、フェイルオーバーの際、
最初にどのスタンバイコントローラを試すかを指定します。

フォーマット（動詞）  一般に、特定のファイルシステムで使用できるようディスクを準備する

こと。

ブロック割り当てサイズ  
Xsanボリュームの属性。
Xsanボリューム上で予約したり、
Xsan ボ
リュームに書き込んだり、
Xsanボリュームから読み出したりできる最小バイト数。

ボリューム  クライアントの視点から、ローカルハードディスク、ハードディスクパーティショ

ン、またはネットワークボリュームのように動作する、ストレージのマウント可能な割り当て。

Xsanでは、ボリュームは 
1つ以上のストレージプールで構成されます。「論理ディスク」も参
照してください。

マウント（動詞）  一般に、リモートディレクトリまたはボリュームをローカルシステム上でア

クセスできるようにすること。
Xsanでは、ローカルディスクと同じ方法で、
Xsanボリューム
をクライアントのデスクトップに表示することができます。
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マルチパス方式  
Xsanストレージプールの属性。 
Xsanがクライアントとストレージの間で複数
のファイバーチャネル・パスを使用する方法を指定します。「静的」に設定すると、ボリューム

のマウント時にストレージプール内の各
LUNをいずれかの接続に交互に割り当てることができ
ます。また、「動的」に設定すると、接続間で交互に切り替えて高いパフォーマンスを得ること

ができます。

メタデータ  ファイルシステムとそれによって保存されるファイルに関する情報（たとえば、

ファイルが占めるディスクブロックや、使用可能なブロック）。
Xsanでは、実際のファイル
データはファイバーチャネル接続を介して転送されますが、メタデータはメタデータコント

ローラにより管理され、
Ethernet接続を介して交換されます。

メタデータコントローラ  
Xsanストレージ・エリア・ネットワーク内でメタデータを管理する
コンピュータ。

ラウンドロビン  
Xsanストレージプールの割り当て方式。複数のストレージプールで構成され
ているボリュームでは、
Xsanは利用可能な各プールに次々に連続して書き込むための容量を割
り当てます。

ラベル設定（動詞）  一部のソース（
ADICなど）では、ファイルシステムで使用する論理ディス
クを準備するプロセスを指すときに使用されます。ただし、
Xsanでは、ストレージプールで使
用するためにディスクを準備することを初期化と呼びます。

ラベル（名詞）  
Xsanでは、
LUNを識別する名前。
Xsanストレージプールの設定時に、
LUNに
ラベルを割り当てます。
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論理ディスク  実際には複数の物理ディスクドライブで構成されていても、ユーザにはファイル

を保存するための単一のディスクに見えるストレージデバイス。たとえば、
Xsan ボリュームは
論理ディスクです。たとえこれが複数のストレージプールで構成され、各ストレージプールは

複数の
LUNで構成され、各
LUNには複数の物理ディスクが含まれるとしても、単一のディスク
のように機能します。

割り当て方式  
Xsan で、ボリュームを構成するストレージプールにデータが書き込まれる順序。
これは、ボリューム内に複数のストレージプールが存在し、かつそれらが同じクラスに属する

場合にのみ、適用されます。「フィル」、「ラウンドロビン」、または「バランス」を選択でき

ます。
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